
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「御み堂どうくん……？」

　まるで思わず口からこぼれ落ちたかのような呟つぶやきが、俺の耳に届いた。

　それを発した美少女は、大きく目を見開きながら呆ぼう然ぜんと俺の方を見つめている。

　俺はその力強く純じゆん粋すいな視線に、思わずドキリとしてしまう。

「やっぱり、御堂くんだ……！」

　彼女は何者なのか。端たん的てきに言うと、いわゆる従姉妹いとこというやつだった。

　ただし、俺のじゃない。俺にはもともと従姉妹なんていない。

　じゃあ誰だれのかというと、俺の新しい家庭の妹達──菫すみれと椛もみじの従姉妹だ。

　今日、俺は妹達から、従姉妹を紹しよう介かいしたいからと言われて駅まで出で迎むかえに来ていた。

　そして予定通りこうやって出会ったわけだが、彼女のこの予想外の反応に俺はもちろん戸と惑まどった。けど、すぐにあることに気がつく。

「……もしかして、葉は山やまさん？」

　彼女に、どこか見覚えがあったのだ。

　昨日抱いだいた微かすかな既き視し感かんが、今はハッキリとした形になっていた。

「……っ！　覚えててくれたんだね……！」

　俺が名前を呼ぶと、彼女は目元を軽くこすりながら満面の笑えみを浮うかべた。記き憶おくにあるよりもずっと真っ直すぐで、どこか感かん極きわまったような様子まであって、俺はそんな彼女を不思議に思いつつも、やっぱりまたドキリとする。……と、それはともかく、

「すごい偶ぐう然ぜんだね。まさかこんなところで前の学校のクラスメートと再会するなんてさ。しかも、……つまりは葉山さんが二人の従姉妹ってことなわけだろ？　世間は狭せまいっていうけど、こんなことが本当にあるもんなんだな」

　俺はこの偶然にもちろん驚おどろきはしたものの、そういうことも世の中にはあるよなとすぐに納得して、軽い口調で言った。そうして、きっと二人もこの偶然にビックリしてるだろうなと思いながら後ろを振ふり向むいたのだが、

「「……な」」

「な？」

「「なんでこんなことになるの───────────────っ!?」」

　その瞬しゆん間かん、春の青空の下に、なぜか二人の絶ぜつ叫きようが高らかに響ひびき渡わたったのだった。








親しん戚せきの子を紹介する妹達









「はぁ……、どうすりゃいいんだ……」

　ゴールデンウィークも間近に迫せまったある日のこと。

　俺はこの春から自室となった部屋で、机に突つっ伏ぷしながらそんな呟きを漏もらした。

　ため息交じり。ゲンナリした様子。こういったところからもう大体わかると思うが、俺は悩なやみを抱かかえていた。もちろんその悩みってのは俺の『妹達』のことだ。

　……もっと正確に言うと、妹達のケンカのことだ。

　最初に誤解のないように言っておくが、俺の妹達は最高にいい子達だ。

　優やさしくて気き遣づかいができて可愛かわいくて、昔は俺の心を支え、今は俺を家族として温かく迎むかえ入れてくれる、そんな俺にとっては女神か天使かってくらいの尊い存在なのだ。

　だが、

　……だが、そんな最高の妹達にも、たった一つだけどうにかしてほしいことがある。

　それが、延々と繰くり返かえされる姉妹喧げん嘩かだ。

　あの二人はあまりにも優しすぎて、俺をより本当の家族として迎え入れるために日々の気遣いを絶やそうとしない。だがその気持ちがあまりにも強すぎて、互たがいに自分の方がとぶつかり合ってケンカになってしまうのだ。

　いわば、俺のためのケンカだ。俺が原因のケンカだ。

　俺のことを想おもってくれているのはありがたいのだが、本当ならとても仲良しなはずの姉妹がそれでケンカになってしまうのは、理想の家族を目指す俺にとって非常に心苦しいことだった。

　だから俺は兄としてということも含ふくめて、あらゆる意味で二人のケンカを止めないといけないのだが──……残念ながら、それができてればこうやって机に突っ伏して頭を抱えるなんて状じよう況きようになってないわけで……。

「……というか、俺が止めようとすればするほどケンカが激しくなるのは気のせいなんだろうか……？」

　自分で言ってて悲しくなってくる。大体こういう問いかけは、自分でそうじゃないと自覚してる時に口から出てくるものだからだ。

　要するに、俺は自分が原因で起こっている姉妹喧嘩を止めることもできない情けない兄であり、それはつまるところ、俺はまだまだ『真の家族』にはなれないという厳しい現実を突きつけてくることでもあった。

「……ゲームでもするか」

　現状を改めて確かく認にんしたわけだが、それで悩みが解決するはずもなく、煮に詰つまった頭を切きり替かえようと俺はポータブルゲーム機を手に取る。

　現実逃とう避ひ──もとい気分転てん換かんも時には必要だ。

　俺はゲーム機を起動させると、早さつ速そく最近ハマっているゲームをプレイし始める。

　それは『ファンタジック・レイダーズ』というＲＰＧ要素のあるアクションゲームだ。

　世界的に大人気でプロリーグも存在し、個人での動画配信も数多くされている、今一番熱いと評判のゲーム。肝かん心じんのゲーム部分の面おも白しろさもさることながら、一人用、対戦、集団戦、協力プレイなど、ニーズに合わせて多くのモードがハイクオリティに完備され、幅はば広ひろい層を取り込むことにも成功している。さらには家庭用ハードと今俺が持ってるポータブル機、そしてＰＣやスマホなどあらゆるハードとクロスプレイも可能で、それがまた爆ばく発はつ的な人気につながったのだ。

　ゲーマーなら未プレイはいないとまで言われているモンスタータイトル。

　もちろん俺もゲーマーの端はしくれとして参戦中だ。

「お、今日のデイリークエスト報ほう酬しゆうは素材か……」

　俺は狙ねらってた新装備がそろそろ手に入れられそうだと、いそいそと一人用モードでプレイし始めたわけだが、

　コンコン！　バンッ！

「お兄さん！　いらっしゃいますか！」

「お兄ちゃん、今ちょっといい!?」

「うわっ!?」

　その瞬間、勢いよくドアが開いて菫すみれと椛もみじがやって来たので、俺は思わず手に持ったゲーム機を落としそうになった。

「な、な、なんだ？　どうした？」

　ちなみに、俺が慌あわててるのは二人がいきなり入ってきたからじゃない。

　俺の部屋は家族ならいつだってウェルカムだ。この俺が家族の訪問を拒こばむなんてあり得ない。だって、家族が部屋に来るなんてそんな素す敵てきなイベント、俺がうれしくないわけないだろ？　だから部屋には鍵かぎなんてかけてないし、みんなにはいつだって入ってきてかまわないからと言ってある。

　じゃあなんで今さっき驚いたかというと、それはもちろん二人が一いつ緒しよにやって来たからだ。こうやって二人が連れ立ってノックの返事も待たずに部屋に入ってくる場合、大たい抵ていはよろしくない状況だってことが、ここに来てわずか一カ月程度という期間で既すでに経験則として俺の身に刻み込まれてしまっていた。

　……ま、また例によって「「どっちを選ぶの!?」」か？　今度はなんなんだ？　またこの前みたいなことか……？

　俺は先日の、どっちの髪かみ形がたが好きかと二人に迫られた時のことを思い出して冷ひや汗あせを流す。あの時は例によって板いた挟ばさみになりながら散々いろんな髪形を見せられ、さらにはなぜか二人にブラッシングをすることになり、果てはどういうわけか俺の髪形を二人がセットすることになり、そこでもまた言い争いが始まって──……と。

　とにかく大変な騒さわぎだった。またあの時みたいな展開になるのかと思い、俺は無意識のうちに身構えながら、二人の様子を窺うかがう。

「どうしたのですかお兄さん？　そ、そんな熱い視線で見つめられると、私は照れてしまいます……」

「いや、思いっきり警けい戒かいしてるって顔だけどね……」

「……へ？」

　だが想定したような状況は現れず、意味不明なことを言いながら身体からだをクネらせる菫に椛がジト目で呆あきれたような視線を向けているだけだ。

　俺は肩かた透すかしを食らったような気分で、思わず気の抜ぬけた声が出た。

　……えっと、これは、まさかケンカしにきたんじゃない……のか？

「あれ？　お兄ちゃん、なんでポカンとしてるの？」

「え？　あ、い、いや、なんでもない！」

　椛の一言で、俺は慌てて我われに返る。

　……二人がケンカしてないってだけで日常の小さな奇き跡せきに思わず感謝してしまうとか、俺、相当毒されてるな……。

「と、ところで何の用なんだ？　ずいぶんと慌あわただしかったけど」

　それはともかく、俺は気持ちを切り替えて、二人にそう訊たずねる。

　今まで二人そろってあんなに勢いよくやって来た時は十中八九がケンカだったので、そうじゃないとなると訪問の理由がわからなかった。

「あ、そ、それは……」

「うん……、まあ……」

　俺の質問に、なぜか二人は困ったような顔を見せる。

　そういったどこか煮にえ切らない反応は今まで見たことがなかったので、俺はいよいよ首を傾かしげる。

　だが、やがて二人は無言のまま顔を見合わせると、どこか仕方がないといった感じで小さく頷うなずき合ってから、また俺の方に振り向いた。……なんなんだ？

「実は、お兄さんにお願いがありまして」

「うん。明日、あたし達と一緒に駅まで行ってほしいんだ」

「駅？　なんでまた？」

　どこかへ行くのか？　と訊ねると、二人はふるふると首を振った。

「そうではなく、お出で迎むかえをするためです」

「実はね、あたし達の従姉妹いとこがこっちに引ひっ越こしてくるんだ。それで、明日駅まで迎えに行くことになって」

「従姉妹？」

「ええ、私やお兄さんと同い年の女の子です。私達の学校にも通うことになります」

「うん。だから、お兄ちゃんのことを紹しよう介かいしようと思って。その、新しい家族として」

「そういうことならもちろんＯＫだ！」

　俺は即そく答とうした。右手の親指を力強くグッと立てながら。

　……おいおい、なんだよ、そういうことか！　従姉妹がこっちに越してくるから出迎えて、そこで俺を紹介したいってわけなんだな！　新しい家族として！

　いやー、そういうことならそうと早く言ってくれればよかったのに！　うんうん、親戚なんだから、そりゃ新しい家族ができたら紹介するよな！　なにせ俺は家族の一員なんだから、そりゃ当然だよ当然！

　俺は話を聞いて、一いつ瞬しゆんでテンションがＭＡＸになった。でも、そんな素晴らしい家族あるあるイベントを聞かされたら、家族を愛する者なら誰だれだってこうなるよな!?

「それで？　俺はどうすればいい？　どんな格好で行けばいいかな？　やっぱり親戚に紹介してもらうんだから、ここは正装じゃないとダメだよな？　タキシードとか買いに行かないとダメかもしれない。いや、ここはいっそ紋もん付き袴はかまで……？」

「……どうしましょう。お兄さんが、すごく舞まい上がっておられます……」

「……ほら、お兄ちゃんは家族って単語に弱いから……」

　浮うかれる俺に、ちょっと引き気味の二人。

　小声でなにやらヒソヒソやってるが、今の俺の耳には届いちゃいなかった。

「まああれだ、なんにせよ安心してくれ。その従姉妹さんには、俺が月つき城しろ家の一員として恥はずかしくない人間だってことを気合いを入れて見せるからさ。お前らは俺のことをよろしく紹介してくれよな」

　俺はそう言って、むんっとやる気をみなぎらせる。……だが、

「むむむ……」「うー……」

　なぜか、二人はそんな俺の姿を不ふ機き嫌げんそうな顔で、椛なんて頬ほおまで膨ふくらませながら睨にらんできた。……な、なんだ？

「……お兄さん、ずいぶんと前向きじゃないですか。そんなに私達の従姉妹に会うのが楽しみなのですか？」

「そりゃ月城家の親しん戚せきってことなら、俺も一応家族の一員なわけだし、会いたいって思うのは当然じゃないか？」

「むぅ……、他意はないとわかってはいるのですが、そんなにストレートに言われるとやっぱり気が進まないですね……」

　菫はそう言って、どこか気の進まなそうな顔で「はぁ……」とため息を吐ついた。

「な、なんだよ。なにか心配事でもあるのか？　大だい丈じよう夫ぶだって。その従姉妹さんには悪い印象を持たれないように、身だしなみとかもバッチリ整えて行くからさ」

「……いえ、むしろ逆ですね。お兄さんは当日、思いっきりだらしない格好をしてください。服はしわだらけにして髪かみとかもボサボサで……、そうです！　靴くつも昨日綺き麗れいに磨みがいておいたばかりですが、ドロドロに汚よごしておきましょう！　第一印象が大切ですからね！」

「なんで!?　っていうか、いつの間にか靴が綺麗になってるなって思ってたけど、あれって菫の仕し業わざだったのか!?」

「内助の功の精神です。お兄さんが身に着ける物を綺麗に保つのは妹の務めですからね。なので安心してください。今度も同じくらいの熱心さで汚しておきます！」

「意味がわからないんですけど!?　第一印象が大切なんじゃなかったのかよ！」

「……しかし、待ってくださいよ？　だらしない格好のお兄さんを想像すると、それはそれで野性的で素敵です……！　ああ、では私はどうすればいいのですか……!?」

　なぜか急に顔を赤くして悶もだえ始めた菫。何を言ってるのかまるでわからないけど、話にならないってことだけはわかったので、俺は仕方なく椛に訊ねる。

「……なぁ、菫のやつ、どうしたんだ？」

「ちょっとした発作だから気にしないで。放置でいいから」

　……発作って。まあこうなった菫は放置するしかないってのはその通りだが。

「……でもまあ、あたしもお姉ちゃんと同じ気持ちなんだけどね」

「同じ気持ちって、どういうことだ？」

「ぶっちゃけみさ姉ねえに──あ、みさ姉って従姉妹のことね？　お兄ちゃんを紹介するのって、あんまり気が進まないんだよね」

「ええ!?」

　俺はその一言に衝しよう撃げきを受ける。

　……そ、そんな、従姉妹に紹介したくないって思うくらい、俺は二人から恥ずかしい兄だと認にん識しきされてるのか!?

　思わず泣きそうになる俺だったが、椛はなぜか照れくさそうな顔で続けて、

「実はさ、引っ越しが決まる前からみさ姉とはよくビデオチャットでお話ししてたんだよ。お姉ちゃんも入れて三人でね。で、その時にお兄ちゃんのこともよく話題に出たんだけど──……な、なんていうのかな？　ちょっと自じ慢まんしすぎちゃった、みたいな？」

「へ？」

「だ、だから、お兄ちゃんのことになるとあたしもお姉ちゃんもついテンションが上がっちゃってさ、みさ姉にはお兄ちゃんのこと、メチャクチャ素敵でカッコよすぎるお兄ちゃんだって言っちゃってるんだよね」

「えええええ!?」

　今度はさっきとは別の意味で驚きよう愕がくする俺。

「ま、まあそこはあれじゃん？　まるっきりウソってわけじゃないし、……っていうかカッコいいのは事実だし……。と、とにかく、そんな感じでお兄ちゃんのことを伝えてあるから、実際に会ったら一ひと目め惚ぼれとかされないか心配してるんだよ」

「いやいやいやいやいや！」

　椛は真ま面じ目めな顔でそんなことをのたまうが、言ってる内容はあまりにトンデモすぎて、俺はブンブンと頭を振ふる。

「一目惚れとか、どんなあり得ない心配してんだよ！」

「あり得ないことではありません！」

「うわっ!?」

　放置していた菫がいつの間にか復帰してきて、反射的に後ずさる俺。

「椛の言う通りです。私も彼女との会話の中で、お兄さんがどれだけ偉い大だいな存在かを力説してきましたから、そういう心配を持つのは当然じゃないですか」

「い、偉大な存在って……」

「お兄さんはかつて私のことを命に代えても守ると約束してくださった騎き士しであり、実際に私のためなら全世界を敵に回してもいいと、夜空に輝かがやく月に向かって高らかと誓ちかってくださったエピソードなどをお話ししました」

「完全に捏ねつ造ぞうだ────!!」

　言うまでもないけど、そんなことをした覚えはない！　菫のことは家族として、そして兄として絶対に守るべき対象だってのはその通りだが！

　俺はハァハァと息を荒あららげる。

　……前々から思ってたことだけど、この二人は俺のことを美化しすぎだろ。よく思われてるのはうれしいけど、限度ってもんがある。そこまでいくと、逆に悪意があるんじゃないかって勘かん繰ぐりたくなるぞ……！

　だがまあ、二人が気乗りしていない理由は大体わかった。

　ついつい話が広がりすぎて、その従姉妹さんの中で俺の人物像がすごいことになってるから、実際に会ったらどうなるかって心配してるわけだ。

　とはいえ、どこをどう考えれば一目惚れなんて発想に至るんだ？　逆に、聞いてた内容とのあまりの落差に絶対幻げん滅めつされるやつだろこれ……。くそ、さっきまでは楽しみだったのに、なんか会うのが怖こわくなってきたじゃないか……！

「と、とにかく、ガッカリされることはあってもその逆はないだろうから、変な心配なんてする必要はないだろ」

　自分の知らないところでハードルが上げられまくっていた事実に愕がく然ぜんとしつつも、俺はなんとか気を取り直す。

「ううん、心配事はそれだけじゃないんだよ。お兄ちゃんが一目惚れされるかもってのも心配だけど、お兄ちゃんの方がみさ姉のことを気に入っちゃう可能性もあるから、そっちの方も心配だし」

「そうですね。美み咲さきはとても可愛かわいくて、美少女という言葉がピッタリな子ですから」

「従姉妹さんって美少女なんだ」

　俺が思わずそう口にすると、その瞬しゆん間かんに二人から睨まれた。

「お、お兄さん……！」

「やっぱり……！」

「……い、いや、今のは反射的なもので、男である以上やっぱり美少女って単語にはつい反応しちゃうっていうか……！　と、とにかく、変な意味はないからな!?　お前らの従姉妹をそんな目で見ることはないから！」

　俺は必死に取とり繕つくろうが、言ってる内容自体は本心からのものだ。

　妹達の従姉妹をそんな邪よこしまな目で見ることは決してない。それは、大事な家族である菫と椛をそういう対象としては見ないと誓っているのと同じことだ。

　家族を愛する者として、そして理想の家族を追い求める者として、それは絶対にしてはいけない行こう為いだ。心からそう思ってるからこそ、俺は普ふ段だんから二人の好意を変に勘かん違ちがいしないよう必死に努力してるんだ。

「……本当に？　じゃあ、ちょっとこれを見てよ」

　しかし、依い然ぜんとして疑わしそうな顔のままの椛が、どこからか一冊の本を取り出して俺の方に広げて見せた。

　そこには一人の少女の写真があった。可愛い女の子だ。少し色素の薄うすい髪をポニーでまとめて、パッチリとしながらも優やさし気な雰ふん囲い気きの目をこちらに向けている。浮かんだ微笑ほほえみがすごく魅み力りよく的で、吸い込まれそうな魅力がある。まさに美少女って感じの子だ。

　そんな女の子がちょっとしたポーズを取りながら、カメラ目線で写っている。他のページも見ると、やっぱり同じ女の子がまた違ちがった場所で違ったポーズでいる写真があった。

　どうやらこれはこの子の写真集らしい……が、

「……これが、なに？」

　なんでいきなりこんなものを見せられているのかわからず、俺は当然首を傾かしげる。

　だが、俺は次の椛の言葉に思いっきり驚おどろくことになる。

「これ、みさ姉」

「え？」

「だから、これ、みさ姉の写真集。この前できたからって送られてきたんだよ」

「え、えええ!?　写真集って……、従姉妹いとこさんってモデルだったのか!?」

「よくわかりませんが、そういうお仕事もあると言っていました」

　俺は慌あわてて、今度は自分の手に取って写真集を再び眺ながめる。

　……個人の写真集が出るなんて、プロのモデルじゃないか……！　やっぱり可愛いし、うわ……。み、水着の写真まである。結構、いやかなり大きいし……！

　俺は、まさか二人の従姉妹がこんなハイレベルの美少女だとは思ってなかったので、驚きのあまり食い入るように写真集を見つめる。

　だが間もなく、ものすごいプレッシャーを感じて慌てて顔を上げると、菫と椛がいかにも不機嫌そうな顔でこっちを睨んでいることに気がついて、俺は即そく座ざに写真集を閉じた。

「い、いや、これは……！　そ、そう、まさかモデルさんだとは思わずに驚いたってだけで、別に見とれてなんかいないからな!?」

「お、お兄さんは見とれていたんですか……！」

「確かにみさ姉はちょー美人だけどさ……！」

　人間は慌てている時、つい余計なことを口走ってしまうものだ──なんて冷静に言ってる場合じゃなく、二人が睨みながらちょっと涙なみだ目めにまでなっていたので、俺はますます焦あせって弁解を続ける。

　だが焦っていたのは俺だけじゃなく、

「だ、ダメですお兄さん！　美咲は可愛くて心根も優しいとてもいい子ですけど、だからといって好きになってはいけません！　……そ、そう、美咲はほら、いわば別世界の人のようなものですから、お兄さんではお付き合いできませんから！」
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「そ、そうそう！　みさ姉ねえは性格いいだけじゃなくてスタイルも抜ばつ群ぐんだけど、こうやって写真集が出るくらいのプロだからね!?　お兄ちゃんが好きになってもきっと相手にされないから、勘違いしちゃダメだよ!?」

　なぜか菫と椛もワタワタしながら、いかに従姉妹さんと俺がつり合わないかを必死な様子で力説してきた。その言葉がいちいち刺ささる。

　……ぐっ、ナチュラルに胸をえぐるようなことを……！　言われなくても、こんなプロモデルの美少女と俺がつり合わないことくらいわかっとるわ！　やっぱりこの二人、本当は俺のこと大だい嫌きらいなんじゃないだろうな……!?

　大体、俺は一言もこの人とお付き合いしたいとか言ってないんだぞ？

　……まあ確かに紹しよう介かいしてもらったらお知り合いになれるなーとか、そういう淡あわい期待を一いつ瞬しゆんでも抱いだかなかったかと言われたらアレだが……。

「あ、ですがお兄さん。お兄さんと美咲はつり合っていませんが、わ、私はお兄さんのいいところをたくさん知っていますからご安心ください！　やはりお兄さんの隣となりにいるべきなのは、私のような妹ですね！」

「ちょっ、お姉ちゃん!?　ここで抜ぬけ駆がけ!?　お、お兄ちゃん、みさ姉には相手にされないかもしれないけど、お兄ちゃんがカッコいいってことはあたしがわかってるからね!?　お、お兄ちゃんを好きになる子はきっとすごく身近にいると思うよ！」

「って、なんで急に持ち上げられてんだ俺!?」

　二人のキツイ言葉に凹へこんでいたら、次の瞬間にはなぜかその二人に思いっきり褒ほめられて（？）いた。

　もしかして慰なぐさめてくれているのかもしれないけど、上げ下げの激しさに頭がクラクラしてくる。しかもなんか俺のツッコミも聞いちゃいないみたいで「こ、こんな時にアピールなんて！」とか「それはこっちの台詞せりふでしょ!?」とか、俺のことを放置して二人で言い争ってるし……。

「はぁ……、なんなんだ一体……」

　とりあえず巻き込まれたくないため、俺はギャーギャーやってる二人から距きよ離りをとる。

　ケンカを止めるのは俺の義務だが、あの様子だとまだちょっとした口論ってレベルだから、下手へたに間に入ると藪やぶ蛇へびになる可能性があるからな。

　……こんな見み極きわめなんてできるようになりたくなかったが。

「……ん」

　とその時、俺は自分がまだ写真集を手に持ったままだったことに気がつき、何気なくその表紙を眺める。

　……まさか、従姉妹さんがプロのモデルだったとは……と、改めて意外な展開に驚いていた俺だったが、ふと端はじっこの方に書かれた文章が目に入った。

「プロゲーマーＭＩＳＡＫＩ、初の公式写真集……？」

　一瞬、その意味がよくわからなかったが、間もなく俺は「はぁっ!?」と驚きよう愕がくの声を上げる。その声に反応して、言い争っていた菫と椛が驚いたように振り向いた。

「どうしたんですかお兄さん？」

「こ、これ……！　ここにプロゲーマーってある……！」

「あ、うん。みさ姉ってゲームがすっごく上手じようずで、それをお仕事にしてるんだって。ビックリするよね。あたしも最初聞いた時は驚いたし」

「そういう意味じゃないんだ！　いや、確かにプロゲーマーだってのも驚きだけど……、そうじゃなくて俺、この人知ってるんだよ！」

　そう言うと、今度は二人が「えっ!?」と目を見開いた。

　俺はさっきまでやっていたポータブルゲーム機を手に取って、急いで起動させる。

「これ、このゲームだ！　ＭＩＳＡＫＩっていったら、このファンタジック・レイダーズってゲームのトップランカーで、ゲーマーなら知らないやつはいないってくらいの有名プレイヤーだよ！」

「は、はぁ、そうなのですか？」

「へー、みさ姉ってすごかったんだね」

　俺の剣けん幕まくに、菫と椛はいまいちピンときてないといった顔だ。おそらく、二人はＭＩＳＡＫＩのすごさを本当にはわかっていないのだろう。

　俺は、今度は自分のスマホを手に取って、急いで動画配信サイトを開く。

「ＭＩＳＡＫＩが有名なのはそれだけが理由じゃないんだ。……ほら、見てくれ。ＭＩＳＡＫＩはゲームの腕うで前まえがすごいだけじゃなくて、こうやって動画を生配信してすごい視し聴ちよう者数を稼かせいでるんだよ」

　俺が開いた動画の視聴者数は、なんと二百万再生を超こえていた。ＭＩＳＡＫＩの動画は全てがこのレベルで、さすがに二人もこの数には驚いているようだ。

「お、お兄ちゃん、この動画タイトル……！」

「『美少女すぎるプロゲーマー』とありますが……!?」

「ああ、そいつはＭＩＳＡＫＩのキャッチコピーだよ」

　ＭＩＳＡＫＩが注目を浴びる第一にして最大の理由は、実はそこにある。

　文字通り、ＭＩＳＡＫＩはかなりハイレベルな美少女なのだ。ゲームの腕前がすごくてプロにまでなってそのうえ美少女となれば、人気にならないはずもない。

　もっとも、この『美少女すぎる』って呼び方は自じ称しようじゃなくスポンサーの意向ということらしいが、これほどハマってるコピーもそうそうないだろう。

　……とはいえ写真集まで出していたとは知らなかったな。なんでプロゲーマーがモデルの仕事なんてやってんだ？　まあ、ＭＩＳＡＫＩくらい可愛かわいかったら普ふ通つうにアリだろうけど、たぶんそれもスポンサーの要望によるものなんだろうな。

「いやー、しかしまさか、従姉妹さんがあのＭＩＳＡＫＩだったとはな！」

　俺は改めて、感かん慨がいを込めてそう言った。

　ＭＩＳＡＫＩの動画は俺も今まで何度も見たし、その腕前に憧あこがれてもいたから、まさかこんな形で会えるチャンスが巡めぐってくるとは思っていなかった。

　……こんな偶ぐう然ぜんあるんだな！　会えたら絶対にサインをもらおう！

「……あれ？　どうしたんだ二人とも？」

　と、そんな感じで興奮していた俺だったが、ふと気がつくと菫と椛が拗すねたような表情でこっちを見ているのに気がつく。

「むぅ……、お兄さん、ずいぶんとうれしそうじゃないですか……」

「……そんなにみさ姉に会うのが楽しみなわけ？」

「い、いや、そりゃまあ俺、一応ファンだし……」

　なぜかジト目で見られて、思わず声が小さくなる俺。

　一方で二人は、俺の返答にさらに不ふ機き嫌げんさが強まったようだった。

「い、いけませんお兄さん！　美咲がいくら魅力的な女の子だとしても、決して好きになってはいけませんよ！　そんなかなわぬ望みを抱くよりも、お兄さんはもっと身近なところに目を向けるべきです！」

「なんの話をしてるんだ!?」

「そ、そうだよ！　みさ姉はつまりアイドルみたいなものなんでしょ!?　そんなの好きになっても不幸になるだけだからね！　お兄ちゃんにはもっとお似合いの相手がいるはずなんだから、そっちを一いつ生しよう懸けん命めい探してよ！」

「だから、なんで俺は意味不明なことで怒おこられてるんだよ！」

　二人は必死にそんなことを言ってくるが、ぶっちゃけ事実無根もいいところだ。

　……確かに俺はＭＩＳＡＫＩのファンだけど、好きになるとかなんとか、話が飛ひ躍やくしすぎなんだよ二人とも……。

　その後、俺はギャーギャーと迫せまってくる二人をなんとかなだめるのに必死だったが、やがて少し落ち着いた頃ころ、二人はポツリとこんなことを言い出した。

「……そもそも、美咲はもう好きな人がいるんですから、そういう意味でも想おもいを寄せてはいけないんですよお兄さん」

「そうそう、みさ姉には心に決めた運命の人がいるんだから、お兄ちゃんは一瞬でも可能性があるなんて思っちゃダメだからね」

「だから、そんなつもりはないってば……」

　俺は呆あきれつつも、二人の話に耳を傾かたむける。

　それによると、二人が以前から従姉妹いとことビデオチャットでやり取りしていたということはさっき聞いたが、そこでお互たがいの近きん況きようもよく話していたのだそうだ。

　そこで一年ほど前に、向こうの方から好きな男の人ができたと伝えられたという。

「その人は、美咲が通う高校の同級生だったそうです。最初はどこか近寄りがたく冷たい印象を持った男の子で、美咲も遠くから見ているだけだったそうなのですが……」

「ある時にね、その男の子に助けてもらったんだって」

「助けてって？」

「その頃、みさ姉はちょっと家庭のことで悩なやみがあったんだって。今はもうすっかり解決したんだけど、その時はすごく辛つらかったみたい。でもそんな悩みを、その男子が支えてくれたって言ってたよ」

「ええ、そのことを話す美咲はとてもうれしそうでした。そのことがきっかけで、美咲はその男の子を好きになったそうです」

「うん、その優やさしさに惹ひかれたって言ってた時のみさ姉、マジで恋こいする乙女おとめって感じだったなー」

　菫と椛はうれしそうに、そしてどこか憧れているかのように話す。

　女子ってのはやっぱり恋バナが好きらしい。

　それはともかく、そんな話を俺にしてもいいのかと思ったけど、変なことにならないために必要なことだと二人は答えた。……なんだよ変なことって。

「ふうん、その男ってのはまるでヒーローだな」

　それはさておき、俺は話を聞いてそんな感想を持った。

　女の子の辛い時に現れて、それを支える男──まるでラノベとかマンガの主人公みたいだ。そんな人間が現実にもいるんだな。まるで別世界の話だ。

「そう、みさ姉にとってその男の子はヒーローなんだよ。そんなの好きになっちゃうのも当然だよね」

「ええ、その気持ちはよくわかります。私もお兄さんに──」

「だからっ！　お姉ちゃんは油断するとすぐに……！　と、とにかく、そんな感じでみさ姉ねえにはもう好きな人がいるの。しかもそれが初はつ恋こいなんだって」

　椛が慌あわてた様子で菫の口を押さえながら、そんなことを言ってきた。

　いよいよ話が王道ラブコメみたいになってきたな。現実にそんなことがあるとは。

「ふーん、それで従姉妹さんはその男とどうなったんだ？　付き合ったのか？」

　と、そこまで言ってふと違い和わ感かんに気がつく。

　……待てよ？　こっちに引ひっ越こしてくるってことは、もしそうなってたとしても離はなれ離ばなれになっちまうよな？

「ううん、それがね、みさ姉はその男の子に告白しようって思ったそうなんだけど、結局できなかったんだ」

「その男の子は、その後すぐに転校してしまったのだそうです」

　それが二カ月ほど前のお話です、と菫は続けた。

「え？　じゃあ、それは……、なんというか、寂さびしい……話だな……」

　俺は適切な言葉が見つからず、ちょっと口ごもってしまう。

「そうですね。美咲もとても寂さみしがっていました」

「でもね、みさ姉は今でもその男の子のことをずっと想い続けてるんだよ。自分にとっては運命の人だって、いつか必ず再会できると信じてるって」

　自分のことのようにうれしそうに話す椛に、俺は少し救われた感じがした。

　椛がこういう表情を見せるってことは、それを伝えた時の従姉妹さんの顔も同じような感じだったのだろう。

　……それにしても、話を聞いただけだが、その従姉妹さんはきっと強い人なんだろうなと思う。転校していった男を、いつかまた会えると信じて待つなんて、あのプロゲーマーＭＩＳＡＫＩにそんな顔があったんだなぁ……。

　俺がそんな感じで、いろんな意味で感慨にふけっていると、菫と椛は「「だから」」と声を合わせて続けた。

「そういう事情がありますので、お兄さんは決して美咲を好きになってはいけませんよ」

「まだ言ってんのかよ……」

「念のためだよ念のため。でもまあ、さっきも言った通りみさ姉の好きな人はお兄ちゃんとは全然違ちがうタイプだから、そういう意味では安心だね」

　ねーっと笑いながら顔を合わせる姉妹。

　……仲良いいな。永遠にそうであってほしいけど、悲しいことにこれが長続きしないから現実は厳しい。

　それはともかく、俺も二人の話を聞いて少し安心した気分だった。

　いくら俺がＭＩＳＡＫＩのファンとはいえ二人が言うような意味で好きになったりはしないけど、もう好きな人がいるって事前にわかってるなら変に意識しないで済むからな。

「……それにしても美咲の恋は本当に成就してほしいですね。離れ離れになった好きな人を想うその気持ち、私にもよくわかりますから……」

　……ほぅ、と息を吐はきながら顔を赤らめる菫。

「え？　菫ってそんな相手がいるのか？」

「ち、違うからね!?　これは、その……、お姉ちゃんお得意の妄もう想そうだから！　そういう恋れん愛あい系小説が大好きで、キャラになりきってるだけだから！　そうだよね!?」

「え？　あ、そ、そうです！　今のはあくまで想像のお話です！」

「……まったく、お姉ちゃんは油断するとこれなんだから……！　あ、でもお兄ちゃん、もし、もしだよ？　もしあたしが、そんな感じで好きな人がいるって言ったら、お兄ちゃんはどんな風に思う？　さ、寂しかったりする？」

「も、椛!?　あなた、人に注意しておきながら、自分はなんてことを口走っているのですか！　それこそアピールではないですか！」

「あたしはお姉ちゃんみたいにストレートに隙すきだらけじゃないからいいじゃん！」

「って、なんで気がついたら言い争いが始まってるんだよ!?」

　再びよくわからない流れで口論を始める二人。さっき仲良く顔を見合わせていた時から三分も経たってないんだが!?　カップ麺めんも真っ青さおなインスタントさだな！

　……はぁ、まあいい。今のところ、俺の方に矛ほこ先さきが向くような『ケンカ』じゃなさそうだから放っておこう。こういう時は放置に限る。

　俺はため息を吐きつつ姦かしましい姉妹を努めて無視する。

　その時ふと、自分がまだスマホを手に持ったままだったことを思い出し、俺は二人の声をバックにもう一度ＭＩＳＡＫＩの動画を開いてみる。

　それにしても、まさか二人の従姉妹があのＭＩＳＡＫＩだったとは、世間ってのはマジで狭せまいもんなんだな……と、しみじみ考えていた時だった。

「ん……？」

　ふと、俺はなにかが心に引っかかる感かん触しよくを覚えた。

　ＭＩＳＡＫＩの顔を見ていたら、一いつ瞬しゆんどこかで見たことがあるような、そんな気分に陥おちいったのだ。既き視し感かん……というには、本当に微かすかなものだったが。

　今までにもＭＩＳＡＫＩの動画は見てきたけど、こんな感覚は初めてだった。動画の中のＭＩＳＡＫＩと、さっき見た写真集のＭＩＳＡＫＩの姿が頭の中でグルグル回る。

　だが、そんな感覚はすぐになくなって、やっぱり気のせいかなと納得する俺。

　きっと今まで別世界の存在だったのが急に身近なものになったことで混乱してるんだと思う。見覚えがあると感じたのだって、たぶん勘かん違ちがいかなにかだろう。

　俺はそう考えて、間もなく頭を切きり替かえる。

　二人の従姉妹があのＭＩＳＡＫＩだったってことや好きな人がいるって話には驚おどろいたが、結局は引っ越してくる親しん戚せきを出で迎むかえるって話に変わりはない。

　だったら、俺は月城家の一員として恥はずかしくないように全力でお出迎えするだけの話で、それも最初っから変わっていないことだ。……よーし！

「やっぱ服装も大事だけど、歓かん迎げいの気持ちを表すのも大事だよな。……そうだ！　横断幕とか作って出迎えたらいいんじゃないか!?」

「「え!?」」

　俺のアイデアに、二人が言い争いをやめて振ふり返かえる。

　我われながらナイスアイデアじゃないかと思う。俺なら家族からそんなお出迎えをされたら感動で泣くし。絶対。

「い、いえ、お兄さん、さすがにそれは……」

「それだけじゃまだ足りないか？　よし、なら歓迎の歌も歌うか！」

「……お兄ちゃんの心の中には、まだ寂しさが残ってるんだね……。大だい丈じよう夫ぶだよお兄ちゃん！　あたしがついてるからね！」

　なぜか菫と椛から可哀かわい想そうな人を見るような目を向けられた気がするが、きっと気のせいに違いない。

　その後も俺は、お出迎えのアイデアについて二人と議論を深めていったわけだが──その詳しよう細さいにはついてはこれ以上は語らないでおく。

　ただ一言、俺のアイデアをことごとく没ぼつにした妹達は結構ヒドイと思いますとだけ言わせてほしい。……なにが悪かったんだ？

　なにはともあれ、そんな感じで従姉妹さんをお出迎えする前日の夜は過ぎていき、次の日の朝、俺達は予定通り駅へと向かうことになった。

　だけど、

　そこでまさかあんな偶ぐう然ぜんのイタズラに出会うことになるなんて、きっと誰だれも予想すらしていなかっただろう。




「御み堂どうくん……？」




　　　　[image: きごう]




「ってことは、葉は山やまさんがあのＭＩＳＡＫＩでもあるってことだよな。全然気づかなかったよ。学校でもそんな素そ振ぶりはなかったし」

「う、うん、みんなにはお仕事のことは秘密にしてたから……。それにオフの時の私はもともと地味で目立たなかったし……」

「そういえば葉山さん、学校ではメガネをかけてたっけ。ＭＩＳＡＫＩとはイメージが違いすぎたから、気づかなかったわけだ」

「……わ、私がメガネかけてたって、覚えてくれてたんだね……！」

「え？　そりゃもちろん。……あ、そうだ！　実はさ、俺ＭＩＳＡＫＩのファンで──」

　和わ気き藹あい々あいと話すお兄ちゃんとみさ姉の姿を、あたしは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　さっき絶ぜつ叫きようしてから後は、あんまりにも驚きが大きくて言葉が出てこなかった。

　ただただ目の前の信じられない光景を、ポカンと口を開けたまま見つめるしかできないあたし。悪い夢でも見てるんじゃないかって本気で思う。

「……はっ!?」

　けど、いつまでもそうしていられるわけもなく、あたしはやっと我に返った。

　隣となりを見ると、お姉ちゃんはまだ立ち直れてないみたいで、お兄ちゃんとみさ姉の方をぼんやり眺めていた。これがボーゼンジシツって状態なのかも。

「いや、それにしても本当に奇き遇ぐうだよね。まさか二人の従姉妹が元同級生の葉山さんで、それがあのプロゲーマーのＭＩＳＡＫＩとか、こんなことが現実にあるなんて」

「……ほんと、う、運命だよね」

　お兄ちゃんは軽い感じで笑ってる。本気で「奇遇」って程度にしか思っていないんだろう。お兄ちゃんにとっては、それが超ちよう低い確率の偶然だとしても、笑って話すくらいのことなんだ。

　でも、気づいた？　お兄ちゃんが「奇遇」って言ったのに対して、みさ姉は「運命」だって返したんだよ。

　この差は、大きい。

　お兄ちゃんはまるで気づいてないみたいだけど、それはみさ姉にとってはとても重要なことなんだ。そして、あたし達にとっても。

　みさ姉はその言葉通り、本当にお兄ちゃんとの再会を「運命」だと感じてる。

　それはなぜかって？　そんなの決まってるじゃん……！

　そこまで考えて、あたしは思わず頭を抱かかえそうになった。

　……なんで、なんでこんなことが起こるの!?　これじゃあ……！　これじゃあまるで本当に、二人が再会したのが運命みたいじゃん！

　みさ姉ねえが万が一にも、あたしの超カッコいいお兄ちゃんに一ひと目め惚ぼれとかしないよう警けい戒かいしてたのに！　それでも、みさ姉には好きな人がいるから大丈夫だよねーなんて安心してたのに……！　こんな展開あり得る!?

「……はっ!?」

　とその時、お姉ちゃんが遅おくれて、さっきのあたしと同じような感じで我に返った。

　それからお兄ちゃんとみさ姉の方を見て、無言で目を丸くする。

　これはきっと、言葉にならないって感じなんだろうな。

「……こ、これは、現実なのですか……？　い、いえいえいえ、あり得ないですよね、こんなことは……！　そう、これはきっと夢です……！　現実の私は、お兄さんの腕うでに抱いだかれながら幸せに眠ねむっているはずです……！」

「……イラッとする妄想はほどほどにしといたほうがいいよ、お姉ちゃん……。残念だけど、これは現実だから……」

　お姉ちゃんのバカな呟つぶやきに、あたしはどこか自分に言い聞かせるようにそう答える。

　するとお姉ちゃんは、何回かパクパクと口を動かしてから、

「で、では、本当に、お兄さんは美咲にとって……？」

　そこまで言って、続く言葉が出てこないといった感じで黙だまってしまった。

　でも、言わなくってもその先はわかる。だってあたしも同じことを考えてるから。

　ただ、言ってしまえばそれが現実として確定しちゃいそうだから、言えないんだろう。

　その時、あたしはふと、以前みさ姉としたビデオチャットでの会話を思い出す。




　──私、好きな人ができたんだ……。

　──悩なやんでたところを支えてくれて、いっぱい勇気をもらって……。

　──その人は転校しちゃったんだけど、私の想おもいは全然消えてないの。こういうのって重いかな？　初めての恋こいだからわからないよ……。

　──ねえ、菫と椛は、私の恋を応おう援えんしてくれる？




　本当に幸せそうにそう語ったみさ姉に、あたし達はもちろんだって返した。

　だって遠くにいる好きな人を想う気持ちは、あたし達もよくわかってたから。

　……でもそれがこんなことになるなんて、その時は思ってなかったんだよ！　当たり前じゃん！　誰がこんな偶然を予想できるってーの!?

　……でも、こうなった以上は認めないといけない。いつまでも現実から目を逸そらしてる場合じゃないと、あたしの危機感が急せかしてくる。

　つまり、

　つまりみさ姉の──

「……美咲の初はつ恋こいの人というのは、お兄さんのことだったんですね……」

　あ、先にお姉ちゃんに言われた。

　どうやらお姉ちゃんも、あたしとまったく同じことを考えていたみたいだ。

　あたし達は、無言のまま顔を見合わせる。

　言葉を交わさなくてもわかる。あたし達は同じ人を好きになった似た者姉妹だ。この神様を呪のろいたくなるような現実についても、きっと考えてることは一いつ緒しよだ。

　だから、

　あたし達はお互たがいにコクリと頷うなずいて、思いっきり息を吸い込み、




「「なんでこんな運命のイタズラが起こるの─────────────っ!!」」




　そんな、本日二度目の絶叫をするしかないのだった。

















ライバルの出現に慌あわてふためく妹達









「あらあら、本当に大きくなったわね美み咲さきちゃん。しかも、こんなに美人にまでなっちゃって。ねえあなた？」

「…………ああ。そうだな」

「ご両親はお仕事で家を空けることが多いんでしょう？　これからはここを自分の家だと思ってね。遠えん慮りよなんかしちゃダメよ。ねえあなた？」

「…………ああ。そうだな」

「あ、ありがとうございます。遥はるかさん、おじさん」

　遥さんと文ふみ彦ひこさんに笑え顔がおでお礼を言っている葉は山やまさんを見て、俺は「ハートフルな光景だなぁ……」と呟きながら、何度もうんうんと頷いていた。

　現在、俺達は家で葉山さんの歓かん迎げい会かいの真っ最中だった。

　あの後、葉山さんを連れて駅から帰宅した俺達は、待っていた遥さんと文彦さんと一緒に当初の予定通り、昼食を兼かねた歓迎会を開いていた。

　……こっちに引ひっ越こしてきた親しん戚せきの子を温かく迎むかえる家族……、イイネ！

　なんて素す晴ばらしい光景だ！　俺が思おもい描えがいていた理想の家族あるあるの一場面そのものじゃないか！

「あ、み、御み堂どうくんはいいのかな？　私が、その……、ここにいても……」

　俺が密ひそかに感動していると、隣に座っていた葉山さんが小声で話しかけてきた。恥はずかしいのか、顔が赤い。

「もちろんだろ？　文彦さんと遥さんがそう言ってるんだから、俺も当然大だい歓かん迎げいだよ」

　俺がそう答えると、葉山さんは一いつ瞬しゆん大きく目を見開いた後、

「……ありがとう、御堂くん……」

　そう言って、なぜか慌てた様子で目を逸らした。

　葉山さんはプロゲーマーＭＩＳＡＫＩだって話だけど、こうやっていざ目の前にしてみると、印象としては以前の学校での葉山さんそのままだった。今はメガネはかけてないが。

　……控ひかえめで大人おとなしい印象だけど、どこか優やさしい雰ふん囲い気きがあるというのかな。

　一言でいうなら『いい人』だ。菫すみれと椛もみじの従姉妹いとこが葉山さんみたいないい人で、俺はうれしい。まあ、月つき城しろ家の親戚なんだからいい人なのは決まってるよな。

「……ん？」

　そんなことを考えていると、ふと横合いからの視線に気がついて振ふり向むく。

「……うう、美咲ったらあんなにもうれしそうに……！」

「……あの反応、もう完全に恋する乙女おとめじゃん……！　やっぱみさ姉はお兄ちゃんのことを今でも……！」

　すると菫と椛がなにやら小声で呟きながら、怒おこってるのか困ってるのかよくわからない表情でこちらを見ていた。

　……な、なんだ？　俺、なんかマズイことでもしたか……？

「……？　どうしたの二人とも？」

　そんな二人の様子に葉山さんも気がついたらしく、不思議そうな顔で首を傾かしげながらそう訊たずねる。そうしたら二人はなぜか慌てた様子で「「な、なんでもない」」と言いながら目を逸らし、食事を再開した。……やっぱ、なんかおかしい。

「……何かあったの？　なんだか二人とも、いつもと様子が違ちがうけれど」

　そんな俺達のやり取りをキョトンとした顔で眺めていた遥さんが、料理を運びながら俺に小声で話しかけてきた。

　それは、ところかまわず姉妹喧げん嘩かを繰くり広ひろげる二人が、今日はなんだか妙みように大人しいじゃないかというニュアンスの質問だった。

　俺も遥さんも、二人はケンカしてるのがもはや通常の状態だと認にん識しきしてしまってるのが悲しいところだが、事実なので仕方ない。なのでその疑問ももっともだったが、俺自身もその辺りのことがよくわからないのだ。

「……いや、それが、葉山さんを出で迎むかえに行った時からなんだか変で……」

　俺が答えられるのは、かろうじてそれくらいしかなかった。

　……そういえばあの時、なんか二人が急に絶叫とかして驚おどろいたけど、やっぱり葉山さんが原因なのだろうか？

「これからは二人と一緒の学校に通えるんだよね。すごくうれしい。よろしくね」

「え、ええ、私もうれしいです。……うれしいんですけど」

「う、うん、同じ学校に通うとかすごく楽しみだよ。……けど問題はそこじゃなくて」

　だが親し気に二人に話しかけている葉山さんを見ていると、仲が悪いとかそういう感じはなかった。菫と椛も従姉妹の葉山さんのことを慕したってるというのは昨日の話から伝わってきてたし、今も険悪な雰囲気とかはない。

　……ただ、やっぱ様子が変なのは間ま違ちがいないよな。なんか二人とももにょもにょと歯切れも悪いし、なにかに戸と惑まどっているような……？　謎なぞだ。

「…………ああ、そういうことね」

「え？　なにがですか？」

　その時、遥さんが急に納得したような顔で頷いたので、俺は少し驚いた。

「ううん、なんでもないの。二人にとっては大変なことだろうだけど……、でも、ああ、この構図はすっごく胸がきゅんきゅんするわね……」

　だが遥さんはその質問には答えず、なぜか頬ほおに手を当てながら「はぁ……」と実に満足気なため息を漏もらした。

　そうして「がんばってね隼はや人とくん」と言い残し、キッチンの方へと去っていく遥さん。

　……な、なんだったんだ？　がんばってねと言われても、何をがんばれと？

　二人の様子がおかしいのも謎だけど、遥さんの反応も十分謎なんだが……。

「…………ところで」

　そうこうしていると、今度は文彦さんがいつも通りの厳おごそかな感じで口を開いた。

「……美咲が通っていた高校に、隼人も以前いたと聞いたが……」

「あ、はい、そうなんです。私もまさか、こんなところで御堂くんにまた会えるなんて思ってなかったから、すごくビックリしました」

「こんな偶ぐう然ぜんあるんだなーって、お互いに驚いたんですよ」

　葉山さんと俺がそう答えると、文彦さんは「……うむ」と頷いた。

「……同じクラスだったそうだな。なら、隼人がこちらに来る前の様子などもよく知っている、ということになるが……」

「よ、よく知ってるってほどじゃ、その……、ないですけど……」

　なぜか顔を赤くしてモジモジしだす葉山さん。

　だが文彦さんはそんな葉山さんに気づいた様子もなく、ビールの入ったコップを軽く傾かたむけた後、一いつ拍ぱく置いてこう続けた。

「……隼人が以前の学校でどんな感じだったのか、是ぜ非ひ聞かせてもらいたい」

「え？　御堂くんが、ですか？」

「……父親として、息子の以前の様子を知る必要があると思っただけだ。……で、教えてもらえるだろうか……？」

　そう訊ねる文彦さんに、葉山さんはちょっと驚いた様子で背筋を伸のばしながら「は、はい」と答えた。文彦さんは威い圧あつ感かんがあるから、話をしてるだけで緊きん張ちようしてしまうので、その反応は俺もよくわかる。

　……それにしても、前いた学校での俺の様子、か。

　なんかちょっと気き恥はずかしい話題だが、父親として俺のことを訊ねてくれているという姿勢は素直にうれしい。妙に前のめりに見えるのは謎だが。

「えっと、あの頃ころの御堂くんは……」

　葉山さんは一瞬俺の方をチラリと見てから、遠慮がちに続けた。

「今の御堂くんとはちょっと──……ううん、かなり違った印象だった、かな……」

「…………ほう。というと？」

「正直なことを言うと、今日こうして御堂くんと久しぶりにお話をして、少し驚いているんです。私が知ってる御堂くんとは、ずいぶん雰囲気が違ったから」

　葉山さんがそんなことを言って、文彦さんは表情こそ変えないが「続けてくれ」と興味深そうにさらに前のめりになる。

　一方で俺は葉山さんの意外な言葉に戸惑っていた。

「いや、なに言ってんだよ葉山さん。雰囲気が違うとか、俺は別になにも変わっちゃいないけど？」

「ううん、昔の御堂くんとはやっぱり違うよ。自覚がないんだね」

　葉山さんはそう言って笑う。

　……自覚がないと言われても、俺は本当に、自分が変わったなんて思ってないんだから仕方がない。葉山さんはどういうつもりなんだろう。

「特に、初めて御堂くんとお話しした時と今とじゃまるで別人みたいだよ。私の御堂くんへの第一印象は『孤こ高こうの人』って感じだったから」

「はぁ？　な、なんだよそれ」

　突とつ然ぜんそんなことを言われ、俺は面食らってしまう。

　だが葉山さんは「私だけじゃなく、たぶんみんなそう思ってたんじゃないかな？」と、どこかイタズラっぽい笑みを浮うかべた。

「あの時の御堂くんにはどこか張りつめたような雰囲気があって、周りに誰だれも寄せ付けないって感じだったかな。あ、でも刺とげ々とげしいってわけじゃなくて、話しかけたら普ふ通つうにお話もできたんだけど……。それでも一人でいる時はいつも真しん剣けんな顔で、笑顔の印象なんてほとんどなかったかな……」

　葉山さんは昔を思い出すように宙を見つめながら語る。

　文彦さんはもちろん、菫や椛、遥さんも、そんな葉山さんの言葉に集中した様子で耳を傾けていたが、俺はなんともむずがゆい気分だった。

「……昔の俺ってそんな風に思われてたの？」

「ふふ……、御堂くん、自分のことなのに」

　そうは言われても、他人から見た自分の印象なんてわかるはずもないから、今いま更さらながらにそういう風に見られていたことになんとも居い心ごこ地ちが悪い感じがする。

　とはいえ、まるで自覚がないってわけでもなかった。思い至ることも少しはある。

　月城家に来る前の俺は、あのバカ親父おやじとの二人暮らしだった。

　親子の愛情なんて欠片かけらもない生活に辟へき易えきとしていた頃は、確かに世界が灰色に見えていたし、笑ったりすることもあんまりなかったかもしれない。

　だけどそういうことを誰かに話したことはなかったし、もちろん学校でそういった事情を表に出すようなこともなかった──……はずなんだが。

　……知らないうちにそういった態度が漏れてしまってたのかもしれないな。

　とはいえ、やっぱり俺は昔と今とで自分が変わったとは思ってないけどな。

　うん、今も昔も俺は『理想の家族』を追い求めてる者だ。

「とにかく、御堂くんはなんだか普通の男子とは違った雰囲気のある人だったんです。中にはそれがクールでカッコいいっていう子もいて──って、わ、私がじゃないですよ!?　そういうことを言う女子もいたってだけで……！」

「ま、マジで……？　一体誰が──」

「……お兄さん？　ずいぶんとうれしそうですね？」

「……鼻の下が伸びてるよ、お兄ちゃん」

　笑みを浮かべてはいるが、どこか冷たい響ひびきのある菫と椛の声が聞こえてきて、俺は慌あわてて口をつぐんだ。

「……なるほど。それから……？」

　文彦さんがさらに話を促うながす。

「えっと……、そういう感じで、御堂くんはどこか冷めた人って思われてたんです。あ、もちろんそれだけじゃなくて、時には困ってる人に手を差し伸べて支えてくれるっていう一面もあったんですけど……！　それでも、主な印象としてはやっぱりどこか他人との間に壁かべがあって、近寄りがたい人だなって感じで……」

　葉山さんは慎しん重ちように言葉を選んでいるような感じで続ける。

　それだけを聞くと、俺がまるで人付き合いの苦手なぼっちのように聞こえるかもしれないが、葉山さんの言い方からはそういったマイナスの雰ふん囲い気きは感じられなかった。

　むしろ昔を懐なつかしんでいるかのような、楽しい思い出話をしているかのような気配があったが、それはそれで言ってる内容とは一いつ致ちしてないように思えて、俺は少しだけ奇き妙みような印象を受けた。

「だから、今日こうやって御堂くんと再会したときはビックリしたんです。以前の御堂くんとは全然違うって。張りつめたような雰囲気がなくなってて、逆に明るくて和なごやかな感じがして……」

　そこまで言って、葉山さんは急に俺の方に振ふり向むいた。

「ずっと訊きこうと思ってたけど、御堂くん、何かあったの？」

「何かって言われても、俺自身は自分が変わったって自覚はないからなぁ……」

「……やっぱり、菫と椛のおかげ……？」

「…………まあ、そうかな」

　真っ直すぐな瞳ひとみでそう訊ねられて、俺は思わずそう答えていた。

　さっきも言った通り、俺は自分という人間が以前から変わったとは思っちゃいない。

　だけど葉山さんがそう思うのなら、その原因は妹達──ひいては『家族』の存在以外ないと思う。月城家に受け入れてもらえたという幸せが、葉山さんの俺への印象を変えたのだろう。自分ではわからないが。

「……そっか」

　俺の答えに、葉山さんは笑え顔がおで応こたえた。

　だけど、その笑みが一いつ瞬しゆん寂さびしそうに見えたのは俺の気のせいだろうか……？

　俺はなんだか急に落ち着かない気分になって、菫と椛の方を振り返った。

「いやー、しかし、葉山さんの話だと以前の俺はまるで別人だよな」

　そうして、笑い話だって感じで話を振ったのだが、

「むむむむ……！」

「うぐぐぐ……！」

「……なんで二人とも、そんな顔してんの……？」

　なぜか二人は悔くやしそうな顔をしながら唸うなっていた。

「……くっ、私達が知らないお兄さんの姿を知っているなんて……！　なんという羨うらやましさでしょうか……！」

「まったくだよ……！　ああもう、みさ姉ねえはズルイ……！　あたしもクールでカッコいいお兄ちゃんが見たかったのに……！」

「なにバカなこと言ってんだお前ら……」

　そしてそんな意味不明なことを歯ぎしりしながら言ってきたので、俺は呆あきれる。

「バカなことではありません！　見たことのないお兄さんの一面なんて、そんなの見たいに決まっているではありませんか！　……も、もちろん妹としてです！　家族の一員として、お兄さんのまた違ちがった顔を知るというのは重要なことですから！」

「その通り！　妹はお兄ちゃんの全てを知り尽つくさないといけないの！　だからお兄ちゃん、ちょっと今ここで昔のクールモードになって見せてよ！」

「んなことできるわけないだろ!?」

　早く早くとせがむ妹達に、俺は真顔でツッコむ。

　……無茶苦茶なこと言いやがる！　なんだよクールモードって！　そんなの無理だし、ほとんど晒さらし者ものじゃねーか！

「…………俺も見てみたいが」

「ふふふ、私も」

「二人とも!?　勘かん弁べんしてくださいよ！」

　さらに文彦さんと遥さんまで乗っかってきたので、俺は泣きそうになる。

　いくら家族からねだられたって無理なものは無理だって！

「……慌ててる御堂くんって新しん鮮せん……。ツッコみキャラだったんだね……」

「誰のせいでこんなことになってると思ってるんですかねぇ……」

　それを見ていた葉山さんが感心したように呟つぶやいたが、俺が恨うらみがましい目で見ると慌てて「ご、ごめんなさい」と俯うつむいた。

　……いやまあ、本気で責めてるわけじゃないんだけどね？　葉山さんが悪意を持ってるわけもなく、誰も悪いわけじゃないが俺だけが損してるって構図だ。悲しい。

「…………それで、他に何か隼人のエピソードなどはないか」

「そうね、特に女子の間での隼人くんの噂うわさなんかあったら、是ぜ非ひ聞きたいわ」

「ちょ、ちょっとちょっと!?」

　そんな感じで頭を抱かかえていたら、文彦さんと遥さんがさらに話を続けようとしてきたので、俺は大いに慌てる。

「も、もういいでしょうその話は!?　……なあ、お前らもこれ以上は俺の昔話とか聞きたくないよな!?」

　そして焦あせって菫と椛を振り返るが、

「……た、確かに、これ以上私達の知らないお兄さんのお話を美咲から聞かされると、嫉しつ妬とと羨ましさでどうにかなってしまいそうですが……！」

「それでも興味には勝てないんだよ！　で？　で!?　みさ姉、他にはお兄ちゃんの話はないの!?」

「おおい!?」

　さっきまで悔しがってたくせに、今度は思いっきり前のめりになってきやがった！

　……くそ、期待してなかったとはいえ……！

「な、なあ葉山さん、そろそろ話題を変えないか？　……えっと、ほら、これからのこっちでの生活についてとか……」

「え、でも、みんな御堂くんのこと聞きたがってるから……。よかったね、こんなにも興味を持ってもらえて」

　そう言って葉山さんはニッコリと優やさしい笑みを浮かべた。

　確かに家族から興味を持ってもらえることはうれしいし、葉山さんの言う通りそれはよかったといえることなんだが──

　……それでも俺の結構必死の懇こん願がんを笑顔でスルーするとは、もしかして葉山さんって結構天然なところがあるのかもしれない……。

　なにはともあれ、そんなこんなで俺の昔話はその後も続くことになった。

　葉山さんの視点で語られる今とは違う俺の姿に、家族は興きよう味み津しん々しんといった感じで聞き入る。

「……興味深い。もっと詳くわしく」

「ふふ、クールな隼人くん、私も見たかったわ」

「……くっ、私達の知らないお兄さんの姿を聞かされるなんて屈くつ辱じよくです……！　ですが、ああ！　聞かずにはいられないのがさらに辛つらいところです……！」

「今は耐たえる時だよお姉ちゃん……！　この悔しさは、ちょい悪クールでカッコいいお兄ちゃんを想像してしのぐしかないんだよ……！」

「なに言ってるんだお前らは……」

　一方で俺はというと、自分のことなのにやっぱり実感がなく、他人にはそういう風な目で見られてたのかと苦く笑しようしながら見守るしかなかった。

　やがてそういった話も終わり、少し場も落ち着いたところで、みんな食事に集中することになった。

　俺はやれやれとため息を吐つきつつ、ツッコみ疲つかれた空腹を満たそうと箸はしを取る。

「……っと」

　だがその時、目玉焼きを前にして動きを止める。

　月城家では、目玉焼きに関してはそれぞれが自分で好きな調味料をかけるのだと、さっき遥さんが言っていたことを思い出したからだ。

　……えっと、アレはどこに……？

「あ、お兄さん、目玉焼きにかけるものをお探しですか？　わかっております。どうぞこれをお使いください」

　その時、そんな俺に気がついた菫がある物を差し出す。

　……これは、醤しよう油ゆか。

「違うよお姉ちゃん、お兄ちゃんが欲しいものはこれ。はいどうぞ、あたしはちゃんとお兄ちゃんの好みをわかってるからね」

　さらに椛も同じように、何かを手て渡わたしてきた。

　……こいつは、ケチャップ？

「む……、何を言ってるのですか椛。お兄さんはそのようなものはお使いになりません。目玉焼きにはお醤油と決まっているのに、やはりあなたは味覚に難があるようですね」

「お姉ちゃんが味覚について語る!?　っていうか、醤油はないでしょ醤油は……。目玉焼きといえばケチャップ一択たくだよ。ケチャップの美味おいしさがわからないなんて、やっぱりお姉ちゃんは『バカ舌』だね」

「バ……っ!?　『残念舌』のあなたには言われたくありませんね……！」

　……って、気がついたらまた険悪なムードになってるじゃないか……！

　醤油だと主張する菫に、ケチャップ以外あり得ないと反論する椛。言い争いはあっという間にヒートアップしていったかと思うと、間もなく二人は同時に俺の方に振り返り、

「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）どっちを選ぶの!?」」

　と、もうすっかりお馴な染じみとなった台詞せりふと共に俺に迫せまってきた。

　……は、速い。あっという間すぎる。ここまで止めに入る隙すきもなかった……。

　俺はその一連の流れのスムーズさに戦せん慄りつを禁じ得ないが、そんなこと言ってる場合なはずもなく、もちろん二人のケンカを止めないといけなかった。

　……というか、そもそもだな。

「い、いや、俺がほしいのはどっちでもなく──」

　俺は二人をなだめつつ、言葉を続けようとしたのだが、

「あ、御堂くんがほしいのはこれじゃないかな……？」

　その時、葉山さんが遠えん慮りよがちに口を開きながら、横合いから差し出してきたものがあった。それは、まさに俺が探していたものだ。

「それは……、ソースですか……？」

「いやいやみさ姉、さすがにソースはないでしょ──」

「あ、それだ」

「「えええええ!?」」

　俺の言葉に驚きよう愕がくする姉妹。それはあり得ないだろって視線を向けてくる。

　い、いいだろ別に。目玉焼きにソースは合うんだよ！　お前らだって醤油だのケチャップだのと言ってんだから似たようなもんだろ!?

　……って、今はそんなことよりも……。

「よくわかったね。俺がソースを探してるって」

　俺は驚おどろきながら葉山さんにそう訊たずねる。自分で言うのもなんだが、目玉焼きにソースってのは一いつ般ぱん的じゃないのに、なんでわかったのか不思議だ。

「あ、うん。前の学校の食堂で、御堂くんがそうやってるのを見たことがあるから……」

「あ、なるほど」

　だが恥はずかしそうに笑って答える葉山さんに、俺は即そく座ざに納得した。

　……そうか、言われてみれば確かに、学食で目玉焼きを食べる時にもソースをかけてたわ俺。あれを見られてたわけか。

　わかってみれば他愛のない話で、俺はちょっと笑ってしまった。

　なにはともあれ、これで姉妹喧げん嘩かの理由もなくなったわけで一件落着──

「……ど、どうしたんだ？」

　……と思っていたが、二人の様子がなんだかおかしい。

「…………な、な……っ！」

「…………っ！」

　二人とも、大きく目を見開いて呆ぼう然ぜんとしている。

　……いや、これは呆然というより絶句してるのか……？

　なんかよくわからないけど、強いショックを受けている様子だった。とはいえ、なんでそうなってるのかはまるでわからない。……もしかして、二人の中では目玉焼きにソースってのはそこまで「ない」ものだったのだろうか？　ソース、美味うまいのに……。

「あらあら、美咲ちゃんはそんな細かいところまで知ってるのね。よっぽどよく隼人くんのことを見ていたのね。可愛かわいいわ」

　その時、遥さんが実に楽しそうにそんなことを言った。

　すると菫と椛はそれに反応するかのように、ビクッと身体からだを震ふるわせる。

「え!?　あのその、それは、その……！」

　一方で葉山さんは、顔を真っ赤かにしてあたふたしていた。

「はぁ……、そんなのたまたま見てただけでしょ。遥さん、あんまりからかわないでください」

「ふふふ、ごめんなさいね」

　俺はため息交じりに遥さんに言う。

　遥さんがああいう言い方をする時は冗じよう談だんなんだって最近わかってきたのだ。

　……なんか、こういう理解が進むのも家族っぽくていいよな？　って、言ってる場合じゃないけど。

「葉山さんも真に受けないでね。ソース、ありがとう」

「あ、う、うん。……どういたしまして」

　俺がお礼を言うと、葉山さんはまだ少し顔を赤くしたまま、はにかむような笑えみを浮うかべた。もともと葉山さんが美少女だということもあって、その笑顔に俺は一いつ瞬しゆんドキリとしてしまうが、すぐに気持ちを切きり替かえる。

　まあなんにせよ、よかったと思う。いろいろよかった。

　妹達の従姉妹いとこが、俺も知ってる葉山さんだったことですぐに打ち解けることができた。

　実は見も知らぬ男が月城家にいるってことで嫌きらわれるかもしれないと心配してたんだけど、それも杞き憂ゆうだったことで俺は心底安心していた。これで月城家の一員として『親しん戚せき』との付き合いも上手うまくできそうだ。それがなによりよかった。

　ただ、一つだけ懸け念ねん──というかよくわからないことがある。

「…………」

「………………」

「ほらあなた達、いつまでもボーッとしてないで早く食べなさい。……まあ、気持ちはわかるけどね」

　それはもちろん、さっきからずっと固まったままの妹達だ。

　ケンカが止まったのはよかったんだけど、本当に二人ともどうしたんだろう？

「菫？　椛？　どうしたの？」

「い、いえ、なんでも、ありません……」

「う、うん、なんでもないよ……」

　不思議そうな顔で首を傾かしげる葉山さんに、二人はかろうじてといった感じで反応する。

　結局その日は、菫も椛もずっとそんな調子のままだった。

　葉山さんの歓かん迎げい会かい──従姉妹を迎むかえるという重大イベントはこうやってつつがなく終しゆう了りようしたわけだが、俺はそんな二人のいつもと違ちがった様子だけが気き掛がかりだった。

　……なにか変なことにならなきゃいいけど……。
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「葉山美咲といいます。これからよろしくお願いします」

　そう言って教きよう壇だんの横に立って頭を下げる美咲に、教室の中から拍はく手しゆが沸わき起こります。

　美咲がこちらにやって来た次の日、予定通り転校してきた美咲は、私達のクラスへと編入されることになりました。お仕事のことを秘密にするため、今は昨日とは違い髪かみ形がたも地味な三つ編みにし、メガネもかけています。

　美咲と同じクラスになれてうれしい──という気持ちはもちろんあります。

　ですが、今の私にはそれを喜んでいられる心の余よ裕ゆうはありませんでした。

　昨日の出来事を振ふり返かえるたびに、私の頭の中にはある単語が浮かんでくるのです。

　恋こい敵がたき。

　最初は大だい丈じよう夫ぶだと思っていました。美咲にはすでに心に決めた人がいますし、いくらお兄さんが世界で一番カッコいい男性だとはいえ、まさか惹ひかれるなんてことはあり得ないだろうと安心していました。

　ですがそんな安心を、文字通り吹ふき飛ばすようなことが起こってしまったのです。

　……まさか二人が知り合いだったなんて……！　同じ学校のクラスメートだなんて、そんな運命のいたずらがありますか!?

　それでも、まさかの上にまさかが重なるなんて思いたくありませんでした。

　美咲の想おもい人びとがお兄さんだなんて、最初の反応からもしかしてとは思っていましたが、そこまでの偶ぐう然ぜんが起こるなんて考えられませんでした。

　しかし現実は残ざん酷こくでした。

　美咲のお兄さんへの態度。ずっとお兄さんのことを見てこなかったらわかるはずもない情報。そこに至って私は──いえ、私達は確信したんです。

　美咲の『運命の人』とはお兄さんのことだと。

　そして、であるならば美咲は間ま違ちがいなく恋敵であり『強敵』である、と。

　……もはや目を逸そらしている場合ではありません。お兄さんを愛する者として、この緊きん急きゆう事態をなんとかしないといけません！

　ですが……、ああ、私は一体どうすればいいのでしょうか!?




「ほう、葉山さんは御堂くんと同じ学校に通っていたのか。それはまさに運命だな」

　休み時間。

　委員長の穂ほ上がみさんがやってきて、美咲とお兄さんに話しかけています。

　私はその「運命」という単語にギクリと身体を強こわ張ばらせました。

　いつも大げさな表現をする穂上さんのことですから深い意味はないのでしょうけど、今この状じよう況きようにおいてその言葉は私の心を揺ゆらします。

「さすがは魔ま界かいのプリンス御堂くんだ。菫姫ひめや椛姫だけに飽あき足たらず、葉山さんのような存在まで呼び寄せてしまうとはな。私はまだまだきみの実力を見誤っていたようだ。これからは欲よく望ぼうの覇は王おう御堂くんと呼ばせてくれ」

「ま、魔界？　覇王？」

「あー、葉山さん、穂上さんの言うことは気にしないでくれ。こういう人なんだよ。委員長としてはすごくいい人だから……」

「む？　気に入らないのか？　遠慮した表現だったのがよくなかっただろうか？　パッと思いついたのは混こん沌とんと欲望のハーレム王というものなんだが、あからさますぎるかなと思って避さけたのだ。そっちの方がお好みならそう呼ばせていただくぞ」

「覇王でお願いできますかね!?」

　和わ気き藹あい々あい（？）とお話ししているお兄さん達を黙だまって見つめる私。その話の輪の中に入って行く気にはなれませんでした。

　というのも、正直なところ、私はまだ恋敵と認識した美咲にどう接すればいいのかわからないでいるからです。お兄さんのことは決して譲ゆずれませんが、かといって美咲が大切な従姉妹であることには変わりません。

「前々から思っていたが、もしかして御堂くんは私の呼こ称しようが気に入らないのか？　中二病心をくすぐる絶ぜつ妙みようなネーミングをわざわざ考えているというのに」

「中二病はともかく絶妙では絶対ないからな!?　あんな呼び方されてうれしい人間がいるはずないだろ普ふ通つう……」

「バカな、私なら泣いて喜ぶところだぞ？」

「そりゃあんたはそうかもしれませんけどねぇ!?」

「……うふ、あははは……。御堂くんってやっぱり変わったね。とっても明るくなった。前の学校では御堂くんのこんな姿は見られなかったし」
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「委員長に振り回されてるだけだ。勘かん弁べんしてほしいよまったく……」

「ほう、葉山さんは御堂くんと以前から仲が良かったのだな」

「え？　あ、そ、そんなことはなくて、ただクラスメートだから、お話しする機会もちょこちょこあっただけで……」

「いやいや、御堂くんのことをよく見てないと、変わったなんて言葉は出てくるまい。そんな人と転校先で再会するとは、やはり運命だな」

「そ、そうかな……。あの、御堂くんはどう思う……？」

「ま、まあすごい偶然だとは思うけど」

　……っ！

　そんな会話が耳に届いた時、私は気がついたら自分の席から立ち上がっていました。

「え、ええ、確かに『偶然』ですね！　『運命』などではなく！」

　そうして、お兄さんと美咲の間に割り込む私。

　二人が仲なか睦むつまじそうに笑い合っている光景を見ていると、いてもたってもいられなくなったのです。

　お兄さんも美咲も一いつ瞬しゆん驚おどろいた様子でしたが、その後は私も交えてまた普通の会話に戻もどっていきました。

　傍はたから見るとただ単に仲良く談笑を楽しんでいるように見えたかもしれませんし、おそらくお兄さんも美咲も穂上さんもそう思っていたでしょう。

　ですが私は、ただひたすらお兄さんと美咲がまたさっきのようないい雰ふん囲い気きになるのを阻そ止しするのに必死でした。

　この先、美咲がお兄さんにどんなアプローチをしてくるかわかりません。

　もしかしたら何もすることなく、ただ憧あこがれを胸に秘め続けるだけなのかもしれません。

　どうなるのかわからず、そしてどうすればいいのかわからず、とにかく私は少しでも二人が接近するのを防ぐくらいしかないのでした。




「うん、今は結局そうするしかないと思う」

　その夜、私は椛を部屋に呼んで今後のことについて話し合うことにしました。

　教室でのことを話すと、椛は難しい顔をしながらもそう言って頷うなずきました。

　椛もまた私と同じように、美咲を『強敵』として認にん識しきしているのでした。

「みさ姉ねえがこれからどういう風に出てくるかわからないけど、お兄ちゃんのことが好きなのはもう間違いないから、とにかく警けい戒かいするしかないよ」

「……そうですね。今の段階でこちらからなにかできることもありませんし……」

「……そうだね。下手へたなことしたら、最悪の場合、今はみさ姉の気持ちに気づいてないお兄ちゃんに、みさ姉を意識させちゃうことになるかもしれないしね……」

「あ……」

「どうしたのお姉ちゃん？」

「い、いえ、美咲を意識しているお兄さんの姿を想像したら、急にめまいがして……」

「ちょ……っ、怖こわいこと言わないでよね！」

　私だってそんな恐おそろしい事態を、仮定の話としても口に出すことさえしたくはありませんよ！　ですが、想像せずにはいられないから困るんじゃないですか！

　美咲のお兄さんへの気持ちは本物です。それはかつて美咲の口から聞いた運命の人への強い想いからもわかります。

　あの時は、美咲もそんな恋こいをしてるんですねと応おう援えんする気持ちだったのですが、まさかその対象がお兄さんだったなんて……！　何度考えても神様に恨うらみ言ごとが言いたくなってきます！

「とにかく、今は下手に動かない。でも、みさ姉とお兄ちゃんがいい感じになりそうになったら全力で阻止する。これでいい？」

「そうですね、それしかないでしょう。ただ問題なのは、その阻止するやり方ですが」

　今日みたいに割り込むばかりでは、やはり不自然になります。お兄さんからも変な目で見られてしまうでしょう。それは避けなければいけません。

「やはり、美咲と二人きりにさせないことが重要ではないでしょうか。もっと言うなら、お兄さんの時間を私達と一いつ緒しよにいることに費やしていただくことができれば、自然とそうなりますよね」

「それはそうだけど、具体的にはどうするの？」

　椛にそう問われて、私は頷きます。実は一つだけ、前々から考えていたことがあるのです。今こそ実行に移すべき時かもしれません。

「お、お兄さんに生徒会に入っていただくというのはどうでしょう？　そうすれば生徒会の仕事で自然と時間を費やしますし、美咲とも離はなれることになりますよね？」

　口にして、我われながら名案ではないでしょうかと思う私。

　お兄さんが生徒会の一員となれば、放課後の時間は美咲と一緒に過ごすことはなくなるでしょう。……そ、それになにより、生徒会には会長として私がいます。私の目の届くところにお兄さんを置いておけますから、心配がなくなります。

　それにそれに、この案の最大の魅み力りよくは、お兄さんが生徒会に入ることによって私と一緒に過ごす時間が増えるということです！

　私とお兄さん以外誰だれもいない生徒会室──

　ふと、お兄さんが私を見つめているのに気がつきます。「な、なんですかお兄さん？」「いや、ただ菫のことが気になってさ」「え？　な、何をおっしゃるんですか」「……なあ、今ここには俺と菫の二人きりだよな？」「そ、そんないけません！　でも、お兄さんがどうしてもとおっしゃるなら私は……！」と、こんな感じで!?

　す、素す敵てきな展開も、その、ついでに!?　期待できるかもしれませんし!?

「ど、どうですか椛!?　非の打ちどころのないアイデアではないですか!?」

　私は自分の妄もう想そうに興奮しながらそうまくしたてます。……が、

「……お姉ちゃん、それってこの機会に自分のいる生徒会にお兄ちゃんを入れたいだけなんじゃないの……？」

　さすが私の妹で、同じくお兄さんのことが大好きな椛。

　すぐに私の考えを見破ってしまいます。

「い、いえいえいえ!?　そそそそんなことはありませんよ!?」

「……そう？　じゃあさ、もしお兄ちゃんとみさ姉が一緒に過ごす時間をなくそうっていうんならさ、別に生徒会じゃなくてもいいよね？　た、たとえばお兄ちゃんに水泳部に入ってもらうとか……！」

「待ちなさい」

　ポッと顔を赤らめてそう言う椛の肩かたを、私はガシリと掴つかみます。

「それこそ、あなたがお兄さんと一緒にいたいだけでは……？」

「そ、そんなことないよ？　お兄ちゃんが目に見える場所にいたら安心じゃん？　実は前々からお兄ちゃんを水泳部に誘さそおうと思ってたから、ちょうどいいかなーなんて」

「完全にあなたの都合優先じゃないですか！　そもそも、あなたのいるのは女子水泳部でしょう!?　お兄さんは入部できません！」

「ま、マネージャーとして入ってもらえばいいんだよ！　お兄ちゃんにいろいろお世話してもらえたら、絶対記録も伸のびると思うし！」

　……な、なんてことを考えるんですかこの子は！　ただ単にこの機会を利用してお兄さんの傍そばにいたいだけじゃないですか！

　私がそう言うと、椛もキッと私を睨にらんで「それはお姉ちゃんも同じじゃん！」と図星をついてきました。

　私達は「むむむ……！」「ぐぐぐ……！」と睨み合います。そうして緊きん張ちよう感かんが最高にまで高まると、どちらからともなく部屋を飛び出しました。

　もちろん、こんな時に向かう場所は一つしかありません。

「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）生徒会か水泳部か、どっちがいい!?」」

「いきなりなんの話だ!?」

　お兄さんの部屋に飛び込んだ私達は、それぞれ自分の考えの方がいいと言って譲りませんでした。

　そうして、当初の目的もすっかり忘れてしまった言い争いは延々と続き、

「ああもう、なんかいつもより激しいし……！　このケンカを止めるには、やっぱ『真の家族』になるしかないのか……！」

　頭を抱かかえるお兄さんのそんな声も、喧けん騒そうの中でかき消されていくのでした。

「生徒会です！」

「水泳部！」

「お前らいい加減にしろ────────っ!!」








従姉妹いとこの部屋でもいつも通りな妹達









「いやー、やっぱ壮そう観かんだよなー」

　俺は、目の前にそびえ立つタワーマンションを見上げながらそう言った。

　とある休日の昼下がりのこと。

　俺は菫すみれと椛もみじと一緒に、ここ『グランハイツ星ヶ原』にやって来ていた。葉は山やまさんからお誘いを受けたからだ。

　俺は昨日学校で、葉山さんからこう言い出されたことを思い出す。




「あ、あの、明日うちに遊びに来ない？」

「うちって、葉山さんの？」

　どこか緊きん張ちようした様子でそんなことを言ってきた葉山さんに、俺は首を傾かしげる。

　別におかしなことを言われたってわけじゃないが、いきなりだったんでちょっと驚おどろいたのだ。一緒に聞いていた菫と椛もハッと息を吞のんだのがわかった。

「う、うん、この前の歓かん迎げい会かいのお返しってわけじゃないけど、その……、私がどんなところで暮らしてるか菫と椛に見せたいし。それに、み、御み堂どうくんも家族の一員だっていうから、し、親しん戚せきとしてお誘いを……」

「親戚としてって言うんなら断る理由はないな！」

　俺はその一言を聞いた瞬しゆん間かん、即そく答とうした。

　……家族の一員だから親戚として……、なんていい響ひびきだ……！　思わず火山が爆ばく発はつして噴ふん石せきが降り注ぐ光景を想像するくらいテンションが上がっちまったぜ……！

「え？　あ、あの、いいの？」

「よくない理由なんか何もないだろ？　菫も椛も、もちろんＯＫだよな！」

　俺は意い気き揚よう々ようと二人の方へ振ふり向むく。

　すると二人はなぜか難しい顔をしながら「く、お兄さんを家に誘うとか、仕し掛かけてきましたね……！」とか「なかなか上手うまい建前じゃん……！」などとわけのわからないことを呟つぶやいていた。

　……なんか二人とも、この前からちょっと様子がおかしいんだよな……。

「……はぁ、よかった」

　一方で、葉山さんはホッと胸をなで下ろしていた。もしかして、断られるかもしれないとか考えていたのだろうか？　そんなのあり得ないのにな。

「別に緊張なんてしなくていいのに。俺なんて親戚から誘われたら、火山の中にだって喜んで飛び込むしな！」

「か、火山？　よくわからないけど……、でも緊張してたのは、初めて誰かを家に遊びに誘ったからっていうのが大きいかな……」

　苦く笑しようしながらそう言う葉山さんに、俺はキョトンとしてしまう。

「初めてって、友達を家に招いたことが今まで一度もないってこと？」

「少なくとも、あのお仕事を始めてからは、うん……」

　それを聞いて、俺は今いま更さらながらに葉山さんがプロゲーマーＭＩＳＡＫＩだったってことを思い出し、ハッとしてしまった。

「お仕事のことは秘密にしてるから。家に誘ったらバレちゃうからね」

　葉山さんはそう言って笑っているが、その笑え顔がおにどこか寂さびしそうな色合いが浮うかんでいるように俺には見えた。

「でも菫も椛も、それから御堂くんも、もう私の仕事のことは知ってるから、だから家に誘えるなって。ドキドキしたけど、ＯＫしてもらえてよかった」

　それでも心からうれしそうな葉山さんを見ていると、俺はなんだか無性に葉山さんの力になってあげたい気分になった。

「……なるほど、じゃあ明日は全力で遊ぼうぜ！　もちろんゲームするんだろ？　俺もゲームに関しちゃ自信があるから、覚かく悟ごしててくれよ！」

「うん、楽しみにしてるよ」

　今度の笑顔にはさっきみたいな寂しそうな気配はなくて、それがうれしかった。

　……よし、そういうことなら明日は大いに盛り上がらないとな！

　俺はそんな感じで『親戚』の家に誘われたこと、プロゲーマーＭＩＳＡＫＩと一緒にゲームができることなど、いろいろな点でやる気をみなぎらせていた。

　……だが一方で、

「むむむ……！　あんなにも自然な流れでお兄さんをお家うちに誘うなんて……！　美み咲さきがこんな積極的な子だとは思いませんでした……！」

「上手いし大だい胆たんだよね……！　あたし達が知ってるみさ姉ねえだと思ってるとマズイよ……！　ここは気を引ひき締しめないと……！」

「お前らはさっきから何をブツブツと……」

　菫と椛はやっぱりおかしな様子で、二人して何やら小声で話し合っていた。

　普ふ段だんから困った二人だが、今はいつもとは別のベクトルで不気味だ。

「なんだよ、お前らは葉山さんの家に行きたくないのか？」

「そ、そういうわけではありません。美咲の新しい家に行くのは私も楽しみですが、今はそれどころではないといいますか……！」

「も、もちろんあたし達も行くよ。絶対行く。お兄ちゃんとみさ姉を二人きりになんてさせられるわけないじゃん。何か間ま違ちがいでも起こったら……！」

「何の心配してんだよ!?」

　妹達から全然信用されてない事実に思わず泣きそうになる俺だったが、一方で葉山さんはそんな俺達のやり取りを微笑ほほえみながら無言で眺ながめていた。

　まあなにはともあれ、

　俺達はそういった経けい緯いで、葉山さんの新居にお邪じや魔ますることになったのだった。




「さてと、じゃあ行くか。何階だっけ？　葉山さんの家は──」

　俺はタワマンを眺めるのをやめて、菫と椛の方を振り返った。

　そろそろ約束の時間だからエントランスに向かおうと思った──……のだが、

「……や、やはりお兄さんを美咲の家に入らせるのは危険ではないですか？　なんとしてでも阻そ止しすべきだったのでは……」

「……そんなのもう今更じゃん……！　それに阻止するって言っても理由もないし、どうすることもできないでしょ……！」

「……そ、それはそうですが。あの控ひかえめで大人おとなしい美咲がこんな積極的な行動をとってくるなんて、嫌いやな予感しかしません……！」

「……あたしもそれについては同感だけどさ……。でもやっぱりお兄ちゃんだけ行かせないなんて不可能だし……！　あ、でもお兄ちゃんに水泳部に入ってもらえたら、自主練って理由があるから無理って言えるかも……」

「……どさくさにまぎれてまたあなたは……！　それなら生徒会に入っていただいても同じようにできます……！」

「……休日は生徒会も休みでしょうが！　お姉ちゃんの方こそ、自分がお兄ちゃんと一いつ緒しよにいたいからって……！」

「きゅ、休日出勤すればいいんです！　生徒会長の権限で、仕事なんていくらでも増やせます！」

「ブラック生徒会じゃん！」

「待て待て待て！　なんでこんなところでケンカを始めてんだお前らは！」

　なにやら小声で言い争っていたかと思ったら、急にヒートアップしてケンカを始めた二人に、俺は慌あわてて止めに入る。

　二人がケンカを始めるのはもはや日常ではあるが、最近はそれもどこかおかしい。

　二人でなにかヒソヒソやってたかと思ったら、いきなりこうやって燃え上がるようにケンカが始まるのだ。しかもその様子が今までよりも激しいような、どこか切せつ羽ぱ詰つまったような感じに思える。

　妹達のケンカを止めるのは兄である俺の義務──……なのだが、最近のケンカに関してはその理由がまるでわからないから困る。

　いつもだったら俺を巡めぐる二人の善意がケンカの原因になってるのだが、今はどうしてケンカになってるかもわからないから対処のしようもない。……前々からできてなかっただろってのは言うなよ？

　……やっぱり、二人のケンカの原因がわからないのは俺がまだ『真の家族』になりきれていないからなのだろうか。

　何にせよ、この事態を何とか収拾しないといけないわけだが、とっかかりさえ見つからないからどうしようもない。泣き言を言ってる場合じゃないんだが……。

「ったく、せっかく葉山さんの家に遊びに来てるのに、こんなとこでまでケンカなんかしなくてもいいだろ……！」

　とにかく、俺は二人を何とか引き剥はがしてその場は収める。

　一時しのぎに過ぎないとはわかっているが、今は目の前のことに対処する以外、他にすることがないから仕方ない。

「ほら、時間に遅おくれたら悪いから、そろそろ行くぞ」

　とりあえず今は葉山さんの家を訪問するのが最優先と、俺は二人を引き連れてマンションへと足を踏ふみ入れた。

　エントランスを抜ぬけ、教えてもらった階までエレベーターで移動する。

　マンションの中には、廊ろう下かのはずなのになんかソファとテーブルが備え付けられた談笑スペース？　みたいなのがあって、あからさまに高級感が漂ただよっていた。

　そこから眺める景色も、高層階だからということもあって素す晴ばらしかったし、どことなくセレブな香かおりがするような。

「えっと、ここだな」

　教えてもらっていた部屋番号の前まで行くと、表札にちゃんと『葉山』とあって、ここで間違いないことがわかる。

　俺は今更ながらに異性の家を訪ねてることを思い出し、少し緊張しながらインターホンを鳴らした。カメラ付きだったので、思わず身だしなみも整える。

「……あれ？」

　だが、しばらく待ってみても反応がなくて、俺は首を傾げる。

「……美咲、出ませんね」

「押せてなかったのかな？　もう一回やってみるか」

　菫も怪け訝げんそうな顔をしたので、俺はもう一度インターホンを鳴らしてみたが、やっぱり誰だれも出てくる気配がなかった。

「まさか、留守……とか？」

「そんな、向こうから誘さそっといて……。あたし、みさ姉に電話してみる」

　椛がそう言ってスマホを取り出した時だった。

「ん……？」

　ドアの向こうから微かすかな音がしたような気がした。

　まるで、誰かが慌てて走ってきているような……？

　ガチャッ！　バンッ！

「は、はいっ！　はぁはぁ……、ご、ごめんなさい……！」

　その時、不意にドアが開け放たれて、中から焦あせった様子の葉山さんが飛び出してきた。

　俺はその勢いに驚おどろいたが、次の瞬間さらに驚くことになる。

「…………うっ」

「み、美咲、その格好は……！」

　葉山さんの姿を見た俺は思わず言葉に詰まり、菫は大きく目を見開いた。

　なぜなら葉山さんの服装が、ランニングシャツにショートパンツというかなり露ろ出しゆつ度の大きなものだったからだ。

　華きや奢しやな腕うでと、その根元の脇わきが眩まぶしい。健康的な脚あしも太ももまで丸出しで、しかもドアを開けたままの姿勢でちょっと前まえ屈かがみになっているから、シャツの胸元からクッキリと谷間が覗のぞいている。

　……で、デカい……！　水着グラビアを見た時も思ったけど、生で見るとその破は壊かい力が段だん違ちがいで──って、何を考えてんだ俺は!?

「え……？　きゃあぁっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、葉山さんも自分の格好に気づいたらしく、カッと顔を燃え上がらせながらその場にへたり込むように座り込んだ。

　そうするとピッチリしたショートパンツから伸のびる脚がさらに強調され──って、だからなにじっくり観察を……！

　俺は慌てて視線を外した。とはいえ脳内には今の衝しよう撃げき的な光景がしっかり焼き付いており、油断しているとあの水着のグラビア写真を思い出しそうになって、必死に二次方程式を考えながら耐たえる。

　……ああもう、葉山さんの普段の控え目な印象と今の格好とのギャップが激しすぎて、頭がクラクラしてくる……！

「み、みさ姉、どうしたのそれ……？」

　椛が呆ぼう然ぜんとした顔でそう訊たずねると、葉山さんは半分涙なみだ声ごえでこう答えた。

「ほ、本当にごめんなさい……！　私、今日はみんなが来るからって朝早くに起きて、家の中とか全部掃そう除じをしてて……！　それが終わった後、ソファに座って休きゆう憩けいしてたらなんだか眠ねむくなっちゃって……！　それで気がついたら、御堂くんがインターホンを鳴らしてるのが見えたから、私慌てて早く出なきゃって……！」

　……な、なるほど、それで最初は反応がなかったってわけか。その格好も、掃除するためにラフな服装にしていたと……。

　事情を知ればなんてことのない話だったが、その割にはなかなか衝撃が大きかった。女子の家に招かれるのって、いろいろスゴイ。

「ご、ごめんね御堂くん……！　こんな、はしたない格好で……！」

「あ、いや、俺は気にしてないから……！　それよりも……」

「……え？」

「と、とりあえず、着き替がえてきた方がいいんじゃないかな？」

「あ……！　そ、そうだね！　ごめんなさい……！」

　葉山さんはそう言うと、パタパタと足音を立てて家の中に戻もどっていった。

　俺はそれを確認した後、ようやく顔を前に向ける。

「……ふう、ビックリした。それにしても葉山さん、ああいうおっちょこちょいな一面もあるんだな？」

　俺は思わず苦笑しながら、菫と椛の方を振ふり返る。

　普ふ段だんは大人しい女の子でも、自分の家ではやはりリラックスするものなんだろう。当然のことかもしれないが。

「……み、美咲があんなことを……？　ま、まさかお兄さんが来るから計算してやったのでしょうか……？　い、いえ、あの美咲がそんなことをするはずが……！」

「……うん、あれは素だったと思う……。でも、だからこそ余計に性た質ちが悪いよ……！　天然だからこそのアピール力……！　侮あなどれない……！」

「……お前ら、なんで歯ぎしりしてんの……？」

　だが、二人はまた例によって謎なぞの悔くやしそうな表情をしていた。

　そうして「これは一層気をつけないといけません……！」だの「いよいよ油断できなくなってきたよ……」だのとマジで意味のわからないことを言い合っていたが、本当になんなんだ一体……。

　そうこうしているうちに普段通りの服装に着替えた葉山さんが戻って来て、まだ少し顔を赤らめながらも俺達を家の中に招き入れてくれた。

　外観から大体わかってはいたが、家の中は広かった。リビングからの眺ながめも絶景で、こういうタワマンでの暮らしって少し憧あこがれる。まあ、家族がいる月つき城しろ家が俺にとっては最高の場所なんだがな！

　家族といえば、葉山さんの家族はいなかった。両親との三人暮らしらしいが、今は二人とも仕事に出ているのだとか。休日なのに大変だなぁと思いつつ、ちょっと残念な気分だったりする俺。月城家の一員としての挨あい拶さつを、昨日の夜いろいろと考えてたのに。

「ど、どうぞ、何にもない部屋だけど……」

「お、お邪じや魔まします」

　そうして案内されたのは葉山さんの自室だった。

　俺は女子の部屋に来たということで、緊きん張ちようしながら足を踏み入れる。

　室内はまだ引ひっ越こしてきたばかりだからか、それともただ単に広いからか、どこかガランとした殺風景な印象だったが、逆にそれが葉山さんのイメージとギャップがあって、なんだかちょっとドキドキしてしまう。

「……お、お兄さん、女の子の部屋をジロジロと眺めまわすなんて失礼ですよ……！」

「わ、悪い。……って、でもお前らは、俺を自分の部屋に連れてきた時、もっとよく見ろって怒おこるじゃないか……」

「あ、あたし達はいいの……！　その、あの……、か、家族だから！」

　なるほど、家族なら確かにそういう遠えん慮りよはいらないかもしれない。

　でも、じゃあ家族じゃない葉山さんの部屋は、やっぱり女の子の部屋ということで緊張してしまうのも無理はないと思う。

「あ、あれは……」

　とその時、俺は部屋の隅すみに置かれたＰＣに気がつく。

　タワー型で、ディスプレイが三枚もある。全体的に殺風景な印象の中、それだけが妙みように目立っていた。

「あれってやっぱ、ゲーム用ＰＣだよね？」

「あ、うん。お仕事用のはスタジオにあるんだけど、家でもゲームはしたいから、スペックは同じくらいのを用意してるんだ」

　ゲームの話題となると、少しリラックスした様子で応こたえる葉山さん。本当にゲームが好きなんだってことが伝わってくる。それと同時に、ここがプロゲーマーＭＩＳＡＫＩの部屋でもあるということに気がついて、こっちは少し緊きん張ちよう感かんが増してしまった。

「あ、あの、御堂くん、私の部屋、どうかな……？　変じゃない……？」

「え？　あ、う、うん、別に変じゃないと思うけど」

「そ、そう。……はぁ、よかった……」

「最初は物が少ないなって思ったけど、よく見ると整理整せい頓とんされてるって感じで、真ま面じ目めな葉山さんのイメージ通りの部屋かなって思うよ」

「え？　あ、ありがとう……。全然女の子らしい部屋じゃないって思われるかもって心配してたから、うれしい……。あ、そうだ、どうぞここに座って。菫も、椛も」

「あ、どうも。でも、ちゃんと女の子らしいところもあるよ。このクッションだって可愛かわいい感じだし。これはペンギン？　好きなの？」

「あ、うん。昔からペンギンは好きで……。あ、ありがとう御堂くん、可愛いって言ってくれて……。あ、そ、そうだ、なにか飲み物持ってくるね……！」

　そう言って、葉山さんは顔を赤くしながら小走りに部屋を出ていった。

　……なんか、こういうのって新しん鮮せんでいいな──……って、

「な、なんで二人は俺のことを睨にらんでいるのでせうか……？」

「お兄さん、なんですかさっきのやり取りは……！　ま、まるで初めて彼女の部屋に招かれた彼氏のような雰ふん囲い気きで──……ああ、自分で言っていて胸が締しめ付つけられるような感覚を覚えます……！」

「な、なに言ってんだよ。俺はただ、訊きかれたことに答えただけで……。会話もただ思いついたことを口にしたまででだな……」

「それがおかしいの！　あんなナチュラルでいい感じの会話してさ……！　あたし達の部屋に来た時はあんな感じじゃ全然ないじゃん！」

「い、いや、だってそれは、お前らの場合グイグイ来るから気け圧おされるというか、リラックスのしようがないというか……」

「な……っ!?　なんですかそれは……!?　これはまさか北風と太陽理論というやつでしょうか……!?」

「ああもう、お兄ちゃんがなに言ってるか全然意味がわからないよ……！」

「俺はお前らがなに言ってるかわからねーよ!?」

　あからさまに不満げな視線を向けられて、なんか腹が立ってきたぞ……。

　こいつらが何を言ってるかは本気でわからないが、なんだか不ふ機き嫌げんだってことだけはよくわかったよ。

「……なんなんだよ。お前らもしかして、葉山さんのことが嫌きらいだとかいうんじゃないだろうな。従姉妹いとこなのに……」

「そ、そんなことあるはずないじゃないですか。美咲は私達の大事な従姉妹です」

「そうだよ！　……でも、それとこれとは、……ああもう！」

　二人はなぜかもどかし気に頭を抱かかえると、そのまま「「う～……」」と唸うなった後、拗すねたようにプイッと顔をそむけてしまった。

　こうなるともうどうしようもない。普段からどうしようもないけど、より一層だ。しばらくは放っておくしかなさそうだ……。

「お、お待たせしました……！」

　と、そんなことを考えていると、葉山さんがお盆ぼんに飲み物を載のせて戻ってきた。

　そしてそのままみんなに配ろうとしたが、

「あっ！」

「危ない！」

　身をかがめた瞬間、葉山さんがグラリとバランスを崩くずすのが見えて、俺は慌あわてて支えるべく手を差し伸べる。

「あ、み、御堂くん……！　ありが……！」

　なんとかギリギリ間に合ったらしく、葉山さんが倒たおれるのは防ぐことはできたが、

「ああっ!?　ご、ごごごごめんなさい！」

　その拍ひよう子しにコップが大きく傾かたむいて、中に入っていたお茶が俺のシャツにかかってしまったのだ。

　愕がく然ぜんとした様子で、今にも泣き出しそうな顔になる葉山さんだったが、それを見た俺の方が焦あせってしまった。

「い、いや別にいいよ。それより葉山さんは大だい丈じよう夫ぶだった？」

「わ、私は御堂くんのおかげで……！　それよりも早く拭ふかないと……！」

　葉山さんはそう言って、慌てた様子で押入れからタオルを取り出す。

　俺はそれを受け取ろうと手を伸のばしたが、

「え、は、葉山さん!?」

「御堂くんはジッとしてて……！」

　なんと葉山さんはそのまま、自分の手で俺のシャツを拭き始めたじゃないか。

　葉山さんは涙なみだ目めで、一いつ生しよう懸けん命めいに手を動かす。自分がとんでもないことをしでかしてしまったといった様子で、とにかく必死だった。だがその手つきは優しく丁てい寧ねいで、どこまでも甲か斐い甲が斐いしかった。

　一方で俺の方はというと、突とつ然ぜん間近に迫せまってきた葉山さんにどぎまぎしていた。距きよ離りが近くて、まるで葉山さんが俺の胸に抱だきついているような感覚。

　なんだか微かすかにいい香かおりまで漂ただよってきて、葉山さんの手の感かん触しよくがくすぐったくて、俺は急に恥はずかしい気分になってくる。

「ほ、本当にごめんね御堂く──……あ」

　やがてシャツを拭き終わった葉山さんは、申し訳なさそうな顔で俺を見上げながら再度謝ってきたが、その瞬しゆん間かんに俺とバッチリ目が合ってしまい、そこで初めて自分の今の体勢に気がついたらしく、かああぁと一気に頬ほおを染め上げた。

「ご、ごめんなさい私……！　早く拭かなきゃって必死で……！」

「い、いや、俺は大丈夫だから。うん……」

　慌てて離はなれる葉山さんに、俺はなんと答えていいかわからず言葉を濁にごす。

　葉山さんは真っ赤かになって頬に両手を当てているが、そういう反応をされるとこっちの方が恥ずかしくなってくる。

「あ、わ、私、飲み物入れ直してくるね……！」

　葉山さんは恥ずかしさに耐たえられなくなったとばかりに、お盆を持ってまた部屋を出ていってしまった。

　残された俺は、ふーっと息を吐はいてなんとか落ち着きを取り戻そうとする。

　……いや、しかしあんなことが起きるとは驚おどろいた──

「うむむむむ……！」

「うぐぐぐぐ……！」

　……って、またなんか菫と椛がすごい形相でこっちを睨んでるんだが!?

「……こ、これはもう黙だまって見ていられません……！　もちろん美咲が意識的にしたことではないとわかっていますが……！」

「……あ、あそこまでくるともう天然だろうと意図的だろうと関係ないよ……！　このままだとダメ！　絶対ダメ！」

「あ、あのー、二人とも……？」

「……し、しかしどうすればいいのですか？　まさか美咲があそこまで強力だとは思っていませんでした……！　しかもあれってわざとではありませんよね……!?」

「……だからこそ余計に強力なんだよ……！　天然っていうのは強い属性だって知ってるけどさ、まさかあそこまで破は壊かい力があるなんて……！　あたし達もなんとかしないと、このままだと負けちゃうよ……！」

　……聞いちゃいない。

　二人はなんだか鬼き気き迫せまるような表情で、なにやらヒソヒソと話し合っていた。

　俺はそれを見て、どうしたもんかと途と方ほうに暮れていたが、やがて二人はパッと話し合いを終えると、なぜか挑いどむような視線を俺に向けてきたじゃないか。

　……なんだか嫌いやな予感がする。

「あー、えーっと……、な、なんだかこの部屋暑いよねー？」

「え？　そうか？」

　そんなことを考えると、どういうわけか椛がいきなりそんなことを言い出して、暑い暑いと手で顔を扇あおぎはじめた。

　今は春。ポカポカとした陽気はちょうどいい心ここ地ちよさで、暑いなんてことは決してないし、そもそもここは高層階。どっちかっていうと涼すずしいくらいだ。

　だが椛はやっぱり暑いと繰くり返かえす。顔もなんだか赤いようで、本当に暑く感じているのかもしれないが、なんだか唐とう突とつなこともあって俺は困こん惑わくするばかりだ。

　だが、間もなくそんな悠ゆう長ちようなことを言ってられなくなる。

「ふー、ちょ、ちょっとこれはたまらないかなー」

「ちょっ!?　お、おい！」

　なぜなら、椛がいきなり服の胸元を引っ張り、パタパタと手で風を送り始めたからだ。

　そうするともちろん胸の辺りははだけ、椛の健康的な肌はだが露あらわになる。

　いや、肌といわずその反則気味な二つの膨ふくらみがチラチラと見みえ隠かくれし、さらに椛がなぜか急に前屈かがみになったことで、今度はあり得ない深さの谷間が視界に飛び込んでくることになった。

　俺は突然のことに硬こう直ちよくし、思わずその光景をガン見してしまっていたが、間もなくハッと我に返ると、慌てて視線を逸そらした。

　……な、なにをじっくり眺ながめてんだ俺は……！　いや、あんなものが目の前にあったら男なら誰だれでも釘くぎ付づけになるけど……！　でも、どこの世界に妹の谷間を堪たん能のうする兄がいるってんだ……！　ダメだダメだダメだ……！

「お、お兄ちゃんどうしたのー？」

「ど、どうしたもなにも……！　み、見えてるぞ椛……！」

「え？　きゃあー」

　椛は俺の言葉に、バッと胸元を隠す。

　……が、なんだかその動作も悲鳴も妙みようにわざとらしかったような……。

「み、見たのお兄ちゃん？　……そ、その、どうだった？」

「なにその質問!?　普ふ通つうそんなこと訊かないだろ!?　……ってか、なんなんだよいきなり！　男のいる前であんな無防備な……！　は、はしたないぞ！」

「わ、わざとじゃないよ。絶対わざとじゃないよ？　そ、その、本当にちょっと暑かったから思わず……。ほ、ほら、あたしって天然なとこあるじゃん？」

「超ちよう初耳なんですが!?」

「うぐ……！　で、でもあれじゃん、別に兄妹きようだいだから平気じゃん？　そ、それともお兄ちゃんは、ちょっとは意識してくれたり……？」

「そ、そんなことはない！」

　実際はそんなことありまくるが、大切な家族である妹達をそんな目で見ないと誓ちかっている俺は、努めて邪よこしまな心を振ふり払はらうのだった。

　だというのに、椛はそんな俺を見て「むー」と頬を膨らませ、なぜかヤケクソ気味に暑いと連呼してさらに胸元をはだけさせる。……なんなんだよマジで！

　だがその時、黙って見ていた菫が椛の肩かたに手を置いて言った。

「椛、お兄さんが困っているではありませんか」

「だ、だってあたしの天然作戦が……！」

「いいから下がっていなさい。すみませんお兄さん、椛は時々我われを忘れて変な行動をとることがあって……」

　菫は申し訳なさそうにそう言うと、椛が後ろで「お姉ちゃんにだけは言われたくないよ！」と抗こう議ぎの声を上げるが、普通に無視されていた。

「ですが、ここが少し暑いというのは私も同感ですね。そのせいで喉のども渇かわいてきましたので、少し失礼します」

　そう言って菫は、自分のバッグの中から水の入ったペットボトルを取り出した。水分補給は重要ですからいつも持ち歩いているのですと言い、ふたを開けて傾けたが、

「ああ、しまりました！」

　次の瞬間、ものすごくわざとらしい台詞せりふが聞こえてきたかと思ったら、菫は水をこぼしてしまった。

「いや、しまりましたって──」

　俺は菫の謎なぞ行動にゲンナリしながら、なにやってんだと問いただそうとしたが、

「う……っ」

　すぐにそれどころではないことに気がついて、カッと顔が熱くなった。

　というのも、菫がこぼした水はまるで計ったかのように胸元にかかってしまっており、純白のブラウスが見事に透すけて、そこから小さいけれど形のいい膨らみがレースの下着に包まれている様子がバッチリ──って、だからなんでこういう時の描びよう写しやだけ妙に力入ってるんだよ俺は!?

「す、菫、早く……！　み、見えてるから……！」

「な、何が!?　何がですかお兄さん!?」

「下着が見えてるんだよ！　わかるだろ普通!?　ってかなんでうれしそうに聞き返してんだよお前は!?」

「そ、そうですか、下着が見えてしまっていますか。申し訳ありません。私ったらそういうドジなところがありますので……」

　そう言いながら隠す素そ振ぶりも見せず、なぜかウットリとした表情で頬に手を当てる菫。

　……いやいや、お前は完かん璧ぺき超ちよう人じんでドジとは真逆の性格だろ！

「ってか、んなこと言ってる場合か！　は、早く拭けって……！」

「そ、そうですね。……ですが、あの、私はドジなもので、拭き方がよくわからないので、その……、お、お兄さまに拭いていただけると──」

「ちょっとお姉ちゃん！　いい加減調子に乗りすぎでしょ！」

　とその時、黙って見ていた椛が菫に食くって掛かかった。

「どさくさにまぎれてお兄ちゃんになにしてもらおうとしてんの！　っていうか、ドジだからとか、無理があるなんてレベルじゃないよ！」

「な、なんですか椛、別にいいではないですか！　ごくごく自然な流れです！」

「不自然極きわまりないよ！　天然どころかあからさまに計算づくじゃん！　だ、大体下着を透けさせてさ……！　しかもお兄ちゃんに拭いてもらおうだなんて、はしたないにもほどがあるよ！」

「は、はしたない……!?　そ、それを言うならあなたの方ではないですか！　なんですかさっきのあれは！　わざとらしく見せびらかして……！　あんな羨うらやましいことなんてできない人の気持ちを考えたことがあるんですか!?」

「ちょ、泣かないでよお姉ちゃん！」

　ギャーギャーワーワー。

　気がついたらなぜか菫と椛が激しい言い争いを繰り広げていた。

　俺は毎度のこととはいえ呆ぼう然ぜんとする。さっきまでの流れも意味がわからなかったが、なんでそこからまたケンカが始まってるのか、まるで意味がわからない。

「お、おい二人とも、やめろって！」

　とはいえ傍ぼう観かんしているわけにもいかず、俺は慌あわてて二人を止める。

　だが二人はますますヒートアップしていくばかりで、しかも普ふ段だんよりもどこかお互たがい必死な様子だったので手が付けられない。

「ああもう！　大体なんでケンカになってんだよ！　さっきのは一体なんだったんだ!?」

　俺はもういい加減頭が痛くなってきて、ほとんど叫さけぶようにそう言っていた。

「「えっ!?」」

　すると、二人はなぜか一いつ瞬しゆんギクリとした感じで身体からだを強こわ張ばらせ、焦あせった様子で俺の方へと振り返った。

「そ、それはその……！　ね、ねえ椛？」

「こっちに振らないでよ……！　ど、どうしよう？　熱くなってかなりあからさまになっちゃったよ……！」

　そして、なにやら気まずそうに小声で話をし出す二人。

「……はぁ、まあ理由はおおよそ想像はつくけどな」

「「ええ!?」」

　俺がため息交じりにそう言うと、二人は驚きよう愕がくした表情を見せる。

　……見くびるなよ？　こういう状じよう況きように放り込まれてもう一カ月ほど経たつんだ。二人の行動の理由も段々とわかるようになってきたんだよ。

「あれだろ？　まだ葉山さんと俺がどうとかいう的外れな心配をしてて、俺をさっさとここから帰そうと思ってあんなことしたんだろ？」

　俺はふふんと自信満々に言う。だが、二人ともなぜかポカンと口を開けたまま、呆然とした様子でこちらを見ていた。

「……あれ？　違ちがうのか？」

　なんだか気まずくなって、俺はそう訊きき返す。

　すると二人はハッと息を吞のむと、すごい勢いで首を振り始めた。

「い、いえいえ！　そ、その通りです！　ねえ椛!?」

「そ、そうそう！　さすがお兄ちゃん！　見破られちゃったね！」

「なんだ、やっぱりそうだったのか」

　俺はそれを聞いて、少しホッとする。なんか一瞬的外れなことを言ったみたいな空気になってたからな。

「……お兄さん、勘かん違ちがいしていらっしゃいますね。おかげで助かったのですが……」

「……ちょうどいいからその勘違いに乗っかっておこうよ……」

　また二人してボソボソと話し合っている菫と椛。

　何を話してるのかは知らないけど、とにかくあの意味不明な行動の理由はわかった。

　無用の心配が原因なんだから、ケンカもまた無用だってことで、俺はその場を収めようと思ったのだが、

「と、ところで、お兄さんはどちらの仕草にドキドキしましたか!?　も、もちろん私の方だと思いますけど……！」

「へ？」

「あ、あたしの方だよね!?　自然な感じだったし、お姉ちゃんの方はわざとらしすぎて狙ねらってる感がみえみえだったよね！」

「ちょ、ちょっと待て。なんでまだケンカが続いてんだ？　だから、そんな心配自体不要なんだから、ケンカする必要もだな……！」

　なぜか二人がそう言って迫せまってきたので、俺は慌てる。

「た、確かに、発ほつ端たんはそういう考えからでしたが、それはそれとして行こう為いに対する優ゆう劣れつは存在しているはずですよね？」

「これはまた別の話だよお兄ちゃん。さっきのでどっちの方がお兄ちゃんはドキドキしたか、そこはハッキリさせとかないと。自然なあたしか、みえみえなお姉ちゃんか！」

「なんでそんなことで争う必要が!?」

　俺は二人の言葉に愕がく然ぜんとする。

　が、菫と椛はそんな俺など放っておいて、キッと睨にらみ合った。

「なにを言ってるんですかあなたは！　わざとらしさならあなたの方が上です！　なんですか急に暑いって！」

「あ、あたしは新しん陳ちん代たい謝しやがいいの！　それよりお姉ちゃんに言われたくないよ！　ダイレクトに胸元に水をかけておいてさ！」

「あ、あれは飲もうとしてこぼしたんです！　ダイレクトになんてしていません！」

　二人はもともとの理由とは全く関係のないことでケンカを再開し、いかに自分の方が自然だったかと意味のわからない内容で激しく言い争う。

　やがて二人は「むむむ……！」「ぐぬぬ……！」と額を突つき合あわせながら睨み合うと、

「「（お兄さんは）（お兄ちゃんは）どっちを選ぶの！」」

　と、いつも通りの流れでこっちに振ってきた。

　もっとも、その真しん剣けんさはいつもの比じゃなく、下手へたな答えを返したら今にも噛かみつかれそうなくらいの雰ふん囲い気きがあって、俺は戦せん慄りつする。

　……どういう流れでこんなことになってんだ!?　ってか、あらゆる意味でこんなのどう答えればいいんだよ！

「い、いや、あの、二人とも落ち着いて……」

　俺はしどろもどろになりながら、この状況から助け出してくれる誰だれかが来てくれと心の中で懇こん願がんする。だが葉山さんが戻もどってくる気配もなくて、俺はいよいよ二人に壁かべ際ぎわまで追おい詰つめられることになったのだが、




　──ピンポーン。




　その瞬しゆん間かん、家の中にそんな音が鳴なり響ひびいて、その場の空気が一瞬停止した。

　ヒートアップしていた姉妹もキョトンとした顔になる。……空気が変わった！

「だ、誰か来たみたいだな。早く出ないと」

　俺はそのチャンスを逃のがさず、そう言って立ち上がる。

「何を言っているのですか。お兄さんが出ることはありません」

「そうだよ。お客さんならみさ姉ねえが出るでしょ」

　だが姉妹はそんな正論で返してくる。

　確かにその通りだが、こんな絶好の逃とう亡ぼうチャンスを見過ごしてなるものか！

「い、いや、葉山さんはまだ戻ってきてないし、なんか用事をしているのかもしれないだろ？　それに──」

　そう言いかけた瞬間、ピンポンピンポンピンポンとさっきの音がまた響いた。

　どうやらインターホンが連打されているらしいが、誰か知らないけど子供みたいな鳴らし方してるな……。

　だが、それも今の俺には好都合。俺は二人に「ほ、ほら、急いでるみたいだから、俺が代わりに行ってくる」と言って、すかさず部屋を飛び出した。

　後ろから二人の声が聞こえてくるが、俺はそれを聞かなかったふりをして廊ろう下かを歩く。誰だか知らないけど、脱だつ出しゆつの機会を与あたえてくれたことは感謝したい。

　玄げん関かんまで来ると、葉山さんはまだ来ていなかった。やはり用事か何かで出られないのかもしれない。一方でインターホンの音はさらなる連打が続いており、俺は仕方ないとドアを開けた。

「はい、どちらさまですか──」

　だがその瞬間、

「うわっ！　お、男!?　なんで美咲の家に男がいるのだ!?」

　そんな女の子の大きな声が聞こえてきて、俺は思わずビクリと怯ひるむ。

　見ると、そこには金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小学生くらいの女の子が、驚おどろいたような顔でこっちを見つめながら立っていた。

　その横には大学生くらいのこれまた金髪碧眼の女性が、女の子とは対照的な無表情で無言のまま控ひかえていたが、……ど、どういう人達だ？

「な、何者なのだお前！　ま、まさか美咲の部屋に侵しん入にゆうした痴ち漢かんなのか!?　私の美咲は変態男の毒どく牙がにかかったのかー!?」

　面食らっていると、金髪少女がそんなことを言い出したので、俺は慌てる。

「こ、子供が人の家の前で誤解されるようなことを言うんじゃない！　……じゃなくて！　俺は単なる──」

「そ、そうか、わかったぞ！　お前は美咲のストーカーだな！　美人すぎるプロゲーマーを襲おそう社会の歪ゆがみなのだ！　サラ！　警察にツーホーするのだ！」

「いやいやいや！」

　さらにトンデモナイことを言い出した少女に焦る俺。

　だが同時に、この少女が葉山さんのことをプロゲーマーと呼んだことに気がついて、いよいよ何者なんだと訝いぶかしむ。

「あ、リリアちゃん！　サラさんも！　どうして？　何してるの？」

　だがその時、葉山さんが驚いたような顔をしながら玄関までやって来た。

　……リリア、それにサラって、この二人の名前か？　知り合いなのか？

「あ、美咲ー！　大だい丈じよう夫ぶなのか！　この変態男にイヤラシイことされてないかー！」

　葉山さんの姿を見た少女は、勢いよくその胸に抱だきつきながらそう言った。

「ななななに言ってんのリリアちゃん……！　御堂くんはそんな……！」

「ん？　御堂？　どっかで聞いた名前なのだ」

「リリアちゃんには御堂くんのことは話したでしょ。この人がそうだよ。というかサラさんは、きっとこの人が御堂くんだって最初からわかってましたよね？」

「ええ、まあ」

「もう、だったらリリアちゃんにちゃんとそう説明してくださいよ……」

「申し訳ありません。お嬢じようさまがなにやら盛り上がっていたので。……ふわぁ」

　俺は葉山さん達のそんな会話を聞きながら、混乱していた。

　……な、なんなんだ？　葉山さんの知り合いみたいだけど、この人達は何者なんだ？

　生意気そうに俺に舌を出してベーってしてる金髪少女。

　眠ねむたそうにあくびをしている金髪美女。しかもさっきお嬢さまって……。

「あ、あの、葉山さん？」

「あ、ごめんね御堂くん。ちょっと手が離はなせなくて、代わりに出てもらって……」

「い、いや、それは別にいいんだけど。……あの、この人達は……？」

　俺が訊たずねると、葉山さんは苦く笑しようしながらこう答えた。

「あ、うん、実はね……、リリアちゃんは私のスポンサーなんだ」

「す、スポンサー……？」

　俺はすぐに意味がわからず、オウム返しに訊き返してしまう。

　……スポンサーって、あのスポンサーか……？

　俺が信じられないといった顔で、思わずリリアと呼ばれた少女の方を見ると、

「ふん！　恐おそれ入いったか！」

　少女は最高に生意気な顔で、再度ベーっと舌を出してきたのだった。




　　　　▼




「つまり平たく言うと、この子は美咲のお仕事の雇やとい主ということなのですね」

「へー、スゴいじゃん。でもこんなちびっ子がねー」

「ち、ちびっ子いうなー！　この牛チチおばけー！」

「……あん？　今なんつったの？」

「ひぅ……っ！　わーんサラ！　このねーちゃん怖こわいのだ！」

「……ふわぁ」

「……なんなんだこの空間……」

　あれから数分後。

　俺達はまた葉山さんの部屋に戻って、新たにやって来た人達を紹しよう介かいされていた。

　今ああやって、椛に睨まれて涙なみだ目めになっている金髪碧眼の少女は倉くら科しなリリア。

　なんでも倉科グループとかいう大だい企き業ぎようのお嬢じよう様さまらしく、さっき葉山さんが言った通り、プロゲーマーＭＩＳＡＫＩのスポンサーなんだそうだ。

　さらに、本当かウソかわからないけど、実じつ年ねん齢れいは小学生なのに既すでに大学も出た天才だとか言ってた。……そうはまるで見えないし、ぶっちゃけ興味もないからリアクションのしようがないが……。

　それから、もう一人の女性はサラ・マクミランさんというらしい。リリア（なんか自然と呼び捨て）の付き人ということらしく、リリアは「メイドなのだ！」と言っていたが、服装はメイド服じゃなく執しつ事じ服？　っぽい格好だった。

　相当な美人で執事服も相まってカッコいい印象だが、なぜかやたらと眠たそうでさっきからあくびばかりしている。さらに表情がほとんど変わらないこともあって、正直人物が掴つかみづらい。

　……なにはともあれ、

「まあプロゲーマーだからスポンサーがいるのは当然なんだろうけど、まさか企業じゃなくて個人で、しかもこんなち──……小さい子だったとはなぁ」

「あ、今ちびっ子と言おうとしたろー！　だから私はもう大学も出た大人おとなだって何度も言ってるのだ！　この変態男ー！」

「……ほう、お兄さんに向かって失礼な口をきく子ですね……」

「ひいぃっ!?　こっちのねーちゃんも恐ろしいのだー！」

「お、落ち着け菫、悪気はなさそうだから……。それより、スポンサーがわざわざ来たってことは、やっぱり仕事関係だよな？　俺達、帰った方がいいかな？」

「あ、ううん！　そんなことないよ！　そもそも、今日はお仕事の予定は入ってなかったはずなんだけど……。なんの用事で来たの、リリアちゃん？」

「う、そ、それは……」

　葉山さんが訊ねると、リリアは言葉に詰まってしまった。

「お嬢さまは、本日美咲さまのお家うちにお話に聞いた御堂さまがいらっしゃるということで様子を見に来たのです。……ふわ」

「さ、サラー！　それは言わない約束なのだー！」

　だが、横にいたサラさんがそう答えたので、俺も葉山さんも目を丸くする。

「た、確かに御堂くんのことはリリアちゃんにお話ししてあったけど、そうなの？」

「つまり、俺目的でってこと、か……？」

「ふ、ふん！　バレちゃったらしょうがないのだ！　別にお前なんかどーでもよかったんだけど、美咲が家に男を呼ぶって言ってたから心配になって見にきたのだ！　美咲は私の大事な大事なプロゲーマーだから、間ま違ちがいでも起こったら大変なのだ！　だから監かん視しの意味も込めて、こうやって来てやったのだ！」

　えっへんと、全然威い張ばる場面じゃないのに胸を張るリリア。

　一方で葉山さんは、リリアの話を聞いてかああぁと顔を燃え上がらせる。

「も、もうリリアちゃん！　なに変なこと言ってるの！　み、御堂くんはそんな……！」

　だが抗こう議ぎの声を上げたものの、なぜか語ご尾びがしぼんでいった。

　チラチラと赤い顔でこっちを見てくるので、なんだか俺も恥はずかしくなってきた。

「それは実に感心な姿勢ですね！　お兄さんと美咲の間に間違いのないようにというわけですか。実に立派なスポンサーですね！」

「やるじゃんちびっ子！　こんなに小さいのに気が利きくね！　うんうん、みさ姉ねえのスポンサーなんだから、そういう心配するのは当然だよね！」

「な、なんか笑え顔がおだけど、二人ともさっきとは別の意味で怖いのだー！」

　菫と椛に急にナデナデされて、顔を引きつらせているリリア。
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　それはともかく、スポンサーとしての心配から様子を見に来たってのはよくわかった。

　俺が間男扱あつかいなのは気に入らないが、その目的と姿勢自体は別におかしなものじゃなかったので、その点は納得だ。

「なるほど、そういうことなら安心してくれていいよ。俺もプロゲーマーＭＩＳＡＫＩのファンだし、仕事の邪じや魔まになるようなことはしないからさ」

「ふん、男の言うことなんて信用できないのだ。それに、お前がいるだけでもう美咲にはよくない影えい響きようが出てるのがまるわかりなのだ。なんか妙みようにおめかししてるし、そもそも美咲がお前の話をする時はそれはもううれしそうで──」

「わー！　わーわー！」

　突とつ然ぜん葉山さんが、リリアの言葉を遮さえぎるように真っ赤かな顔で声を上げる。

「な、なんなのだ美咲？」

「り、リリアちゃん？　そのお話を続けるようなら、私本気で怒おこるからね……！」

「ひゃああぁっ!?　あ、あの優やさしい美咲が超ちよう怖いのだ！　やっぱお前は私の敵なのだー！　って、いひゃいいひゃい！」

　葉山さんにほっぺたを引っ張られて涙目のリリア。

　そうやって葉山さんはひとしきりリリアを怖がらせた後、ため息を吐ついて言った。

「……はぁ、ご、ごめんね御堂くん。リリアちゃんがなんか変な勘かん違ちがいをしちゃって。大体今日御堂くん達を呼んだのだって、この前の歓かん迎げい会かいのお返しのためと、みんなでゲームをして遊ぼうって思っただけなのに……」

「あ、そうだったんだ。でも、ＭＩＳＡＫＩと一いつ緒しよにゲームができるのは光栄だけど、俺なんかじゃとても相手にならないんじゃないかな。菫も椛もゲームは普ふ段だんやらないし」

「あ、ううん。なんて言うのかな……、私は普段からお仕事でゲームをやってるけど、友達と一緒にみんなでわいわい楽しみながらゲームって実はしたことなくて……」

「でもＭＩＳＡＫＩって確かチームで大会に出場とかもしてたはずじゃなかったっけ？　そのチームメイトと一緒にやったりはしないの？」

「ミューちゃんとかシルクちゃん──あ、時々一緒にチームを組ませてもらうプロプレイヤーの友達なんだけど、そういう人とオンラインでゲームをすることはあっても、家で一緒にっていうのは今までなくて……。それにプロプレイヤー同士でやると、どうしてもガチガチな対戦になっちゃって、みんなでわいわいって感じにはならないんだよね……。だから、今日は御堂くん達とそうできればなって思ったんだけど……」

　そう言って、どことなく寂さびしそうに微笑ほほえむ葉山さん。

　そこには、ゲームが本当に好きだけど、だからこそ生まれる悲ひ哀あいのようなものが滲にじみ出でていて、俺は自然と力になってあげたいという気持ちになった。

「なんだ、そういうことなら私に言えばいいのだ！　言ってくれれば私はいつだって、美咲のゲーム相手になるのだ！」

　だが、そんな葉山さんにリリアがえっへんと答える。言ってることは善意１００％っぽいのだが、なんでこうも空気が読めてないように感じるのだろう。

「あ、いや、でもリリアちゃんは、ちょっと無理、かな……」

　だがそんなリリアに、歯切れが悪いながらも意外にもハッキリと言う葉山さん。

　リリアはそれを聞いて「えええ!?」と涙目に。

「あ、あの、さすがにそれはちょっと可哀かわい想そうでは……」

　俺が耳打ちすると、葉山さんはなぜかビクッとしながらも「実は事情があって……」と困った表情を見せる。

「事情？」

「見てもらった方が早いかな……。ちょっと待っててね」

　葉山さんはそう言ってＰＣを起動させると、コントローラーを接続してゲームを起動させる。もちろんファンタジック・レイダーズなわけだが、何をするんだ？

「はい、御堂くん。それとリリアちゃんも。一度対戦してもらえるかな」

　そんなことを考えてたら、葉山さんがコントローラーを手て渡わたしながらそんなことを言ってきた。俺はどういうつもりかわからず戸と惑まどっていたがリリアは、

「ふふふ、目にもの見せてやるのだー！」

　とやる気満々だ。

「……ごめんね御堂くん。やってもらえれば、私の言いたいこともわかると思うから」

　そう言って申し訳なさそうな葉山さん。

　よくわからないけど、こうなった以上は仕方がない。俺はリリアとファンタジック・レイダーズの対戦モードで勝負することになった。

「覚かく悟ごするのだ変態男！　これで負けたら、二度と美咲に近づかないことなのだ！」

　自信満々のリリアに、俺はさっきの葉山さんの言葉を思い出す。

　……リリア相手だとわいわい楽しんでゲームできないということは、リリアもまたプロゲーマークラスの実力を持ったガチ勢ということなのか？

　一緒にプレイしてもガチ対戦ばかりになるからと、そういう意味で？

「ふっふっふー」

　俺は余よ裕ゆうたっぷりのリリアを横目にゴクリと喉のどを鳴らす。

　そうして対戦は始まった──

　……んだけど、

「うわーん！　うわーんうわーん！」

　数秒後。ガチ泣きしているリリアを隣となりに俺は戦せん慄りつしていた。

　……こいつ……！　こいつ超下手へたクソなんだが……!?

「ってか、下手ってレベルじゃない……！　まともにキャラも動いてなかったぞ……！」

「うっさいわー！　ハッキリいうなアホー！」

　ぺシペシと俺の肩かたを涙目で叩たたくリリア。葉山さんはそんな金きん髪ぱつ少女を可哀想な目で見ながら、俺に「こういうことなの……」と悲しそうに言った。

「リリアちゃんは本当にゲームが下手なの……。私もなんであそこまで下手なのかわからなくて、何度教えてもああなっちゃうの……。たぶん、もう根本的な相性の問題なんじゃないかって思うくらいで……」

「うわーん！」

　それを聞いてリリアはさらに泣く。反論しないところを見ると自覚があるらしい。

　多分これまでにも今と同じような感覚を何度も味わってきたんだろう。不ふ憫びんな……。

「な、なるほど、確かにこれじゃ楽しむどころか、それ以前の問題だな」

「ぐぬぬぬ……！　く、屈くつ辱じよくなのだ……！」

　涙なみだ目めで歯ぎしりするリリア。どうでもいいけど感情表現の豊かなやつだ。

「さてお嬢じようさま。そろそろ帰る時間です」

「ええ!?」

　と、そんなことを考えていると、今まで黙だまって見ていた（というか立ったまま寝ねていた気もするが……？）サラさんが、不意に口を開いた。

「もともと今日は、お嬢さまがどうしてもというので予定を変へん更こうし、無理に時間を作ってここに来たのです。これ以上の滞たい在ざいは認められません。……ふわぁ」

「そ、そんなー！　でも今帰ったら、私の大事な美咲が、この変態意地悪男にお嫁よめに行けない身体からだにされちゃうかもしれないのだ！」

「そのような事態は、この私が絶対に起こさせません。それと、お兄さんを悪く言う子にはお仕置きしないといけませんね」

「あたし達がいる限り、そんな間違いは起きないよ！　その点は安心していいけど、お兄ちゃんを変態って言ったのはこの口か……？」

「ひいいぃっ!?　このねーちゃん達、頼たのもしいのか怖こわいのかよくわからないのだー！」

　……なんつー会話してんだよ、マジで。

　俺は蚊か帳やの外なのに、勝手に人格を貶おとしめられてるんだが……。

「大だい丈じよう夫ぶです。御堂さまはそのようなことをなさる殿との方がたには見えません。お子ちゃまなお嬢さまにはわからないかもしませんが」

「なっ!?　今ナチュラルにご主人さまをディスったのだー!?」

「さあ、いいから帰りますよ。美咲さま、それでは失礼いたしました」

「うわーん！　放すのだー！　美咲ー！」

　そうして、リリアはサラさんに引きずられるようにして去っていく。

　その声は玄げん関かんのドアがバタンと閉じられるまで、家の中に響ひびき渡わたっていた。

「…………な、なんだったんだ？」

　その後、静かになってから、俺は一連の流れを振ふり返かえってかろうじてこう呟つぶやいた。

「ご、ごめんね。リリアちゃんは私のことをすごく慕したってくれるいい子なんだけど、それが、その……、ちょっと度が過ぎててあんなことに……」

「……まあ、いろんな意味で規格外の少女だったのは確かだな」

「あ、で、でも、本当にいい子なんだよ？　私のスポンサーにもなってくれて、いろいろ支えてくれて──……ま、まあ時々変な仕事もさせられるんだけど……。けど、やっぱり私はリリアちゃんに感謝してるから、その……、御堂くんにはリリアちゃんのことを嫌きらってほしくないかな……」

「ん？　嫌うなんてことはないよ。ちょっと驚おどろかされただけだから。生意気だけど、その割には隙すきだらけで憎にくめなさそうなやつだったし」

　まあ、仲良くできるかどうかは、主に向こうの姿勢が原因で難しそうだが。

「そ、そう？　ならよかった……」

　俺の言葉に、葉山さんはホッと安あん堵どの息を吐く。

「それにしても、スポンサーか……。わかってたことだけど、改めて葉山さんがプロゲーマーだってことが実感できたよ」

「そ、そう？　でも、今日はそういうのは抜ぬきで、ただの一ゲーマーとしてみんなと遊べればいいなって思う」

「そうだな。じゃあ、そろそろ遊ぼうか。みんなでわいわい楽しくね」

　俺がそう言うと、葉山さんは「うん！」と本当にうれしそうな笑えみを浮うかべた。

「……くっ、なんていい笑顔をしてるんですか美咲は……！」

「……女同士でも見とれそうなくらいのいい笑顔だね……。やっぱみさ姉ねえは一ひと筋すじ縄なわじゃいかないよ……！　なんとか二人を引ひき離はなさないと……！」

「だから、なにをブツブツ言ってんだよお前らは……」

　菫と椛の様子がまたちょっと変な感じだったけど、なにはともあれ俺達は、本日の主しゆ旨しであるところの『みんなでわいわい楽しくゲーム』をようやく始めることになった。

　プレイするのは、もちろんファンタジック・レイダーズだ。

　俺はポータブル版でプレイしていたけど、今からやるのはＰＣ版。といっても基本的なシステムは変わらないので問題ない。

「私は、普段はキーボードとマウスなんだけど、今日はコントローラーでやるね」

　葉山さんはそう言って、ＰＣに人数分のコントローラーを接続していく。

　四人分ものＵＳＢコントローラーがスッと出てくるあたり、葉山さんが筋金入りのゲーマーだってことがよくわかる。

「えっと、御堂くんはプレイ経験があるんだよね？　菫と椛は──」

　全員にコントローラーを手渡しながら、葉山さんがそう訊たずねる。

　すると菫も椛もふるふると首を振った。

「ゲーセンとかには行ったことあるけど、こういうのはあたしはないかなぁ」

「私はそのゲーセンという場所も、先日お兄さんに連れられて初めて行ったくらいですから。もちろんこのようなものを手にしたこともありません」

「あ、そ、そうなんだ。じゃあ完全に初心者だね。……えっと、どうしようかな」

「だ、大丈夫です。お兄さんに手取り足取り教えていただければ……」

「あ、あたしも、お兄ちゃんに教えてもらったらきっとできるよ！」

「も、もちろん教えるから落ち着けって。……じゃあ、そうだ、いきなり対戦じゃなくてＣＰＵ相手の協力モードから始めようか」

　ファンタジック・レイダーズには複数のモードがあるが、協力プレイなら初心者も経験者がリードしながら自分達のペースで遊べる。

　葉山さんもその提案に「そうだね」と頷うなずいたので、俺達はそれぞれキャラメイクをしてから協力プレイモード──通つう称しよう『レイド』を開始した。

　レイドでは、みんなで協力しながらダンジョンに潜もぐり、道中の敵を倒たおしながらラスボスを撃げき破はするというのが主目的になる。そこで手に入った素材やレアアイテムは対戦モードでも使用できるため、このモードもプレイヤーに人気があるのだった。

　俺達は菫と椛にプレイのやり方を説明しながら、ゆっくりと進んで行く。二人とも吞のみ込みが早く、ちょっとプレイしただけでもう初心者レベルはマスターしてしまった。

「よし、じゃあそろそろ本格的に進んで行くか」

　二人の動きは問題なく、これなら十分攻こう略りやくできると判断したので、俺達はいよいよダンジョンの深部へと向かう。まず目指すは最初のボス部屋だな。

「あ、御堂くん危ない！」

「おっと、サンキュ」

　このゲームにはキャラにクラスという職業があり、それによって大体の役割が決まっている。俺のクラスは戦士で、今回の役割はタンクと呼ばれるみんなの盾たて役だ。敵の攻こう撃げきを一手に引き受けて味方を守るのが仕事になる。

　一方で葉山さんの選んだクラスは僧そう侶りよで、これはヒーラーと呼ばれる回復役になる。

　俺が敵の集中攻撃を受けて体力を減らされていたのを、今ナイスなタイミングで回復してくれたというわけだ。

「助かったよ。さすがは葉山さん」

「う、ううん、御堂くんをちゃんと見てるのが私の役割だから……」

　頼もしいことを言ってくれる、とうれしく思っていると、

「……む、み、美咲とお兄さんが、なんだかいい感じになっています……！」

「……ゲームの中でもなんか距きよ離りが近いよ……！　なんとかしないと……！」

　まだ菫と椛が難しい顔でなにやら言葉を交わしていた。

　ちなみに二人のクラスはそれぞれ魔ま法ほう使つかいと狩人かりゆうどで、両方とも敵を殲せん滅めつするのが仕事のダメージ役だ。……けど、なんかおい、動きが止まってるぞ。

「ちょ、ちょっと二人とも、早く敵を倒してくれ。盾役っつっても、敵が増え続けたらそう長くはもたないぞ」

　俺はちょっと焦あせりながらそう声をかける。

「だ、大丈夫だよ！　今度はあたしがお兄ちゃんを支えるから！　だから、ちょっとみさ姉はどいてて！」

「え？　あ、で、でも椛は……！」

「さあ、あたしが今助けてあげるからね！」

　椛はそう言って、葉山さんのキャラを押しのけて自分のキャラを俺の隣に移動させる。

　何をするつもりなんだ？　と俺が戸と惑まどっていると、




　──ドス！




　次の瞬しゆん間かん、椛のキャラから放たれた矢が、俺のキャラの頭にぶっ刺ささっていた。

「なっ!?　や、やばい……！」

　俺は驚きよう愕がくしつつも、あらゆるスキルを使ってギリギリ耐たえる。

　椛の攻撃で俺の体力はピンチに陥おちいったが、数分に一回しか使えない奥の手的なクールダウンスキルを吐はき出したことで、なんとか倒れずに済んだ。

「あ、あれ!?　なんで!?」

　一方で椛は、自分のしたことに自分で驚いていた。

「なにやってんだよ椛！　味方を攻撃するなんて……！」

「ち、違ちがうよ！　あたしはただ、みさ姉みたいにお兄ちゃんを回復しようと……！」

「狩人はダメージ役だから、味方を回復させるスキルはないんだよ！」

「ええ!?　そうなの!?」

　驚きに目を見開く椛。どうやらシステム的な理解ができていなかったらしい。

　悪気はなかったようなので責められない。とにかく今は耐えないと──




　──ドカーンッ!!




「ええ!?　あ、し、死んだ……！」

　だが次の瞬間、ギリギリで持もち堪こたえていた俺のキャラに今度は炎ほのおの矢が飛んできて、あえなく撃げき沈ちんしてしまった。それを撃うったのは……、

「す、菫か!?　なんで!?」

「そ、そんなつもりでは……！　わ、私はただ、椛が無理なら私の魔ま法ほうでお兄さんを回復して差し上げようと……！」

「魔法使いも純ダメージクラスだから、回復の魔法はないんだよ！」

「ええ!?　そ、そんな中ちゆう途と半はん端ぱなことで魔法使いを名乗るべきではありませんよ！」

　そんなこと言われても、このゲームではそうなんだから仕方がないだろ!?

　もちろん、盾役である俺が死んだ後は、パーティーは壊かい滅めつ。

　あっという間に全ぜん滅めつしてしまい、全員ロビーへと戻もどされてしまった。

「お姉ちゃん、なにやってんの!?　お兄ちゃんを死なせちゃうなんて！　もう本当にあり得ない！　最低じゃん！」

「あなたがそれを言いますか!?　さっきのは勘かん違ちがいによる事故です！　不ふ可か抗こう力りよくというやつです！　そもそも、お兄さんに最初に攻撃したのはあなたではありませんか！」

「そ、それはそうだけど……！　でもあたしの攻撃ではお兄ちゃん死ななかったよ！　トドメを刺したのはお姉ちゃんだから！」

「そ、それは間が悪かっただけです！　あなたがお兄さんを攻撃して瀕ひん死しにしていなければ、私の攻撃で死んではいなかったはずです！」

「ぐぬぬぬぬ……！」

「むむむむむ……！」

　現実で睨にらむ合う二人。なにやってんだとこっちが注意する間もなく一瞬しゆんでケンカモードに突とつ入にゆうしてしまっており、口を挟はさむ暇ひまもなかった。

　二人はひとしきり言い争っていたが、間もなくバッとこちらを振り向いて、

「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）どっちが悪いの!?」」

　と、いつも通りのケンカスタイルで迫せまってきた。

「い、いや、二人とも知らなかったわけだから事故だろ。強しいて言うなら、そのことでケンカしてる二人ともが悪い！　というわけでストップ！　ケンカストップ！」

　俺はそう言って二人を止めようとするが、それくらいで止まるようなら普ふ段だんからの苦労もないわけで……。

　結局二人は「こんなんじゃみさ姉に……！」とか「それではどうすれば……！」なんてよくわからないことを言いながら、どこか困ったような顔でケンカを続けるのだった。

「……あ、あの、葉山さん……」

　俺はとりあえず二人を放置して、葉山さんの方に向き直る。

　ゲームの散々な結果や、二人がところかまわずケンカしていることなど、せっかく遊びに誘さそってもらったのに申し訳ないことばかりが続いており、俺は家族としてこの状じよう況きようについて謝ろうと思ったのだが、

「……ん？　葉山さん？」

　なぜか葉山さんはＰＣの画面をぼんやりと眺ながめながら身動き一つせず、俺の声にも気づいていないようだった。

　俺は訝いぶかしみながらも再度声をかける。すると葉山さんは急にクルリとこちらの方に振ふり返かえると、なぜかちょっと興奮した様子で、

「……楽しいね、御堂くん……！」

　と、そんな意外なことを言ってきたのだった。

「え？　た、楽しいって……？」

「私、こんな初期レイドで全滅したのって初めてなんだ……。しかも、フレンドリーファイアからあんなことになるなんて……。今まで経験したことなかったから、なんだかすっごく楽しい……！　これがみんなでわいわいゲームをプレイするってことなんだね！」

　……え、えーと。

　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせながらそんなことを言う葉山さんに、俺はなんて答えたらいいかわからず顔を引きつらせる。

　……ま、まさかこんな反応が返ってくるとは……。てっきり、せっかくの機会なのにこんな無茶苦茶なことになって悲しまれるかと思っていたんだが……。

　今までずっと第一線で活かつ躍やくしてきたゲーマーは、こんな低レベルすぎるプレイとは無む縁えんだったのだろう。それがかえって新しん鮮せんさを覚える結果になってしまっているらしい。

　葉山さんに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせなかったというのは助かったが、なんだろう……？　なんか素す直なおによかったと思えない自分がいる……。

「ねえ御堂くん、もっとしようよ！　ゲーム！」

　俺が複雑な気分でいると、葉山さんは待ちきれないと言った感じで前のめりになる。

　その様子は普段の控ひかえめで大人おとなしい葉山さんの印象とは違っていて、本当にゲームが好きなんだなってことがストレートに伝わってくる。後ろでギャーギャー騒さわいでる姉妹のことも目に入ってない様子だ。

　その後、俺は菫と椛の言い争いを『とりあえず』、『なんとか』、『一時的に』止めることに成功し、またみんなでゲームプレイに戻った。

「ねえ、今度はアリーナをしない？」

　すっかりノリノリになっている葉山さんは、積極的にそう提案した。

　アリーナとは二人ずつのチームに分かれて対戦する少人数戦のことだ。

　ランダム組み分けでゲームを始めると、俺と葉山さん、菫と椛のチームに分かれてゲームが始まってしまった。

「あ、経験者同士と初心者同士にわかれちゃったね。これはハンデがいるかな？」

　葉山さんはそう言って楽しそうにしているが、俺はそれどころじゃなかった。

　葉山さんとのペアになったことで二人がものすごい形相でこちらを睨んでいるのも恐おそろしいのだが、それ以上に別の懸け念ねんがあったのだ。

　……それは、二人が一いつ緒しよになると、またさっきみたいな惨さん状じようが繰くり広ひろげられるんじゃないかってことだ。

　可能性は十分ある。ゲーム内でもケンカを始めて、チーム対戦どころじゃなくなる危険性が非常に高い。そうなれば、さすがに葉山さんも楽しんではいられないだろう。どうなることか……。

「がんばろうね、御堂くん！」

　葉山さんはそんな俺の心配など知る由もなく、笑顔でそう言ってきた。

　それを見た菫と椛の顔がさらに不ふ機き嫌げん色に染まる。……どう見てもヤバイ気配だ。

　そうこうしているうちに対戦が始まったのだが、

「……わっ!?　二人とも本当に初心者なの!?　すごく上手じようず……！」

　意外なことに、二人は言い争いを始めることもなく静かにプレイしていた。

　……いや、ただプレイしているだけじゃない。かなり真しん剣けんな様子で挑いどんでいるようだった。実際、ゲーム内でも二人の動きには無む駄だがない。

「お姉ちゃん、そっち……！」

「わかっています……！」

　葉山さんの言う通り、二人の動きはとても初心者とは思えなかった。

　さっきの協力プレイでは協力の欠片かけらもなく言い争っていたはずの二人が、なぜか今は完全に息の合った連れん携けいを見せているじゃないか。

　俺はその変化に目を白黒とさせる。一体何がどうなってんだ……？

「……くっ、手て強ごわいね！　的確に私を狙ねらってきてる……！」

　しかも二人は、こっちのチームの穴である葉山さんに攻こう撃げきを集中させていた。

　葉山さんはヒーラーというクラスの特性上、サポートは上手うまいが直接的な攻撃をさばくのは不得意なのだ。それがわかっての立ち回りなのだろうか？

「美咲を、美咲を倒たおさなければいけません……！」

「うん……！　せめて今はゲームの中だけでも……！」

　……な、なんかそんな細かいことを考えているようには見えないんだが……。

　どっちかというと個人的な恨うらみで仕し掛かけているような……？　いや、あの二人が葉山さんに恨みなんて持ってるわけがないんだけどさ……。

　そんなことを考えている間にも、二人は見事な連携を見せて葉山さんを翻ほん弄ろうしていく。

　ハンデをつけているとはいえ、プロゲーマーである葉山さんを追おい詰つめるなんて相当なものだった。

　……なんだ、やろうと思えばケンカなんかせずに、二人でちゃんと共きよう闘とうできるんじゃないかよ……。

「御堂くん……！　サポートお願い……！」

「あ、うん！」

　その時、葉山さんにそう言われて、俺は自分の思考から戻ってゲームに集中する。

　とにかく、二人を葉山さんから引き剥はがさないと。

「あ、お兄さんは邪じや魔ましないでください！」

「そうだよ、これはあたし達の戦いなんだから！」

「いや、これチーム戦だろ!?」

　そんなやり取りを交わしつつ、その日、俺達は満足するまで葉山さんの家でゲームを楽しんだのだった。

















対策を練る妹達　～菫すみれの場合～
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「はぁ、一体どうすればいいのでしょうか……」

　私は深く深くため息を吐つきながら、そんな今まで何度繰り返したかわからない台詞せりふを再度呟つぶやきます。

　美み咲さきの語っていた運命の人というのが他ならぬお兄さんであると判明して以来、私はこのように心休まる時がないといった状態なのです。

　美咲はお兄さんを慕したっており、いつその想おもいを吐と露ろするか──いつお兄さんに告白するのかと考えると、心配で心配で夜もぐっすりと眠ねむることができません。

　とはいえ、そういったことが今すぐにでも起こるといった気配は、幸いなことに今のところは感じられません。

　確かに美咲は、お兄さんをお家うちに招いたりと積極的な行動には出ていますが、だからといって急にそんな危機的状況になるということは、おそらくないでしょう。

　だったらしばらく様子を見るしかないのではないか──

　順当に思考を進めると、そういった結論に至ると思います。私自身も、結論としてはそれしかないだろうと考えています。

　……ですが。

　頭ではそうわかってはいるのですが、かといって安心などとてもできないという事情があるのです。

　私は美咲と小さい頃ころからずっと仲良しでした。

　従姉妹いとこであり同い年ということもあって、たまに親しん戚せきの集まりなどで会う機会があった時などは、椛もみじも含ふくめてずっと一緒に過ごしていました。

　中学生になり、お父さんにノートパソコンを買っていただくと、それを使って美咲とビデオチャットで定期的にお話をするようになりました。そこでいろいろなお話をしていたのですが、今思い出すのは美咲の悩なやみのことです。

　基本的にビデオチャットでは学校でのことや友達のこと、勉強についてのことなど、日々の他愛もない近きん況きようを報告し合っていたのですが、ごくたまにそれ以外の少し込み入ったこと──お互たがいの悩みなどを話し合う場合もありました。

　私達の悩みはもちろん最愛のお兄さんと離はなれ離ばなれになって、しかも連れん絡らくもとることができなくて寂さびしいといったものでしたが、美咲の悩みは主に家族のことに関してでした。

　美咲の家は両親と美咲の三人家族。つまり、家族の悩みとは即すなわち両親についてのことでした。

　美咲のお父さんとお母さんは、とても真ま面じ目めで教育熱心な方々です。

　美咲のことを本当に愛しておられるのですが、それゆえに美咲の教育に関しては厳しい一面もありました。

　美咲も真面目な子ですから、そういうご両親を尊敬して常に期待に応こたえてきました。

　おかげで成績も素晴らしく、品行方正でどこに出しても恥はずかしくない女の子に育ちました。美咲自身もそういった境きよう遇ぐうに納得していたのですが、ただ一つだけ、ご両親に対して不満を持っていました。

　それは、ゲームに対することだったそうです。

　プロゲーマーというお仕事をしていることからもわかる通り、美咲はゲームが大好きです。それこそ、子供の頃から大好きでした。

　ですが、美咲のご両親はそのことをあまり好ましく思っていなかったようでした。

　それでも、大人おとなしい美咲がこれだけはどうしてもというので、ご両親は美咲がゲームをするのを渋しぶ々しぶですが認めていました。

　美咲もそれが原因で成績を落としたりすることはないよう注意しながら、ご両親になんとかお目こぼしをいただく形でゲームを続けていきました。

　そんなある日──美咲が高校一年生の時に事件は起きました。

　それは、美咲がスカウトを受けてプロゲーマーになったことでした。

　当然ご両親は反対しましたが、その時ばかりは美咲は折れませんでした。

　大好きなゲームを仕事にする最初で最後の機会──美咲はそう言っていましたが、それを棒に振ふることなど、美咲にはできなかったのです。

　結局、どうしても折れない美咲に根負けするような形で、ご両親は認めざるを得なくなりました。とはいえ、もちろん納得していただいたわけではありません。

　それ以来、美咲はご両親との関係がギクシャクしたものになったそうです。

　険悪というわけではありませんが、どこかご両親との間に壁かべができたような……、美咲がそう言って寂しそうな顔をしていたのを思い出します。

　私と椛はそんな美咲の悩みを聞いて、もちろん心配していました。私達に何かできることはないだろうかと話し合ったりもしていたのですが、ある時を境に、美咲は急に生き生きとした様子を見せるようになりました。悩みが解決したのです。

　美咲の悩みを救ったのは、クラスメートの男の子だったそうです。

　美咲はその男の子と仲良くなり、ある日ひょんなことから悩みを打ち明けたところ、とても勇気づけられる言葉をもらったんだと言っていました。

　その男の子に自分はどれだけ救われたか──画面の向こうでうれしそうに語る美咲の姿は今でもハッキリと思い出せます。

　美咲はその男の子を好きになりました。彼はもう転校してしまったけれど、それでも想いは胸に残ったままだと言っていました。私も椛もそんな素す敵てきなお話を聞いて、美咲の恋こいを応おう援えんしていたのですが──

　……その男の子が、まさかお兄さんとは……。

「……はぁ」

　こんな劇的な、まさに運命的な出来事が起こってしまうと、今はまだ大だい丈じよう夫ぶなどという考えには何の保証もないということが改めてわかります。

　今は大丈夫かもしれないけれど、明日はどうなるかわからない。

　……やはり、安心なんてとてもできません。手をこまねいている暇ひまなどなく、この状じよう況きようをなんとかしないといけないのですが……。

「みさ姉ねえの恋は応援したいんだけどね。……その相手がお兄ちゃんじゃなければ」

　その時、テーブルに頬ほお杖づえをついていた椛がそう呟きました。

　今私は自室で、椛と二人で善後策を検討しているところなのですが、お互いに同じことを考えているようで、なかなかこの現状を打破する案は思いつかないでいるのでした。

「……美咲を直接どうこうできないとなると、やはり働きかけるべきはお兄さんの方ということになるでしょうね」

「そう、だね……」

　私の言葉に、椛が言葉を濁にごしながらも頷うなずきます。

　椛もまた、いくら恋こい敵がたきとはいえ大切な従姉妹である美咲を傷つけるようなことはできないと思っているのでしょう。しかし、だからといってじゃあどうすればいいかということについては、私同様に答えが出せてないようです。

「……とにかく、美咲以上の魅み力りよくでお兄さんに振り向いてもらう以外はないと思います。お兄さん自身の選せん択たくならば、美咲も諦あきらめざるを得ないでしょうから」

「まあそれがベストだよね。ただ、問題はどうやってお兄ちゃんに振り向いてもらうかってことだけど……。そこも含めてみさ姉は強敵だから」

　確かに、美咲のあの自然な裏表のない感じでのアプローチは驚きよう異いです。男の子なら思わずドキリとしてしまうのも無理はないでしょう。

　……くっ、清純だと思っていた美咲がまさかあんな……！

　恋とはそれほど人間性を変えてしまうものなのですね……！

　私達はそういった感じで、特に有効な手段を講じることもできず、ただいたずらにうんうんと唸うなり続けるしかありませんでした。

「あ、あたし今日洗せん濯たく当番だから行ってくるね」

　やがて椛はそう言って部屋を出ていってしまいました。

　残った私は一人で対策を考え続けるのですが、やはり名案は思おもい浮うかびません。

「……あ、そういえば」

　ですがその時、ふと私の脳裏をよぎったことがありました。

　それは美咲が写真集を出していたことです。

　ああいった写真は、普ふ段だんの姿とはまた違ちがう女の子の魅力を際立たせるものでしょう。

　お兄さんはそれを事前に見ていました。もしかして、それがさらに美咲に魅力を感じる作用を生み出しているのではないでしょうか……？

　……か、可能性はあります。そういった非日常の姿を覚えていたことで、普段接する時にも無意識のうちに美咲の魅力的な姿を思い浮かべていたのでは……？

「そ、そうです、そうに違いありません！」

　私は思わず立ち上がっていました。

　普段の自分とはまた違った魅力を見てもらえれば、それだけ振り向いていただく可能性も上がるというものです。……だったら私もそうすべきではないでしょうか！

　そう考えた私は、急いで部屋を飛び出してお父さんの部屋へと向かいます。

「お父さん、カメラを貸してくださいませんか！」

「……む？　かまわんが……？」

　いきなりやって来た私にお父さんは怪け訝げんそうな顔をしながらも、そう言ってデジタルカメラを取り出してくれました。

　私はそれを手にすると、すぐに踵きびすを返してお兄さんを捜さがしに行きます。

「あ、ここにいらしたのですね！」

　間もなく、リビングにいたお兄さんを発見する私。見ると、そこには椛の姿もありました。どうやら二人で洗せん濯たく物ものをたたんでいるところのようでした。

　……これは、おそらくお兄さんが椛を手伝っていたのでしょう。私の知らないところでお兄さんと二人きりで家事をしているなんて、なんて羨うらやましい……！　まさに抜ぬけ駆がけではないですかこれは……！

　と、今はそんなことを言っている場合ではありませんでしたね。

「ん？　どうした菫？」

「お姉ちゃん？　なんか急用なの？」

　私が勢いよく飛び込んできたことに、二人はキョトンとした顔でそんな反応を返してきました。

　ですが私はそれには答えず、つかつかとお兄さんの方へと歩み寄ります。

「はい、これをどうぞお兄さん」

「へ？」

　そして、お兄さんの手に先ほど借りてきたデジタルカメラを載のせる私。

　お兄さんは私の顔と自分の手の中にあるデジタルカメラを何度も見比べながら、呆あつ気けにとられたような表情になります。

「これって……、え？　どういうことだ？」

　いきなりの私の行動に、まるで意味がわからないといった様子で戸と惑まどうお兄さん。

　確かに、急にデジタルカメラなんて手て渡わたされたらそういう反応になるのも無理はないかもしれません。

　……ですが、私の真意を説明すれば、きっとご納得いただけることでしょう！

「さあお兄さん、それで私をどうぞ撮さつ影えいしてください！」

「「……は？」」

　私の言葉に、お兄さんだけではなく横で聞いていた椛までもがポカンと口を開きます。

　……む、息がピッタリじゃないですか。こんな時に仲良しアピールをするなんて、椛ったら本当に油断も隙すきもない子ですね。

「……え、えっと、待ってくれ」

　お兄さんがそう言って、なにやら難しい顔で考え込み始めました。

　どうしたのでしょうか？　私は何も難解なことなど言っていないはずですが。

「お、俺の聞きき間ま違ちがいかな……？　なんか今、これで菫を撮影しろとか言われた気がするんだけど……」

「はい、そのようにお願いしました。なので、さあどうぞ！」

「さあどうぞじゃないよなぁ!?」

　おや、お兄さんがいきなり頭を抱かかえてしまいました。まさか頭痛かなにかでしょうか？　そ、それはいけませんね。私が全力で看病しなくては！

「あー……、その、なんだ……、普段から意味不明なことは多いけど、今回は特別に意味がわからない……。なんで急に撮影だなんて話になってんだ……？」

　どこか疲つかれた様子のお兄さん。やはり体調がすぐれないのでしょうか？　看病をしつつお兄さんにアピールするというのも魅力的ではありますが、今は当初の作戦をまずは優先しなければいけません。

　とはいえ、正直に理由を説明することはできないんですけれど。

　まさかお兄さんの前で「魅力的な美咲に対たい抗こうしてお兄さんに振り向いていただくために私のグラビア写真を撮影していただきたいのです！」などというはしたない本音を口にすることなどできるはずもありません。

「も、もちろんそれは、家族にとって必要なことだからです」

　なので私はそう言って誤ご魔ま化かさざるを得ませんでした。

「え？　そ、そうなのか……？」

　家族というものに強いこだわりをお持ちのお兄さんは、こういう言い方をするとそれ以上追つい及きゆうしてこないのです。お兄さんの純じゆん粋すいな心を利用してしまっているという心苦しさはもちろんありますが、申し訳ありません。そこはお許しください。

「はい。この前家族全員で写真を撮とりましたよね？　それと同じで、家族一人一人の写真もまた大切ですから、私の姿をお兄さんに撮影していただきたいと思いまして」

「な、なるほど、確かに……！」

　私の言葉に、お兄さんは真しん剣けんな顔で頷きます。

　……ああ、お兄さんは本当に純真です……！　その疑うことを知らない無む邪じや気きな心に触ふれていると、もう愛いとおしさが溢あふれてきてたまらなくなります……！　できることならば、この場ですぐにでもお兄さんの胸に飛び込みたいところです……！

「いやいや、お姉ちゃんなに言ってんの……」

　ですが、私はその椛の一言でハッと我われに返ります。

　……危ないところでした。椛がいなければ、本当にそうしていたかもしれません。

　ここは椛に感謝したいところですが、そもそも椛がいなければとうの昔にお兄さんに告白していただろうことを考えると、なんとも複雑な気分になってきます。

　それはともかく、椛にだけはちゃんと私の意図を伝えておかないといけません。変に邪じや魔まをされては困りますからね。

「椛、ちょっと……」

　私は椛を呼び寄せて、お兄さんに聞こえないように小声で今回の作戦を説明します。

「……お姉ちゃんってさ、頭がすごくいいはずなのに、時々バカだよね……」

　するとなぜか、まるで可哀かわい想そうな人を見るような視線が返ってきました。

　……心外ですね。どこがバカなのですか。

　恋敵の特性を把は握あく・分ぶん析せきした上での、実に的確な作戦ではありませんか。

「……そんなことを言うのなら、他に何かいい案でもあるのですか？」

「……それは──……すぐには思いつかないけどさ」

「……でしたら、やはりこの作戦を進めるしかありません。あなたが気に入らないなら、せめて邪魔だけはしないようにしてください」

　私はそう言って「あ、お、お姉ちゃん」と呼び止める椛を振ふり切りながら、再びお兄さんの方へと向き直ります。

「それではお兄さん、私の写真を撮影していただけますか？」

「お、おう。家族なんだから、写真くらい当然撮るよな。……うん、そういうことなら任せとけ！」

「ありがとうございます！　さすがお兄さんです！」

　私は多少の罪悪感を抱いだきつつも、快かい諾だくいただいたお兄さんに感謝の言葉を述べます。

　……やりました！　これで後は、私も美咲のような写真で魅力をアピールするのです。

　しかも私の場合はカメラマンがお兄さん本人ですから、美咲よりもアドバンテージがあるといえます。できあがる写真だけでなく、撮影中もお兄さんに精せい一いつ杯ぱいアピールし、私に振り向いていただけるようがんばらなければ……！

「……い、いいのかなぁ……」

　そんな椛の困こん惑わくした声が聞こえてきましたが、なにはともあれそうやって、撮影会は開始されたのでした。




「……でも、写真っていってもどんな感じで撮ればいいんだ？」

　お兄さんはしばらく私に向かってカメラをかまえていましたが、やがて首を傾かしげながらそんなことを口にしました。

「カメラマンはお兄さんですから。お兄さんが撮りたいと思う私の姿を、どうぞ存分にお撮りくださればいいんです」

　その問いに、私はそう答えます。これは誤魔化しではなく本心でした。

　お兄さんが魅み力りよく的だと思う私の写真を撮っていただくことが今回の作戦の目的なわけですから、私はお兄さんが撮りたいと思う要望に応こたえるまでです。

　とはいえ、お兄さんはプロのカメラマンではありませんから、急にそんなことを言われても戸惑っているようでした。試ためしにといった感じで二、三回シャッターを切りますが、どうもしっくりと感じていない様子です。

　一方で私の方もただ立っているだけなので、こんなことではお兄さんに魅力をアピールすることはできないでしょう。ならばここは……、

「お、お兄さん、私がいくつかポーズをとってみますので、それを、か、可愛かわいく撮っていただけますか？」

　私はそう言って（か、可愛いなどと自分から口にするなんて恥はずかしい……！）壁かべに背を預けながら少しだけ首を傾かたむけ、上うわ目め遣づかいになるポーズをとります。

　これは美咲が写真集の中でしていたポーズです。

　美咲と同じポーズをとりながら、さらにお兄さんの手でより可愛いと思える写真を撮っていただければ、きっと美咲以上に魅力をアピールすることができるでしょう。

「あ、ああ、わかった」

　お兄さんはちょっと驚おどろいたように頷うなずきましたが、やがてポーズをとった私をいろんな角度から撮影し始めました。そうしてできた写真を確かく認にんし、構図などを再調整しながら何度も撮影していくお兄さん。

　やがて慣れてきたのか、そういった動きがだんだんスムーズになってきました。

　お兄さんが納得できたという写真を見せてもらうと、そこにはポーズをとっている私の姿が上手じようずに写し出されていて、思わず感動してしまいました。

　もちろん美咲の写真集はプロの方が撮影したものですから、そういう意味ではレベルの違ちがうものでした。

　ですが、こちらの写真はお兄さんの手で撮っていただいた特別なものです。

　お兄さんがお兄さんの考えで、私の魅力を引き出そうとして撮っていただいた写真ですから、どちらがうれしいものかは比べるべくもありません。

　……いい写真を撮ろうとして、自然と私の魅力を目まの当たりにする……！　さらには、お兄さんに撮っていただいた写真まで手に入るというんですから、やはりこの作戦は我ながら完かん璧ぺきですね！

「で、では次は別のポーズにしますね」

　私はうれしくなって、ますます張り切ってポーズをとります。お兄さんもお兄さんでやる気が出てきたのか、さまざまなポーズの私を熱心に撮影し始めました。

　振り向いた姿勢の私。椅い子すに座って上目遣いの私。窓の外を見つめる私。本を読んでいる私。そして笑え顔がおの私……。

　いろんな私を撮影していくお兄さんは、ちゃんと私の魅力を感じていただけているでしょうか？　私の方は、ファインダー越ごしのお兄さんの視線に、普ふ段だんとはまた違った感覚を覚えます。

　……ああ、お兄さんの視線が熱いです。それだけ私の魅力を引き出そうとしてくださっているのでしょう。もしお兄さんが私に魅力を感じていただけるのならば、このまま私だけをずっと見続けてもらいたいです……！

「あ、あの、お兄ちゃん？」

　ですがその時、そんな夢ゆめ心ごこ地ちの私を、椛の一言が現実に引き戻もどします。

「そのー……、あ、あたしの写真も撮ってもらっていいかな？」

「……むっ！」

　たちまち警けい戒かいする私。

　……これは、きましたね。今までずっと黙だまって横で見ていた椛でしたが、私が幸せそうにお兄さんに撮影されているところを見てどうやら我が慢まんしきれなくなったようです。

　半ば予想はしていたことですが、残念ながらあなたの望みはかなわないでしょう。

　なぜなら、お兄さんは既すでに私の魅力の虜とりこになっているに違いないからで──

「ああ、もちろんいいぞ」

「……なっ!?」

　ですが私の考えに反して、お兄さんはいとも簡単に了りよう承しようしてしまったではないですか。

「な、なぜですか!?　わ、私の魅力が足りなかったのですか……!?」

　私は涙なみだ目めでお兄さんに詰つめ寄よりますが、

「み、魅力？　いやだって、家族の写真は大切だって菫も言ってたじゃないか」

　普ふ通つうにそんな正論が返ってきたので、私は言葉に詰まってしまいます。

　……た、確かにそう言いましたけど！　でもそれは方便というもので……！

「やった……！　じゃ、じゃああたしもお姉ちゃんみたいにいろんなポーズとるから、可愛い写真を撮ってね！」

　私が愕がく然ぜんとしていると、椛はさっさとお兄さんのカメラの前に立って撮さつ影えいを始めてしまっていました。

　その言葉通り、私と同じようにさまざまなポーズをとっていく椛。さっきまでは微び妙みような顔をしていたくせに、今はノリノリではないですか……！　まったくあの子は素す直なおでいい子なのですが、こういう要領のいいところがあるから困ります……！

　……ふう、ですが、ここは落ち着きましょう。さっきも言った通り、半ば予想していたことではないですか。椛もまた私と同じようにお兄さんのことが大好きなのですから、こうやって参加してくるのは当然のことです。

　美咲以上の魅力をお兄さんに感じていただいた後は、椛との戦いになるのは明白だったわけですから、後は椛よりもさらに可愛い写真をお兄さんに撮っていただけるようがんばるだけの話です。

　私はそんなことを考えながらうんうんと頷いていたのですが、

「お、お兄ちゃん、このポーズはどうかな……？」

「あ、う、うん、いいと思うけど」

「……？」

　ふと、私はなんだか雰ふん囲い気きに違い和わ感かんを覚えます。

　なんでしょうかと思いながら、お兄さんたちの方を振り返ったのですが、

「……なっ!?」

　その瞬しゆん間かん、私は絶句してしまいます。

「も、椛!?　あなた、一体何をしているんですか!?」

　というのも、いつの間にか椛がトンデモナイポースをとっているではありませんか!?

　ソファにうつぶせに寝ね転ころがり、上体だけを起こしてお兄さんを見つめている椛。

　短いスカートから伸のびる椛の健康的な両りよう脚あしが扇せん情じよう的に投げ出されているのもそうなのですが、なによりその姿勢によって無む闇やみに強調されている胸がトンデモありません！

　……な、なんなんですかあの凶きよう悪あくな膨ふくらみは!?　胸というのはそんなにも深い谷間を刻むものなのですか!?　ああ、お兄さんも顔を赤らめて恥ずかしそうにチラチラと見ているではありませんか！

「べ、別にー？　ただ可愛いポーズで写真撮とってもらってるだけじゃん？　ねえお兄ちゃん？」

　しかし、椛はそんな白々しいことを言います。

　目が泳いでいるのが誤ご魔ま化かしである証しよう拠こです。あれは間ま違ちがいなく、この状じよう況きように乗じて、お兄さんを誘ゆう惑わくしようという企たくらみに違いありません。し、しかも胸を使って……！

「お兄さん、ちょっと見せてください……！」

　私は嫌いやな予感がして、お兄さんからデジタルカメラを奪うばい取とります。

　そうしてメモリーを確認すると、やはり、その予感は的中しました。

「な、なんですかこの写真は！」

　そこに映っていた椛の写真は最初の方こそ普通でしたが、やがてやたらと上からのアングルを求めるポーズばかりになっていました。

　そうすると自然と椛の反則的な胸が強調される結果になって──

「こ、これは明らかに狙ねらっているじゃないですか……！　よくもまあ、こうも胸を強調するポーズばかりを……！」

「ひ、人聞きの悪いこと言わないでよね。あたしはただ単に、可愛いと思ったポーズをとってただけで」

「この床ゆかにペタッと座って両りよう腕うでで胸を挟はさみ込むような体勢も、可愛い以外の意図がなかったと言うつもりですか!?」

「い、いいじゃん！　お兄ちゃんも可愛いって言ってくれたし！」

「な……っ!?　そ、そうなのですか!?」

「あ、ああ、まあ、うん……」

　お兄さんは顔を赤らめ、目を逸そらしながらもそう頷きます。

　そ、そんな!?　確かにこの写真の椛が果てしなく可愛いのは事実ですけど、これでは先ほどの私の印象がすっかり霞かすんでしまうじゃないですか！

　……な、なんということでしょう。少し目を離はなした隙すきに、私の会心の作戦がすっかり椛に利用されてしまっていたなんて……！

　やはり椛は油断なりません。こうなった以上は、私も手段を選んでいる余よ裕ゆうはありませんでした。美咲に勝つのも重要ですが、それと同じくらい、もっとも身近な恋こい敵がたきである椛に勝つのは重要なことなのですから！

「お、お兄さん、もう一度私の写真を撮ってください！」

　気がついたら、私は半ば無意識のうちにそう口に出していました。

「もう一度って、さっきもう結構撮ったと思うけど」

「い、いえ、まだやっていない構図がありましたので、お願いします！」

　私は強引にお兄さんにお願いし、もう一度カメラを構えてもらいます。

「それで、今度はどんなポーズを？」

「い、いえ、次はポーズではなく、アングルで攻せめようと思います。……な、なのでお兄さん、カメラを構えたまま、そこに寝転んでもらえますか」

「へ？」

　私の言葉に、お兄さんは呆あつ気けにとられた様子でした。しかし私は構わずに、半ば無理矢理お兄さんをその場に寝ねかせます。……そ、そして！

「で、ではそこから撮影してください……！」

　スカートを押さえながら、お兄さんへと近づいていく私。

　……う、うう、恥ずかしいです……！　み、見えてないですよね……！

「ちょ……っ!?　ど、どういうことなんだ!?」

「お、おおおお姉ちゃん!?」

　私は恥ずかしさに顔が燃え上がるようでしたが、一方でお兄さんも椛も、私の行動に真っ赤かになって焦あせります。

「で、ですから、次は、その……、ローアングルからの撮影をお願いします……！」

「なんで!?　ど、どういった考えで!?」

「べ、別に邪よこしまな意図はありませんよ!?　た、ただ私は、あの、椛とは逆に、その、脚あしのラインには自信があると言いますか……!?　だから、その、それを強調したアングルなら、もっと可愛く撮ってもらえるかと思ってですね……！」

　私はお兄さんの下からの視線にどぎまぎしながらそう答えます。

　言ってること自体は別にウソではありませんでした。ただもっと正確に言うなら、私は椛のように胸を使って誘惑することができないので、ならばまだ自信のあるお尻しりから脚のラインを強調することで、お兄さんに魅み力りよくを感じていただきたいと思ったのです。

　……ああ、自分で考えていて、あまりのはしたなさに頭がクラクラしてきます……！

　ですが！　これも椛に対たい抗こうするため！　私はお兄さんに振ふり向むいていただけるならば、なんだってする覚かく悟ごなのです……！

「さ、さあお兄さん、撮影を始めてください！」

「は、はい!?」

　私が強い口調でそう言うと、お兄さんは気け圧おされたようにカメラを構えます。

　……うう、お兄さんのファインダー越しの視線が下から……！

　恥はずかしい恥ずかしい恥ずかしい……！　で、でもお兄さんも私と同じくらい顔が真っ赤ですから、きっと意識してくださってますよね……!?

「あ、す、菫、あんまり動くと……！」

　その時、お兄さんのそんな声が聞こえてきて、私は「あっ」と慌あわててスカートをさらに強く押さえます。

　……だ、ダメです。少しでも動くとすぐに見えてしまいます……！

　いくら愛するお兄さん相手でも、自ら下着を見せるなどそんなはしたないことはできません……！　そ、そういうのはまだ早いです……！　とはいえ、いつそういうことになってもいいように、下着選びは毎日入念に行ってはいるんですけど……！

「は、早く撮ってください……！」

　私は恥ずかしさに耐たえきれなくなり、お兄さんにそう促うながします。するとお兄さんは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした顔を見せながらもシャッターを切り始めます。下から聞こえてくるシャッターの音に、私はもう頭の中がグルグルになって、何が何だかわからなくなってきました。

　……で、ですがこれで、お兄さんもきっと私の魅力に……！

「ちょ、ちょっと！　そういうことならあたしも……！」

「椛!?」

　ですがその時、椛がまた乱入してきたではありませんか。

「お、お姉ちゃん、ズルイよこんな……！」

「な、何を言っているのですか……！　あなたが私にできない方法をとるから、私はこうせざる……！」

　あたしも撮ってと寄ってくる椛と、あなたの方がズルイですと押おし戻もどそうとする私。

　そうして小こ競ぜり合あいが始まったわけですが、そのせいで私達は、一いつ瞬しゆん自分達が寝転んでいるお兄さんのすぐ傍そばに立っていることを忘れてしまいました。

「お、おい！　そんなところで暴れたら……！」

　その声にハッと気がつく私達。見下ろすと、その瞬間お兄さんが慌てた様子で視線を逸らしました。……つ、つまり、今見られて……!?

「あ、あうあうあう……！　ももも椛！　あ、あなたが入ってくるから……！」

「お、お姉ちゃんがそもそもこんなバカなこと始めたからでしょ!?」

「だから！　ケンカしてる場合か！　早くそこからどいてくれ！」

　私達はすっかり混乱してしまい、お兄さんの必死な声も耳に入らず、あなたがお姉ちゃんがとその場で言い争うしかありませんでした。

「……あなた達、何やってるのかしら？」

　ですがその時、不意にそんな声が聞こえてきて、振り向くとお母さんがリビングの入り口から不思議そうな顔で首を傾かしげていました。

「い、いえ、これは！」

　その瞬間、お兄さんは無理矢理私達の下から抜ぬけ出だすと、あまりの狼ろう狽ばいに舌が回らない様子ながらも、必死に身み振ぶり手振りを交えながら説明しました。

「ふ、二人にせがまれて、家族の写真を撮っていたんです！　本当です！　なにもやましいことなんてありませんでした！」

「家族の写真？」

　幸い、お母さんはいつものことだと思ったのか、私達の体勢とか言い争いのことは問わず、そのことだけを問い直しました。

　お兄さんが「家族の写真を撮るのは大切なことで」とか「自分の手で撮るのが家族の一員として重要で」などと、まだ慌てながらそう返すと、

「あら、じゃあ私も隼はや人とくんに撮ってもらおうかしら」

「「「え？」」」

　なんとお母さんは、いつも通りの笑え顔がおでそんな意外なことを言い出したのです。

「ふふ、じゃあよろしくね隼人くん」

　気がついたら、お母さんはソファに座っていました。

　お兄さんは戸と惑まどいながらもカメラを構えます。私と椛は、想定外の展開にただ黙だまって見つめているしかありませんでした。

　……まあ、怒おこられなかったのはよかったですし、お母さんもお兄さんに写真を撮とってもらいたかっただけかもしれませんが……。

「どうかしら？　綺き麗れいに撮れてる？」

「あ、はい。こんな感じです」

「あら、上手じようずじゃない隼人くん。すごいわ」

「い、いえ、俺は別に……。遥はるかさんがもともと綺麗だからですよ」

「あらあら、うれしいこと言ってくれるのね。でも本当によく撮れてるわ。こんなに上手なら、まだ今のうちにもうちょっと色っぽい写真も残しておこうかしら」

　お母さんはそう言って笑いながら、少し身体からだを動かしてソファに座り直します。

　そうすると、わずかに姿勢を変えただけなのに、私達の目から見ても明らかに色っぽく見えるようになりました。身体の凹おう凸とつがハッキリしてラインが流れるようです。足のつま先まで女性らしさがにじみ出ています。

「どう？　隼人くん？」

「あ、あの、はい、色っぽさが出たと思います……」

　照れるお兄さんに、私も椛もムッとします。が、お母さんが色っぽいのは本当だったので何も言えません。

　……そんな意図なんてないとはわかっていますが、お母さんまでお兄さんを誘ゆう惑わくするようなことを……！　くっ、参考になります！

「ふふ、ありがとう。ついでだから、もう少し撮ってもらおうかしら」

　お母さんはそう言って笑いながら、さらに他のポーズをとろうとします。それを固かた唾ずをのんで見守るお兄さん。ついでに私と椛も。

「…………何をしている。みんなで集まって」

　ですが、その時またそんな声がして、今度はお父さんがリビングにやって来ました。

「い、いえ、ここここれは……！」

　その瞬しゆん間かん、お母さんの色っぽい写真を撮っていた（正確には撮らされていたですが）お兄さんは大いに慌てます。

「家族撮さつ影えい会よ。隼人くんに私の魅み力りよく溢あふれる写真を撮ってもらっていたの」

　そして、そんなお兄さんなど気にする風もなくそう答えるお母さん。

　お父さんはそれを聞いて「……ほう」と目を細め、お兄さんはサーっと青くなります。

　お父さんはお兄さんの方を振り返り、一歩踏ふみ出します。お兄さんは思わずといったように目をつぶりますが、

「…………では、俺も撮ってくれ」
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「……へ？」

　そんな言葉が聞こえてきて、お兄さんはポカンと口を開けます。

「ダメよあなた。せっかく隼人くんに撮ってもらうんだから、ちゃんとポーズとかも決めないと」

「…………では、これでいいか」

　そう言って、お父さんは力こぶを作り、持ち前の筋肉を強調するようなポーズを取ります。それを見て、呆気にとられるお兄さん。

「…………これではダメか、隼人」

「い、いえいえいえ!?」

「…………なら頼たのむ。……む、息子に写真を撮ってもらう、か」

　お兄さんは慌ててカメラを構えます。一方でお父さんは、表情こそいつもと変わらないように見えますが、私の目には明らかにうれしそうなのが見てとれます。

「あ、あの、撮れました」

「…………そうか。では、他のポーズもいくか」

「あらあらダメよあなた。みんな隼人くんに撮ってもらいたいんだから、順番。ね？　隼人くん？」

「え？　あ、その……、は、はい！」

　お母さんの言葉に、お兄さんは最初は戸惑っていたようでしたが、やがてパッと顔を輝かがやかせると、今度はやる気満々でカメラを構え始めました。

　……どうやら、これはお母さんとお父さんも撮影会に参加するということらしいです。

「……なんか変なことになっちゃったね、お姉ちゃん」

「……そのようですね」

　私も椛も苦笑します。せっかくお兄さんに魅力をアピールするために始めた撮影会ですが、気づいたら本当に家族全員でのイベントになってしまいました。

　それでも、楽しそうにしているお兄さんを見ていると、まあ仕方ないかなと思うしかなく、そうして私の作戦は意外な形で幕を閉じることになったのでした。




　……とはいえ、

「結局、思ったほどの効果が見られませんでしたね……」

　その後、撮影会が終わって部屋に戻った私は不満たらたらにそう呟つぶやいていました。

　一応それなりのアピールはできたと思うんですが、ハッキリと「菫、やっぱり俺はお前の魅力が一番だ……！」といったような、想定していた結果が出なかったことに不満を覚えざるを得ません。

「あ、あんなはしたないことまでしてしまったというのに、なぜでしょうか……」

　私はお兄さんに足元から撮影していただいた時のことを思い出しながら、かああぁと顔を熱くします。

　やはりお母さんとお父さんがやって来たことで、当初の目的が中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまったことが原因でしょうか……？　などと考える私でしたが、どうもそういう感じではないように思いますし……。

　やはり写真に撮っていただき魅み力りよくをアピールするという、最初の目的からダメだったのかもしれない──そう考えて、他のアプローチを探るべきかと頭を悩なやませ始めたその時でした。

「……！　いえ！」

　私は不意にあることに思い至って、思わずその場で立ち上がります。

　……そう、そうです！　アプローチの方向性が間ま違ちがっていたわけではないんです。

　ただ見落としていた要素があっただけです！

　私は美咲の写真集の中身を思い返しながら、自分の考えの正しさを確信します。

「そうとわかれば……！」

　私は弾はじかれたように押入れへと向かいます。そうして中を探し回り、やがて目的のものを見つけると、今からしようとしていることを思い浮うかべてカッと顔を熱くします。

　……は、恥はずかしい……！　それに、これは先ほどとは比ひ較かくにならないほどのはしたなさです……！

「……ですが、お兄さんに振ふり向むいていただくためにはやるしかありません……！」

　私は自分にそう言い聞かせて恥ずかしさを振り払はらうと、意を決して着き替がえ始めます。

　そして自室を後にすると、誰だれにも見つからないように足早に廊ろう下かを抜けます。

　向かう場所は──……もちろん、お兄さんの部屋以外あり得ません。

「お、おおおお兄さん……！　今、よろしいですか……!?」

「菫か？　いいけど、また何か用なのか？」

　私がドアの隙すき間まから頭だけを出すという体勢で訊たずねると、お兄さんは不思議そうな顔をしながらも部屋に招き入れてくださいました。

　私は覚かく悟ごを決めて、部屋の中へと入っていきます。

「な……っ!?　お、お前、その格好は……!?」

　次の瞬間、私の姿を見たお兄さんは大きく目を見開き、顔を真っ赤かに染め上げて絶句してしまいました。

「な、なんで水着なんかに……!?」

　そう、なぜなら今の私は水着姿だったからです！

　それも学校で使用するスクール水着ではなく、いつかお兄さんにお見せしようと考えて用意していた大だい胆たんなビキニ姿……！

　……ああ、こんなはしたない姿をお兄さんにお見せするなんて、自分の行こう為いの恥ずかしさに頭がどうにかなってしまいそうです……！

　ですが、これが私の出した結論なのです。つまり、写真を撮っていただいて魅力をアピールするという点は間違っていませんでしたが、美咲に対たい抗こうするために、同じように水着姿も撮っていただかないといけなかったのです！

　こうなってしまった以上は仕方がありません。後はもう、お兄さんの目に私の水着姿を焼き付けていただくだけです……！

「さ、撮影会の続きです！　今度はこの姿を撮ってください！」

「なんで!?　いやマジでなんでだ!?」

「か、家族なら水着姿を見せることくらい自然なことです！」

　私はまたその論調を取りますが、さすがにお兄さんは戸惑っているようです。

　ですが私はお兄さんに強引にカメラを預け、撮ってくださいとさらに迫せまります。

「ちょっと待った！　抜け駆がけはさせないからね！」

「な……っ、椛!?」

　ですがその瞬間、バンッとドアが開け放たれ、椛が部屋に飛び込んできました。

　しかも！　なんとその姿は私と同じ、ビキニの水着姿!?

「ど、どうしてあなたが!?」

「嫌いやな予感がしたんだよ！　お姉ちゃんならもしかしたら……って！　で、来てみれば案の定こんなことになってるし！」

　……そ、そんな!?　第六感で私の動きを先読みしたというんですか!?

　今にも水着からこぼれそうなほど豊満な胸を逸そらしながら、椛は「う～」と唸うなって挑いどむような視線をこちらに向けてきます。

　そして、私と椛の間にバチィッと電でん撃げきが走ります。

　……そうですか。なるほど、やはりあなたはどこまでも油断ならない存在です。

　想定外ではありますが、こうなれば仕方ありません。

「な、何が起こってるんだ!?」

　私と椛はそんなお兄さんの声に反応したかのように、同時にバッと振り向きます。

　そしてまだ事態が把は握あくできていないといった感じのお兄さんに、こう迫るのでした。




「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）どっちを撮とるの!?」」




「意味がわかんねーよ!?」

　なぜか泣きそうな顔になっているお兄さんでしたが、恥ずかしさやら対抗心やらですっかり興奮してしまっていた私達は、自分が自分がと譲ゆずりません。

　椛は「お兄ちゃんはおっぱい星人なんだよ！」と主張すれば、私は「お兄さんは脚あしにこそフェティシズムを感じるのです！」と応おう酬しゆうします。

　そうして私達は決して負けられない戦いを繰くり広ひろげていたのですが、




「……あなた達、何してるのかしら？」




　その時不意に、さっきリビングで聞いたのとは比べものにならないくらい冷たい声が聞こえてきて、私と椛の顔がサッと青ざめます。

　ギギギ……とさび付いたロボットのような動作でドアの方を振り向くと、そこにはお母さんがいつも通りの笑え顔がおで、そしていつも通りではない恐おそろしい気配を漂ただよわせながら立っているじゃありませんか。

「……さっきのはともかく、さすがにそれはやりすぎじゃないかしら？」

「い、いえ、これは、あの……！」

「ち、違ちがうんだよお母さん！　これには事情が……！」

　反射的に言い訳を口にする私達でしたが、そんなものがお母さんに通じるわけもなく、

「あなた達、元気が有り余ってるようだから、庭掃そう除じでもして来なさい。……ね？」

　恐ろしい笑顔でそう言われて、私達は震ふるえながらお兄さんの部屋を後にするしかなかったのでした……。

「な、なんだったんでしょうか、今のは……」

「忘れてあげて。発作みたいなものだから。ほんと、困った子達ね……」








対策を練る妹達　～椛もみじの場合～
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「はぁ、どうすればいいんだろ……」

　あたしはテーブルに頬ほお杖づえをついてため息を吐つく。

　みさ姉ねえの運命の人がお兄ちゃんだってわかって以来、ずっとこんな調子だった。

　どうすればいいんだろ、どうすればいいんだろって、そんな言葉ばっかりが頭の中をグルグルしてる。なんだか熱でも出てきそうだ。

　まあでも、お兄ちゃんはみさ姉の気持ちには気づいていないし、みさ姉もまだその態度をあからさまに表には出してないから、今はまだ様子見でいいんじゃない？　って意見もあるかもしれない。

　それはそれで正しいと思う。下手へたに刺し激げきして最悪な状じよう況きようになるかもって考えると、みさ姉が積極的に仕し掛かけてきてるわけじゃない今の段階で焦あせっても仕方ない。普ふ通つうに考えればそういう結論になるよね。

　……でもね、やっぱ無理。みさ姉のあの話を聞いてたら、そんなことは絶対言えない。

　みさ姉とビデオチャットで定期的にやり取りしてたって話はもうしたと思うけど、その時、みさ姉からしてもらった話──『救われた話』っていうのを、あたしは思い出す。

　みさ姉はプロゲーマーになることをお父さんとお母さんから反対されて、それでもなんとか押し通したんだけど、それ以来両親との関係が微び妙みようになってたんだって。

　でも、その悩みをとある男の子に──……まあぶっちゃけお兄ちゃんのことなんだけどさ──お兄ちゃんに相談したら、すごく勇気が出る言葉をもらえたそうなの。

　それがどんな言葉だったのかは、みさ姉は「秘密」だって言って結局教えてくれなかった。ただ、その話をしている時のみさ姉はすごくうれしそうだったよ。

　とにかく、みさ姉はお兄ちゃんのそんな一言にすごく救われたそうだ。不安な心を支えてもらえたって言ってた。で、勇気が出たみさ姉は、お父さんとお母さんともう一回ちゃんと話し合おうと決意したんだって。

　もちろん、お父さんとお母さんの考えは変わってなかった。みさ姉がプロゲーマーになるなんてやっぱり反対だって改めて言われた。でもみさ姉は、以前だったら諦あきらめていたところを、お兄ちゃんの言葉を支えに何度も何度も話し合ったそうだ。

　すると、両親も少しずつわかってくれるようになっていった。自分がどれだけプロゲーマーの活動を続けていきたいかっていうことを、めげずに丁てい寧ねいに説明していくと、だんだんお父さんもお母さんも理解し始めてくれたって、みさ姉はその時のことを思い出しながら、珍めずらしく興奮して喋しやべってたなぁ……。

　みさ姉は、それは自分の力じゃないって言ってた。自分一人なら、きっと途と中ちゆうで諦めていたって。お兄ちゃんに救われたから、お兄ちゃんに力をもらったからできたんだって。これは、奇き跡せきみたいなものなんだって──

　……奇跡って言葉は、ハッキリいって怖こわい。

　当時それを聞いていたあたし達は、その時は特に何も考えずに「素す敵てき」とか「奇跡だね」とか「よかったね」とか、そんなことを言ってみさ姉の恋こいバナを応おう援えんしてた。

　でも今この状況でその話を──奇跡って言葉を思い返すと、ゾクリとする。

　だって、みさ姉のお兄ちゃんに対する気持ちは、そんな重い言葉で表されるくらいに強いってことだからだ。さらにあんな運命的な再会をしたってことも考えれば……！

　……ああダメだ。やっぱり焦らないなんて無理。

　すぐにでもなんとかしないと、このままお兄ちゃんをとられちゃうかもしれない──そういう危機感がヒシヒシと迫ってきてる。悠ゆう長ちようにしてる場合じゃないんだよマジで……！

　だから、あたしは今こうやって真しん剣けんに対策案を考えてるんだけど、

「うーん……」

　……ため息吐いてることとか、こうやって唸って腕うで組ぐみしてることからもわかると思うけど、ぶっちゃけはかどってなかったりする。

　対策っていってもなぁ……。

　みさ姉より先にこっちが仕掛けようにも、あたし達には『約束』があるから動けないし……。そう考えると結構ピンチな状況なんだよね。マジでどうしよう？

「……この前はお姉ちゃんに乗せられて、撮さつ影えい会とか変なことになっちゃったけど、あんな対策じゃダメだしなぁ……」

「勝手に便乗しておきながらずいぶんな物言いですね、椛……」

　あたしの呟つぶやきに、対面にいたお姉ちゃんが少し顔を引きつらせながら言った。

　あ、言い忘れてたけど、今あたしはお姉ちゃんの部屋にいる。この前と同じように、とりあえず一いつ緒しよに対策を考えようってことでね。

　とりあえず、ブツブツと文句を言ってるお姉ちゃんは今はスルー。

　お姉ちゃんは、あたしが勝手に便乗してきたとかブーブー言ってるけど、そもそもそうせざるを得ない無茶苦茶な状況を作ったのはお姉ちゃんなんだから、文句を言われる筋合いはないんだよ。

　……まったく、なんなの撮影会とか。どうせみさ姉のグラビアに影えい響きようされて考え付いたんだろうけど、それでお兄ちゃんに振ふり向むいてもらおうとか、普通に考えれば無茶だってわかるじゃん。お姉ちゃんはマジで頭がいいんだけど、お兄ちゃんのこととなるとネジが外れちゃうんだから困るよ……。

　ま、まあ、そう言ってるあたしも結局参加したんだけどね？

　でもそれはお姉ちゃん一人にいい思いをさせられないというか……、無茶苦茶なことだけどイチャイチャできるって意味ではその通りだったからというか……。

　と、とにかく、お兄ちゃんを巡めぐるライバル同士なんだから、お姉ちゃん一人を暴走させるわけにはいかないっていう事情があったから、やむを得ずやったんだよ。

　その後の水着のとかも、本当はしたくなかったんだけど、お姉ちゃんならやりかねないっていう第六感が働いたんだから仕方ない。お姉ちゃんにだけ水着アピールとか、そんな抜ぬけ駆がけはさせられないからね。

　とまあ、こんな感じでお姉ちゃんのやり方に文句を言いまくってるあたしではあるんだけど、実はそれが必ずしも間ま違ちがってたとは思ってなかったりするから複雑だ。

　撮影会みたいなわけのわからないのはダメだとしても、お姉ちゃんが言う『みさ姉以上の魅み力りよくでこっちに振り向いてもらう』っていう考え方自体は正しいと思う。

　というか、いくらライバルとはいえ大切な従姉妹いとこであるみさ姉を傷つけることなんて絶対したくないので、それくらいしかできないという事情もある。

　とにかく、みさ姉をどうこうできないとなると、自分達の方をどうこうするしかないわけで。だったら自分達の魅力でお兄ちゃんに振り向いてもらえれば、それはお兄ちゃん自身の意思だからＯＫって理り屈くつだ。うん、やっぱりそれしかない。

「……あたしの分ぶん析せきによると……」

　あたしはそう考えて、本格的に頭を回転させながら口を開く。

　お姉ちゃんみたいに暴走はしないまでも、ちゃんとお兄ちゃんに魅力的だと思ってもらえるようなアプローチの仕方が何かあるはずだ。ここはいっそ、ライバルであるみさ姉の魅力を分析してみるのも一つの手かもしれない。

「……うん、みさ姉って天然でちょっと抜けてるところがあるじゃん？」

「どうしたんです、いきなり？」

「いいから聞いて。……そういう狙ねらってないドジなところってさ、結構男の子は可愛かわいいって思ったりするみたいなんだよ。ほら、この前みさ姉の家に行った時のお兄ちゃんの反応を思い出してよ」

　あたしはそう言いながら、自分でもその時のことを思い返す。

　こけそうになったみさ姉を支えるお兄ちゃん。驚おどろいてたけど、決してまんざらでもない感じだったはず。ああいう守ってあげたい感覚ってのは、男の子にはかなり有効だって、ネットにも書いてあった気がする。

「……まあ、確かにそうかもしれませんが」

　けど、お姉ちゃんはいまいちピンときてない様子で難しい顔を見せた。

「いーや、かもじゃなく絶対そうだよ。だからこっちも、ああいう守ってあげたい系の雰ふん囲い気きでアプローチすればいいんじゃないかな！」

　一方であたしは、自分の考えに自信があった。なにより、ああいう感じでお兄ちゃんに守られるとか、それってすごくよくない!?

　いかにも女の子らしいっていうか、お姫ひめ様さま抱だっことかに憧あこがれるのと似たような感覚で、あたしもお兄ちゃんにああいう扱あつかいされてみたいって欲よく望ぼうがむくむく湧わき出てきた。

「いえ、椛、ここは一度冷静にですね……」

「お姉ちゃんは何が気に入らないの？　そもそもドジッ娘こ属性っていうのはあざといけど強力なんだよ！　それをこっちが使わない手はなくない!?」

　あたしは強くそう主張する。もっとも、この知識もネットから拾ってきたものなんだけど、持ち前の知識っぽく披ひ露ろうするあたし。

「しかし、その考えには問題がありますよ」

　けど、お姉ちゃんはまだそう言って難色を示す。

「問題ってなによ」

「いきなりそんなアプローチをしても不自然すぎるということです。お兄さんと一緒に暮らし始めてそろそろ一月経たちます。お兄さんは私達がそういうドジッ娘？　というものではないと既すでにご存知ではないですか」

　あたしはそう言われて「う……」と言葉に詰つまる。

　事実、あたし達はドジッ娘じゃないし、今までお兄ちゃんにいいところを見せたい一心で家事とかもしっかりやってきた。

　確かに、今いま更さらドジなところを見せても不自然だと思われてしまう可能性は高い。

「あなたはさっき『あざとい』と言いましたが、そっちが前面に出てしまってはアプローチどころか逆効果ですよ」

　……ぐぬぬ、撮影会とかいう意味不明なアイデアで暴走してたくせに、冷静な時のお姉ちゃんは本当に理路整然としてるんだから……！

　けど、お姉ちゃんの言ってることは正しいと、自分でも思ってしまった。ドジッ娘や守ってあげたい女の子、頼たよりない子になるには、もう既にあたし達は素の自分を見せすぎてしまっているのだ。距きよ離りの近さが逆にネックになるなんて……！

「アイデアは悪くなかったと思いますが、ここは別のアプローチを模も索さくするしかないでしょうね」

　そうは言うけど、あたしはまだこの考えをどうしても捨てきることができない。

　手のかかる妹になればお兄ちゃんにもっとかまってもらえるんじゃないか──その魅力は簡単には振り払はらえないし、そういうキャラってやっぱ年下の方が有利じゃん？　だったらお姉ちゃんにも密かに差をつけられるし……！

　とはいえ、今のままじゃお姉ちゃんの言う通り空から振ぶりに終わってしまう可能性は大きいだろう。それでもなんとか、この考えを実行できるチャンスはないだろうか？

「ううう～……」

　あたしは頭を悩なやませる。やっぱ無理なのかなぁと諦めかけていたんだけれど──

　……なんと、その機会は間もなく、意外な形でやって来たのだった。




「みんなでスポーツクラブに行きましょう」

　お姉ちゃんとの対策会議が不発に終わった次の日の朝。

　みんながそろった朝食の席で、お母さんがいきなりそんなことを言い出した。

「スポーツクラブ、ですか？」

「そう。たまには家族みんなで身体からだを動かすのもいいでしょう？」

　お兄ちゃんが聞き返すと、お母さんは笑え顔がおで手を合わせながらそう答えた。

　その日はよく晴れた休日で、みんな予定がなくお父さんも家にいたので、せっかくだからと思って提案したのだそうだ。

「家族でお出かけ……！　いいですね！　是ぜ非ひ行きましょう！」

「…………息子と身体を動かす、か。……悪くない」

　家族っていう単語に弱いお兄ちゃんは、目を輝かがやかせてテンションを上げながらすぐに賛成した。お父さんも、なんかちょっと怪あやしいことを呟きながらも了りよう承しよう。

「スポーツクラブですか。楽しみですね」

　もちろんお姉ちゃんも、お兄ちゃんが行くなら絶対に行くわけだから賛同する。

　一方であたしは、その時ハッとあることに気がついて震ふるえていた。

　──これは、チャンスだ！

　今までお兄ちゃんと一緒にスポーツをしたことがなかったから、その状じよう況きようなら『ちょっと頼りなくてかまってあげたくなる妹』を演じても不自然じゃないはず！　昨日考えてたアプローチを実行する絶好の機会じゃん！

「はいはい！　あたしも賛成！　絶対行こう！」

　そう考えたあたしは、思わず食しよく卓たくから身を乗り出していた。

「なんだ椛？　やっぱ椛はスポーツが好きなんだな」

　そう言って「スポーツ万ばん能のうだって聞いてるからなー」と笑うお兄ちゃん。

　違ちがうよ！　もちろんスポーツも好きだけど、なによりあたしはお兄ちゃんが大好きなんだよ！　だから、お兄ちゃんにアピールできる機会ができたことが最高にうれしいんじゃん！　ああもう、お母さんに感謝だよ！

　降ってわいたチャンスにテンションが爆上がりするあたし。

　そんなあたしをお姉ちゃんは怪け訝げんそうな顔で見つめていたけど、そんなの気にしてる場合じゃないよ！　こうなったら、このチャンスを何が何でも生かしてやるんだから！

　そういったことがあって、その日、あたし達は朝食を終えると、早さつ速そく家族全員でスポーツクラブに行くことになったのだった。




「へー、こんなところがあったんですね」

　車から降りたお兄ちゃんは、スポーツクラブの建物を見上げながらワクワクした様子で呟いた。

　そこは街の郊こう外がいにある最近できたところで「様々な種類のスポーツがここ一カ所で楽しめます！」っていうのが売りの施し設せつだ。ＣＭでやってた。

　あたし達は受付を済ませ、それぞれスポーツウェアに着き替がえると、早速何から始めようかと相談し始める。あたしの作戦に合うスポーツがいいんだけど……。

「あ、バッティングセンターもあるのね。とりあえず肩かた慣ならしにあれからどうかしら？　あなた、どっちが多く打てるか勝負しましょう」

「…………む、お、お手て柔やわらかに頼たのむ」

　お母さんのその一言で、まずはみんなでバッティングセンターに向かうことになったわけだけど、……これは使える！　早速作戦実行だよ！

　なにやら勝負を始めたお母さんとお父さんは放っておいて、あたしとお兄ちゃんとお姉ちゃんはちょっと離はなれたところへ向かった。

「私、こういうことをするのは初めてです」

「俺もだけど、ただ打つだけだから別に難しくないと思うぞ。とりあえず、みんなで試ためしにやってみようぜ」

　お兄ちゃんがそう言って、それぞれバットを持ってバッティングボックスに入ることになったわけだけど、あたしは「ここだ！」と思って作戦を開始する。

「う～んう～ん」

「ん？　どうした椛？」

　あたしはバットを持って唸うなり声を上げる。わざとらしくないかなと心配したけど、お兄ちゃんは特に疑うこともなく声をかけてきてくれた。

「あ、ううん、思ったよりバットが重くてさ。……んしょっ、こんなのちゃんと振ふれるかわからないかな」

　私は苦く笑しようしながらそう答えた。もちろんウソだ。

　こんなバットなら二本でも三本でも余よ裕ゆうで振り回せる。女子ソフトボール部の助すけっ人とに行って、ホームランを打ったことだってある。ここの球だって普ふ通つうに打てると思う。あんまり速くないし。

「そうなのか？　まあ椛は小こ柄がらだからな」

　あたしからするとみえみえのウソだけど、お兄ちゃんはそう言って信じてくれた。

　……もう、ほんと優やさしくてお兄ちゃん大好き！　だます形になっちゃってるのは申し訳ないけど、今はお兄ちゃんの優しさにえへえへしてたい。

「……？　普通に持てますけど」

　けどその時、お姉ちゃんが訝いぶかしそうな顔でそう呟つぶやいた。

　ちょ、お姉ちゃん、余計なこと言わないで！　今は作戦中なんだからさ！

　ああもう、とにかくスルー！　聞かなかったことにしとこう！

「ちょっと試しに振ってみるね？　……っとと」

　あたしはそう言って、バットを振る動作をしてみせる。すると思いっきりよろけてしまったけど、もちろんこれも演技だ。

「おいおい大だい丈じよう夫ぶか？」

「うーん、無理かも。……あ、あの、お兄ちゃん、ちょっと支えてくれないかな？」

「え？　支えるってのは……」

「さ、支えてもらいながら振り方を覚えようかなってことでね!?」

　ちょっと焦あせった言い方になってしまったけど、これが目的だ。お兄ちゃんに手取り足取り教えてもらいながら、あたしが手のかかる妹だってことをアピールするんだ。

　すると、お兄ちゃんは自然とあたしに構うようになり、そこでタイミングよく女の子らしさを強調することで、あたしにドキッとしてもらうってわけ。

　イチャイチャもできてアピールもできるとか、この作戦すごくよくない!?

「ああ、いいぞ。こうやって、両手でちゃんと持って構えて……」

　お兄ちゃんはお願いを聞いて、あたしを後ろから支えてくれる。そうすると、まるで背後から抱だきつかれているような感じになって、あたしはもう最高に幸せな気分になる。

「ふん……っ！　あ、落としちゃった……」

「すっぽ抜ぬけたんだな。ちゃんとグリップを握にぎっておかないと。こうやって……」

　さらにバットをわざと落としてウッカリなところも見せるあたし。

　すると、お兄ちゃんは文字通りあたしの手を取りながらバットの握り方をレクチャーしてくれる。

　お兄ちゃんが近くなったところで、あたしが上うわ目め遣づかいに「ありがとうお兄ちゃん」と笑顔を見せると、お兄ちゃんはちょっと顔を赤らめながら「ああ」と照れたように目を逸そらした。

　……こ、これは間ま違ちがいなくあたしを意識してくれてるよね！　やった、作戦成功だよ！

「ま、まあこんなもんかな。これで何度か振って感覚を覚えてみればいいんじゃないか」

「えへへ、うん、やってみるね」

　そう言って、あたしをバッティングボックスに立たせるお兄ちゃん。もう少しくっ付いていたかったけど、もう十分手て応ごたえはあったので、あたしは実に満足だった。

「も、椛、あなたはスポーツ万能なのに何をやってるのですか……！」

　すると、ずっと見ていたお姉ちゃんが不満そうにそう食くって掛かかってきた。

　……もう、昨日言ったんだから作戦だってわかってるでしょ。そんな台無しになりそうなこと、お兄ちゃんに聞こえるように言わないでよね！

　とその時、あたしの方にボールが飛んでくるのが見えた。それがお姉ちゃんにムッとしたのと同時だったので、あたしは無意識のうちに思いっきりバットを振ってしまう。

　カキーン!!

「え？」

　次の瞬しゆん間かん、勢いよく打ち返された球を見て、お兄ちゃんが唖あ然ぜんとする。

　……や、ヤバ！　思わず打っちゃった……！　あんまりにもヌルいボールだったからつい身体が動いて……！

「あ、す、すごい偶ぐう然ぜん！　お兄ちゃんの教え方がよかったからだね！」

　あたしは慌あわててフォローする。あくまで今のは偶然だと言い張らないと！

「あ、ぐ、偶然か。しかし、すごかったな。完かん璧ぺきだったぞ？　非力でも、やっぱスポーツ万能って言われてるのは伊達だてじゃないな！」

「あ、あはは……」

　お兄ちゃんの反応からなんとか誤ご魔ま化かせたのはわかってホッとしたけど……。

　……ああもう！　スポーツ万能って意識されたら、この作戦がちょっとやりづらくなっちゃうのに……！　お姉ちゃんったら……！

「あらあら、あなた達も楽しんでるかしら？」

　その時、お母さんがやって来て、あたし達にそう声をかけた。

　後ろにはなぜかお父さんがゲンナリした様子で肩かたを落としている姿があって、それだけで二人の勝負の行方ゆくえがどうだったか大体予想がつく。

　そろそろ次に行こうと言うお母さんに、あたしは真っ先に賛成した。これ以上ここでの作戦続行は難しいと判断したからだ。

「あら、ボウリングができるのね。あなた、またどう？」

「…………う、うむ」

　次にやって来たのは施設内のボウリング場だった。

　また二人で勝負を始めたお母さんとお父さんは置いておいて、あたし達は別のレーンでプレイすることにした。

　……ボウリングか。ここもなかなか都合がいいかも！

「あっとと……」

「大丈夫か椛？　持てるか？」

　あたしがボールを手に取ってよろけると、お兄ちゃんが心配そうに駆かけ寄よってきてくれた。

　さっきのバットが利きいてるらしく、明らかにさっきよりも重そうなボウリングのボールでは、特にアピールしなくてもお兄ちゃんの方から心配してくれたみたい。

「やっぱり重いね、これ」

　あたしはボールを抱かかえながら、ちょっと苦しそうに笑う。

　もちろん演技だ。バットよりは当然重いけど、この程度で負担になるような身体からだの鍛きたえ方はしていない。……表には出さないけどね。

「あわわ……！」

「あ、おい！」

　その時、あたしは隙すきを見て、ボールの重さによろけたふりをしてお兄ちゃんの方に身体を倒たおした。危なくないようボールはしっかりキープしつつ、お兄ちゃんの胸を狙ねらって飛び込むあたし。

「ふぅ……、大丈夫か？」

「ご、ごめんねお兄ちゃん。ちょっとよろけちゃって」

　あたしはそう謝りつつも、内心ではお兄ちゃんに抱だっこされたうれしさで今にもニヤけてしまいそうだった。さらに隙だらけなところをアピールするため、その姿勢で、お、おっぱいも押し付けてみる！

　すると、お兄ちゃんは何でもないふりをして目を逸らしながらも、顔が赤くなっているのが見えた。……や、やった、恥はずかしかったけど、バッチリアピールできてる！

「も、椛、あなたはなんてことを……！」

　だけど、それを見ていたお姉ちゃんが怒おこった顔で詰つめ寄ってきた。

　あたしはお兄ちゃんの胸から名残なごり惜おしんで離れながら、邪じや魔ましないでという態度をあからさまに出して「なにが」と唇くちびるを尖とがらせる。

「し、仕方ないじゃん。ボールが重かったんだから」

「あなたにとってこんなボールなど、どうということはないでしょう!?　中学生の時はホイホイ投げてストライクを連発してたじゃないですか！」

「ちょ、誤解を招くようなこと言わないでよね……！　そ、それは、その……あれだよ。高校に上がって女子力がアップした分、腕わん力りよくが下がったんだよ！」

「そんな反比例の関係など初めて聞きましたけど!?」

　そう言って「むむむ……！」と睨にらんでくるお姉ちゃんに、あたしも「ぐぬぬ……！」と睨み返す。

　……せっかくいいところだったのに、邪魔しないでほしいんだけど！　今のあたしは運動音おん痴ちの天然系な手のかかる妹なんだからさ！

「ど、どうした二人とも？」

「……っ！　な、なんでもないよ！　気にしないで！」

　あたし達が睨み合っていると、当然だけどお兄ちゃんが心配そうに声をかけてきた。

　あたしは誤魔化しつつも、もうこのボウリング場では作戦続行はできないなと諦あきらめる。

　……まったくお姉ちゃんは……！　でも、この作戦の方向性は正しいから、この後もドンドン仕し掛かけていくよ！

　あたしはそう心に誓ちかって、実際その通りにしていった。

　ボウリングの後に行ったランニングコースでは、わざとこけかけてお兄ちゃんに抱きついたり、もう走れないと言っておんぶしてもらったり……。

　その後のバドミントンコートでは、空から振ぶりをするふりをして何度もお兄ちゃんに寄りかかって、時には狙ってシャトルを胸で受けておっぱいをアピールしたり……。

　さらにさらに、息いき抜ぬきでトランポリンで遊んだりして、思いっきりおっぱいの揺ゆれを見せつけたり──じ、自分の強みを最大限生かすのは大事だからね!?

　とにかく、あたしは行く先々で徹てつ底ていして、天然でちょっと頼たよりない子を演じ続けた。

「椛って、意外とおっちょこちょいなところがあるんだな」

　その甲か斐いあって、ついにはお兄ちゃんに笑ってそう言われるようにまでなった。

　思った以上に順調にアピールできていて、あたしはついでにイチャイチャできたことも含ふくめて上じよう機き嫌げんだった。

「むむむ……！」

　……まあ、それとは逆に、お姉ちゃんの機き嫌げんはどんどん悪くなっていったんだけど、今はそんなの気にしてる暇ひまはないんだよ。

「さあ、シメはここで身体からだをほぐしましょう。あなたもほら、疲つかれてないで、シャキッとしてください」

「…………う、む、そ、そうだな……」

　やがてそろそろいい時間になってきた頃ころ、あたし達はお母さんの提案で、最後にジムに寄っていくことになった。

　ジムの中には筋トレ用の器具やマシン、それにストレッチ用の道具やスペースなどが一通りそろっていて、お母さんとお父さんはベンチプレスしてくるからと、また二人で行ってしまった。

　……なんかお父さんの顔色が悪かったみたいに見えたけど、気のせいかな。

「よし、じゃあ俺達は遥はるかさんの言ってた通り、軽く身体をほぐして終わるか」

　お兄ちゃんの提案で、あたし達はストレッチができるスペースへと向かう。

　これで終わりかと思うと残念だけど、最後にここでもお兄ちゃんにいっぱいかまってもらって、本日の作戦は終しゆう了りようといこうかな！

「お兄ちゃ──」

　そう考えて、あたしはお兄ちゃんに声をかけようとするが、

「お、お兄さん！　私のトレーニングを手伝っていただけますか！」

　その時、不意にお姉ちゃんが大きな声を出して、それを遮さえぎってきた。

「別にいいけど、手伝いって、なんでまた？」

「じ、実は私、お恥ずかしいことながら運動神経には自信がなくて……。一人では怪け我がなどが不安なので、お兄さんに手伝っていただければと……」

「確かにそりゃ心配だ。よし、じゃあ何すればいい？」

「あ、ありがとうございます。実はあのバランスボールというのを一度使ってみたかったのですが、バランスを崩くずすと不安なので、て、手をつないでいてもらえますか？」

「支えとけばいいんだな？　ＯＫ、いいぞ」

「で、では──……きゃっ!?」

「おっと、危ない！　大だい丈じよう夫ぶか？」

「す、すいませんお兄さん。これって意外と難しいものですね」

　あたしは目の前で繰くり広ひろげられている光景を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　ボールの上でバランスを崩したお姉ちゃんが、お兄ちゃんに抱だきついて支えてもらっているけど、こ、これはもしかして……！

「……（チラッ）」

　その時、お姉ちゃんが一いつ瞬しゆんどことなく気まずそうにあたしの方を見た。

　その瞬間、あたしは全てを悟さとる。……やっぱりお姉ちゃん、あたしの真ま似ねを！

　……そうだ、お姉ちゃんは運動部に所属したことはないけど、決して運動音痴ってわけじゃない。学校の体育の成績もいい方だ。あんなバランスボールくらいでよろけたりなんかするはずない！

　つまり、あれは演技だ。あたしがここまでずっと上手うまくやってたのを見て、きっと対たい抗こうして自分もやり始めたんだ！　昨日はあんなに文句言ってたくせに、ズルイ！

「きゃあっ!?」

「おっとと。菫すみれはやっぱり運動が苦手な方なんだな」

　そんなことを考えている間にも、お姉ちゃんはお兄ちゃんに抱きつきまくっている。

　しかも見た目のイメージでナチュラルに弱々しい印象を与あたえて、よりお兄ちゃんに構ってもらえるようにしてるし！　だまされないでお兄ちゃん！　それ演技だから！　あたしが言うのもアレだけどさ！

「お、お兄ちゃん、あたしは、その……、あたしもそれやってみたいから、同じように支えてくれる!?」

　そうとわかったあたしはいてもたってもいられず、お姉ちゃんと同じようにお兄ちゃんに抱きつこうとする。けど、あたしがボールに乗った瞬しゆん間かん、

「お兄さん、じつは椛は私と違ちがってこれが大得意なんです。水泳部でも、体幹を鍛えるトレーニングでこれを使用しているんですよ」

「な……っ！」

　まるで、あたしの企たくらみを阻そ止しするかのように、お姉ちゃんがそんなことを言い出した。

　……こ、これは間違いなく妨ぼう害がい工作！　お姉ちゃんめ、なんてことを……！　でも、あたしがこれを得意だってのは本当のことだから、何も言えない……！

「へー、そうなんだ。……お、本当に上手いな」

　仕方なく、あたしはそのままバランスボールの上にいるしかなかった。

　お兄ちゃんはボールの上でピタッと静止するあたしを見て褒ほめてくれたけど、これじゃあ今まで築き上げてきた、ちょっと不器用で可愛い妹像が台無しじゃん……！

「と、ところでお兄さん、次は私のストレッチに付き合っていただけますか？　お恥はずかしながら私は身体が少々硬かたくて、手伝っていただければと思うのですが……」

　あたしが内心悔くやしがっていると、お姉ちゃんはすかさず次の仕掛けをしてきた。

　きっと、そうやってお兄ちゃんを頼りにする妹を演じつつ、ストレッチを手伝ってもらうついでにお兄ちゃんといっぱい触ふれ合おうと考えてるに違いない。あたしも同じことを考えてたからよくわかるんだよね……！

「背中を押せばいいんだな？　軽くいくから、無理はするなよ？」

「は、はい。……ん、……んん」

　お姉ちゃんは床ゆかに座って足を伸のばし、お兄ちゃんに背中を押してもらいながら前ぜん屈くつを始めた。ちょっと苦しそうに、でもどこか色っぽさも意識しながらそんな声を出すお姉ちゃん。でも、こうなった以上、思い通りにさせるわけにはいかない！

「あれー？　おかしいよねお姉ちゃん？　お姉ちゃんって確か、身体は柔やわらかかったはずでしょ？　なんでそれくらいで苦しそうにしてるのかなー？」

「なっ!?　そ、そんなことはありませんよ!?」

　あたしの一言に、お姉ちゃんはあからさまにうろたえる。

　だけどあたしはさっきの借りを返すべく、容よう赦しやせずにお姉ちゃんの背中を強く押した。

「う、うわ、すごいな……」

　すると、お姉ちゃんの上体はふにゃっと抵てい抗こうなく前に倒れて、お兄ちゃんが目を丸くする。お姉ちゃんは慌あわてて元に戻もどるけど、時すでに遅おそしってやつだ。

　……お姉ちゃんが定期的に自分の部屋でストレッチしてることは知ってるんだよ。

「ち、違うのです！　これはその……、昔はできていたんですが、最近は運動不足でできるかどうか心配だったので……！」

　お姉ちゃんは苦しい言い訳をする。さすがに誤ご魔ま化かせないでしょ。

「でも、できるのはわかったからもう心配ないよね？　じゃあお兄ちゃんは、あたしの筋トレを手伝ってよね」

　あたしはそう言って、足を押さえてもらいながら腹筋をして、できるけどできないってアピールしつつまた胸をアピールしようと思ってたんだけど、

「お兄さん、椛は一見華きや奢しやに見えて、素す晴ばらしい筋肉の持ち主ですよ。腹筋も背筋も日ひ頃ごろから鍛きたえてありますから手伝うまでもないはずです。私の妹ながら誇ほこらしいです」

　すかさずお姉ちゃんがそう口を挟はさんで、あたしの目もく論ろ見みを潰つぶしにかかった。

　……ぐぐ、あくまでも邪じや魔まを……！

「それよりもお兄さん、私のお手伝いをしてくださいませんか？　私は運動部にも所属していないので、トレーニングについてもよくわからなくて──」

「知ってるお兄ちゃん？　あんなこと言ってるけどさ、お姉ちゃんって運動神経も悪くなくて、一年生の時なんて陸上部からかなりのラブコールを受けてたんだよ？　今でも体育の成績はいいし、ほんと、お姉ちゃんって完かん璧ぺき超ちよう人じんだよね。妹として、尊敬しちゃうよ」

　今度は、あたしがお姉ちゃんの言葉を遮る。

　お姉ちゃんにだけ好き勝手やらせるわけにはいかないからね！

「……椛」

「……なに、お姉ちゃん？」

　次の瞬間、あたし達はどちらからともなく向かい合っていた。

　無言で見つめ合うあたし達だったけど、その間には確実に火花が散っていた。

「え？　あ、あれ？　なんか二人して褒め合ってたと思ったら、なんか雰ふん囲い気きが……？」

　お兄ちゃんは、あたし達の様子にオロオロと戸と惑まどっているようだった。

　でも、こうなったからにはもう止まれなかった。お兄ちゃんを巡めぐる戦いは、いつでもどこでも休みはないんだから！

「大体あなたはなんですか！　スポーツ万能な癖くせにあんな姑こ息そくなことを……！」

「その姑息なことを真似した本人が言うことじゃないよね……！」

　当然のように言い争いが始まるあたし達。

　お兄ちゃんの前でダメだとわかっていながらも、そのお兄ちゃんを絶対に渡わたしたくないって想おもいが暴走して、あたしもお姉ちゃんも周りが見えなくなっていた。

　やがて口論は、どっちがお兄ちゃんに構ってもらうべきかという最初の目的のところまで戻って、お互たがいに「私が……！」「あたしの方が……！」と、自分の方がか弱いからお兄ちゃんに面めん倒どうを見てもらわないといけないんだと主張を続けることになった。

　そしてついに、

「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）どっちを鍛える!?」」

　と、気がついたらそんなわけのわからない二択たくをお兄ちゃんに迫せまっていた。

「ど、どっちももう十分鍛えられてると思います……！　ってか、これは一体何のケンカなんだよ!?」

　お兄ちゃんはちょっと涙なみだ目めで、たまらずといった感じでそう叫さけぶ。

　またお兄ちゃんを困らせてることに罪悪感を感じつつも、あたしもお姉ちゃんもどっちを選んでもらえるか必死で、自分の方が弱いんだと必死に繰り返す。

　──けど、




「あなた達、また隼はや人とくんを困らせているのかしら？」




　その時、背後からそんな声が聞こえてきて、あたしもお姉ちゃんも硬こう直ちよくした。

　背筋に冷たいものが走る。恐おそる恐る振ふり向むくと、そこには腕うでを組んで仁に王おう立だちするお母さんの姿が──

「ち、違うの、これは……！」

「そ、そうですお母さん……！　わ、私達はただ……！」

　あたし達はしどろもどろになりながら言い訳するけど、

「どうやらまだまだ体力が有り余っているようね？　鍛えてほしいって言ってたから、私が付き合ってあげます。特別メニューでね？」

　お母さんはニコリと恐ろしい笑えみを浮うかべながら、あたしとお姉ちゃんの腕を掴つかんだ。

　……い、嫌いやな予感しかしない！

　あたしは思わず助けを求めて辺りをキョロキョロ見回す。

　すると、お父さんの姿を見つけて声をかけようとしたんだけど、

「…………がんばれ。あいつのトレーニングは、すごいぞ。実は体育会系だからな……」

　お父さんはゲッソリとした様子で、親指を立ててそんなことを言った。

　……そ、そういえばお父さんはさっきまでずっとお母さんと一いつ緒しよにいたはずだけど、一体何をしてたの!?

　あたし達は言い知れない恐きよう怖ふに包まれながら、しかし抵抗することもできずに、ただただお母さんに引きずられていくしかない。

「…………あいつらのことは気にするな。それより俺達は俺達でやるぞ……」

「え？　あ、そ、そうですね。文ふみ彦ひこさんと運動……！」

「…………ところで、ここには柔じゆう道どう場はないのか……？」

「え？」

　最後にそんなお兄ちゃんとお父さんの会話が聞こえる中、あたし達はお母さんによる恐怖のトレーニングを味わうことになったんだけど──

　……なんで、なんでこんなことになるのおおおぉっ!?




　…………。

　………………。

「ううううう……」

「あうううう……」

　部屋の中に、あたしとお姉ちゃんのうめき声だけが響ひびく。

　帰宅後、あたし達はまたお姉ちゃんの部屋で向かい合って座っていたんだけど、どっちも何か言う元気もなく、テーブルに突つっ伏ぷしているしかなかった。

　そうなった原因は──……もちろんお母さんの地じ獄ごくのトレーニングなんだけど、あの後何があったかは言いたくない……。っていうか、思い出したくない……。

　あたし達はそうやってしばらくの間、恐怖と身体からだ中じゆうを襲おそう筋肉痛にうんうん唸うなっていたわけだけど、やがてそれも薄うすれてくるとどちらからともなくポツリポツリと話し始めた。

「……椛、このままではいけませんね……」

「……そうだね、それは完全に同意……」

　話の内容は、もちろんお兄ちゃんとみさ姉ねえのこと。

　このままじゃいけない──というのは、このままさっきみたいにあたし達がケンカしているようじゃどうしようもないって意味。

　……姉妹だから、一言二言でもお互いに言いたいことは大体わかる。

「私達二人だけなら争うのも仕方がないことですが……」

「あたし達以外にライバルがいるなら、そんなことしてる余よ裕ゆうはない……よね……」

　そんなことをしていたら、最悪の場合、あたし達のどちらも選ばれることなく、お兄ちゃんを奪うばわれてしまう。

　この前の撮さつ影えい会や、今日のことでその恐きよう怖ふ感かんが具体的に湧わき上がってきたのだ。きっとお姉ちゃんも同じ考えだろう。

　今はこんなことしてる場合じゃない──そういう思いが、ようやく現実となってあたし達の間に現れてきた。

「私にとっての恋こい敵がたきは、椛、あなた一人だけで十分です」

「あたしにとってのライバルも、お姉ちゃんだけだと思ってるよ」

「でしたら、この場合やるべきことは一つだけですね……」

「そうだね。共通の敵に対たい抗こうするためには力を合わせないといけないよね……」

　あたし達はそう言って、こくりと頷うなずき合う。

　協力。

　まさかお兄ちゃんを巡ってお姉ちゃんと力を合わせる時がくるとは思ってなかったけど、つまりはそれだけの緊きん急きゆう事態だってことだ。

　あたし達は無言でお互いを見つめ合いながら、ギュッと手を握にぎり合う。

　ここから先は共同戦線。

　みさ姉の脅きよう威いを跳はね除のけるまで、ケンカはなし。抜ぬけ駆がけもなし。もちろん裏切りなんて、あたし達姉妹が力を合わせる時には存在しない。

　だってあたし達は、ただ一つのこと以外では、誰だれもが認める仲良し姉妹なのだから。

「やりますよ、椛……！」

「うん、やるよお姉ちゃん……！」

　あたし達は手をさらに強く握り合って、改めて誓ちかい合う。

　こうして、

　あたし達は初めて、お兄ちゃんを巡る争いを、一時的にでも封ふう印いんしたのだった。
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共きよう闘とうする妹達









「御み堂どうくん……、御堂くんってば」

「……ん？」

　ふと、誰かに名前を呼ばれていることに気がつく。

　俺は自分の思考から戻ってその方向へと振り向いた。

「……葉は山やまさん？　どうかしたの？」

「それはこっちの台詞せりふかな。御堂くんこそボーッとしてどうしたの？　もうみんな帰っちゃったよ？」

「え？」

　苦く笑しようする葉山さんにそう言われて辺りを見回すと、夕焼けの差し込む教室の中には確かに俺と葉山さんしかいなかった。

「あ、あれ？　いつの間に」

「ふふ、何か考えごとでもしてたの？　菫すみれと椛もみじが声をかけてもなんだか生返事だったし、二人とも不思議そうな顔で生徒会と部活に行っちゃったよ」

　そう言って笑う葉山さんに、俺は苦笑いで返すしかなかった。

　……自分の思考に集中しすぎてて、どうやら周りが見えてなかったみたいだ。

「そっか、じゃあ俺もそろそろ帰らないとな。……そういえば、葉山さんはどうして残ってたんだ？」

「え？　わ、私？　それは、その……！　う、うん、友達とおしゃべりしてたらいつの間にかって感じ、かな」

　なぜか少し慌あわてたような感じで葉山さんはそう返すが、俺はなるほどと納得した。

　教室では地味な葉山さんだが、人当たりのいい性格から早くもクラスで交友関係を広げていた。友達と放課後におしゃべりしていてもなにも不思議じゃない。

「そ、それより、御堂くんはどうしたの？　なんだか今日は一日中ぼんやりしてたみたいだし。……なにかあったの？」

　心配そうにこちらを見てくる葉山さんに、俺は「いや、そういうわけじゃなくて」とまた苦笑するしかない。そんな深刻な顔をされるようなことじゃなくて、ただ『いつも通りの悩なやみ』が、最近は少々大きくなっているというだけのことだ。

　……まあ要するに、そいつは俺の妹達のことなんだがな。

　最近二人のケンカが激しくなってきているんだが、その原因がまるでわからないんだ。

　普ふ段だんから二人をなだめるのは大変なのに、その大変さが日に日に増していってる気がするからたまらない。

　昨日のスポーツセンターのこととか、思い返すと明らかにおかしいしな。二人ともまるで何かに突き動かされているようにケンカしてるというか……。

「あ、あの、もし何か悩みがあったら相談してね？　私が解決できるかどうかはわからないけど、力にはなりたいから」

　そんなことを考えていると、葉山さんが真しん剣けんな顔でありがたいことを言ってきてくれたので、俺は素す直なおにお礼を言う。

　……葉山さんは親切だなぁ。とはいえ、やっぱりこいつは家族の問題だから、他の人に相談できる類たぐいのものじゃないんだよな……。

「…………いや、待てよ」

「御堂くん？」

　だが、そこまで思考が至った時に、俺はふと気がついた。

　……葉山さんにだけは相談してもいいかもしれない。

　家族間の問題だから他の人に相談はできないとはいえ、葉山さんは二人の従姉妹いとこだ。

　家族でもなく他人でもない、親しん戚せきという中間の位置にいる存在。

　今までそういうポジションの人がいなかったから気がつかなかったけど、二人のことを相談するのにこれ以上適切な人物はいないんじゃないか？

　しかも葉山さんは親切で控ひかえ目めで気配りの出来る人だ。ちゃんと話を聞いてくれるだろうし、それに今こうやって手を差さし伸のべてくれているじゃないか。

「あの、葉山さん、実はちょっと悩みがあってさ……」

　気がついたら、俺はそう切り出していた。

　どうしていいかわからない状じよう況きように、俺も実は誰かに頼たよりたかったのかもしれない。

「な、悩み？　どうしたの？　何かあったの？」

「いやまあ、悩みというか菫と椛のことなんだけど……」

「……二人のこと？」

　俺は意を決して、今抱かかえている悩みを葉山さんに打ち明ける。

　実は二人は普段からケンカばかりだということ。そして、最近は特にそれが激しくなってきていることなど、俺は実例を挙げながら葉山さんに説明していった。

「二人がケンカばかり……」

「仲良し姉妹って評判なんだけど、裏では結構ね……」

「御堂くんは、二人のケンカの原因はわかってるの？」

「……まあ、一応は。一言で言うと善意だよ。二人とも、俺を本当の家族みたいに扱あつかおうとしてくれてるんだけど、その気持ちが強すぎて、どっちの方がいいかって毎回ケンカになるんだ。俺としてはその気持ちだけでうれしいんだけどさ」

「……そう、なんだ。…………やっぱり」

「え？　やっぱりって？」

「あ、ううん！　なんでもない！」

　葉山さんは俺の問いかけに、パタパタと慌てたように手を振ふった。

「そ、それで、最近その件が激しくなった方の理由は、わかってるの？」

「それがわからないから苦労してるというかね……。まあケンカは普段からも勘かん弁べんしてほしいんだけど、それでも理由がわかってるだけまだマシなんだ。俺のことで争ってるんだから、俺がなんとかしなきゃってね」

　でも……と、俺はゲンナリしながら続ける。

「最近のは……、どうもそれだけじゃないように思えるんだよな……。二人ともどこか必死というか、何かに追い立てられてるみたいというか……」

「……そ、そうなんだ」

　俺は力なく頷くしかない。なんでこんなことになったかわからない。

　だが、その時ふとあることに気がついて、俺は何気なく口にする。

「そういえば……、こういう状態が始まったのは葉山さんがこっちに来た頃ころくらいからだったかな……」

「え？」

「あ、違ちがうよ？　別に葉山さんがどうこうってことじゃなくて、タイミングとしてはそれくらいだったかなって意味で」

「そ、そうなんだ。…………そっか、そうなんだ……」

　その時、なぜか葉山さんは真剣な顔で俯うつむいてしまった。

　俺はなんだか気まずくなって、半ば冗じよう談だんでこう言ってみる。

「は、葉山さんはさ、二人がそうなった原因とかわかったりする？」

「ふぇっ!?　わ、わわわわわからないよ!?　もちろん！」

　だが葉山さんは本気で焦あせった様子で、メガネが飛ぶんじゃないかってくらいの勢いで頭をブンブンと振り始めた。

　……い、いや、何気ない質問でそこまで必死に否定しなくてもいいのに。

「そうだよな。葉山さんがわかるはずなんてないよな」

「う、うん！　……でも、そっか、この前家に遊びに来てくれた時、ちょっと様子が変だなって思えたのは、そのせいだったんだ……」

　葉山さんの言葉に、俺はその時のことを思い出す。

　……あの時も、二人のケンカのおかげで散々なことになったんだよな。

　なんでか知らないけど味方同士で殺し合って、協力モードの名が泣いてたよ。

「…………その後の対戦で、私を集中狙ねらいしてきたのも、やっぱり……」

　続いて葉山さんが、今度は独り言のようにそう呟つぶやいた。

　そういえば、あの後チーム戦をしたんだっけか。あの時はうって変わって二人で協力して、あの葉山さんをハンデ付きとはいえ追おい詰つめてたんだよな。……ったく、その協調性をなんでレイドの時にも発揮しなかったんだ──

「…………」

「……？　どうしたの、御堂くん？」

　突とつ然ぜん黙だまり込んだ俺を、葉山さんは不思議そうな顔で見つめる。

　だが俺はその時、ふと浮うかんだ自分の考えに集中していた。

　……そうだ、あの時、二人はそれまでしてたケンカをピタッとやめて力を合わせてた。

　息がピッタリで、初心者だったにもかかわらず見事な共闘だった。あの時の二人は、まさに『仲良し姉妹』そのものだったじゃないか。

　……じゃあ、つまり……？

　俺は、頭の中に浮かんだ考えを必死に形にしていく。

　……つまり、アレだ。もしかして、二人が共通して取り組む何かがあれば、二人のケンカは止まるんじゃないか？　あの時のチーム対戦みたいに……？

　そう考えた瞬しゆん間かん、俺の目の前がパッと明るくなった気がした。

「……そうだ、それだよ！」

「み、御堂くん？」

　突とつ然ぜん大声を上げた俺に、葉山さんは目を見開く。

　だけど俺はまさに「閃ひらめいた！」って感じで、それどころじゃなかった。

　……そうとなれば、どうすればいい？　必要なものは……！

「ごめん葉山さん！　俺、すぐ帰らないと！」

「ど、どういうこと!?」

「原因はわからないけど、二人のケンカを止める方法が見つかったかもしれないんだ！　葉山さんに相談したおかげだよ！　ありがとう！」

「え!?　そ、それは、……どういたしまして……」

　俺がお礼を言うと、葉山さんは俯いてモジモジし始めた。顔が赤く見えるのは、きっと夕ゆう陽ひの影えい響きようなのだろう。

　俺は再度葉山さんにお礼を言ってから、教室を飛び出した。

　時間が経たつにつれ頭に思い浮かんだアイデアはハッキリした形になっていき、同時にこれ以上ない名案に思えてくる。

　二人が一いつ緒しよに取り組めるものを用意すればケンカはなくなる──実にシンプルだが、それだけにわかりやすい。そのうえ、効果は既すでに実証済みだ。どうしてもっと早く気がつかなかったんだろう。

　……となれば、あとはその『一緒に取り組めるもの』を用意してやれば、少なくともケンカは止まるはず……！　よーし！

　俺はそんなことを考えながら帰り道を走り抜ぬけた。

「ただいま!!」

　そうして家に到とう着ちやくすると、俺は何度口にしてもうれしくなる言葉を発した後、いつもなら部屋に行くところを今日はリビングへと直行する。

　するとそこには遥はるかさんがいて、勢いよく入ってきた俺を見てキョトンとしていた。

「あら、お帰りなさい隼はや人とくん。どうしたの？　ずいぶん急いでるみたいだけど」

　事実、俺は急いでいた。思い描えがいたアイデアをすぐにでも実現したくてたまらなかったからだ。しかし、そのためには必要なことがある。

「遥さん、相談があるんですけど！」

　そいつを手に入れるために、俺はまず許可を得なければいけない。他でもない『両親』の許可をだ。

「相談？　あらあら、何かしら？」

「俺、バイトをしたいんですけど、いいですか!?」

「え？　アルバイト？」

　俺の言葉に、遥さんは珍めずらしく驚おどろいたような表情になる。

　そう、俺のアイデアを実現するために必要なこととはバイトだった。

　厳密にいえば、バイトでお金を稼かせぐことだ。必要なものを手に入れるためには、なにはなくとも金がいるのだ。

「どうして急にアルバイトを？」

「急に欲しいものができたんですよ。しかもできるだけ早く」

「それはなにかしら？　必要なものならお金は出すわよ？」

「い、いえ、買ってもらうのはちょっと……」

　俺は言葉を濁にごす。何を買おうとしてるかは事前に菫や椛に知られたくないため、万が一のことを考えて誰だれにも秘密にしておきたかった。

「ああ、もしかして親には相談できないものかしら。うふふ、男の子だもんね」

「違いますよ!?　マジでそういうんじゃないですからね!?」

　すると、遥さんはなぜか無性に楽しそうに笑いながらトンデモナイことを口にした。

　……大体想像はできるけど、どういう勘かん違ちがいをしてるんだろう……。

「わかったわ。じゃあお小こ遣づかいをアップしてあげるから」

「い、いや、そうじゃなくてですね……。できれば俺自身が稼いだ金で買いたいんです」

　その提案はありがたかったが、俺は正直な気持ちでそう断った。

　実は、バイトなんてことを言い出したのもそういう考えからだった。

　俺が買おうとしているものは、ぶっちゃけ貯金を下ろせば十分買えるのだが、そうじゃなくて自分自身の力で稼いだ金で手に入れたかったのだ。

　妹達への初めてのプレゼントだからということもあるけど、それ以上に、俺の力で入手したもので二人のケンカを止めたかった。別の言い方をするなら、二人のケンカを止めたいなら俺自身もがんばらないといけないと思ったのだ。

　だから、今まで経験のないアルバイトって手段を口にしたわけなのだが、

「うーん、私としては、ちょっとＯＫは出せないかしら」

　次の瞬間、あっさり遥さんにそう返されて、俺は「え!?」と驚いた。

「な、なんでですか!?　変なものを買うわけじゃ……！」

「何を買うかは別にいいのよ。思春期の男の子なんだから、ちょっぴりハードなのでも私は全然ＯＫだと思うし」

「だからそういうのじゃないですからね!?」

「問題なのはアルバイトをするということ自体ね。それは、やっぱりどうかなって思ってしまうの」

「ど、どうしてですか……」

「もちろんアルバイトをしてる高校生なんてたくさんいるし、それも社会勉強の一いつ環かんだというのは正しいわ。でもね、やっぱり学生の本分は勉強じゃないかなって思うの。親としては、それが疎おろそかになってしまうかもしれないって思うとどうしても心配になってしまうし、その心配を押し通してまでしないといけない理由とも思えないから」

「と、当然、バイトしながらでも勉強は今まで通りやるつもりです。成績を落としたりするつもりはありませんよ」

「そうね、隼人くんは真ま面じ目めだから、きっとなんとか両立させるんでしょうね。でも、使える時間が増えるわけじゃないから、そのためにはやっぱりちょっと無理もしないといけないと思うの。その無理が、私は一番心配。隼人くんのことは本当の家族の一員だって思ってるけど、預かってる身だというのも事実だから。そう考えると、やっぱり心配なことはさせられないわ」

　遥さんはそう言って「ごめんなさいね」と謝りながら、ハッキリと俺がバイトすることは許可できないという意思を示した。

　その言葉から、遥さんが俺のことを本当に心配してくれているということがストレートに伝わってきて、俺は少しジーンとしてしまった。

　だが、かといってアルバイトの件をすんなり諦あきらめられるというわけでもなく、俺はなんとか食い下がろうとする。

「そ、そんな、でも俺は……！」

「そうね、それでも隼人くんがどうしてもって言うなら『お父さん』が帰るのを待って相談してみるしかないわね」

　しかし遥さんは、俺の言葉を遮さえぎるようにそう言った。

　さらに「たぶん私と同じ意見でしょうけど」と苦笑しながら付け加えて。

　いつも通り物もの腰ごしが柔やわらかく笑え顔がおな遥さんだけど、それ以上は何を言っても考えは変えないといった雰ふん囲い気きがあって、俺はその場では口をつぐむしかなかった。

　だが諦めたわけじゃない。遥さんの言い方では、文ふみ彦ひこさんが許可してくれたならバイトもＯＫだといった感じだった。

　俺はもちろん文彦さんにも頼たのみ込むつもりだ。なにせ文彦さんは家長だ。（実際の力関係は違ちがうだろうけど……）文彦さんはこの家の最高意思決定者なのだから、その文彦さんに許可をもらえばそれでＯＫということになる。

　遥さんは、文彦さんも自分と同じ意見だろうと言っていたが、ここで引き下がるわけにはいかない。なんとしても説得しないと……！




「…………許可はできん」

　だが、帰宅を待ち構えて許可を求めた俺に、文彦さんは即そく座ざにこう返した。

　唖あ然ぜんとする俺だったが、もちろん黙だまっているわけにはいかず、どうしてですかと理由を訊たずねる。

「…………お前は学生だ隼人。学生は勉強するのが仕事。金を稼ぐのはまだ早い」

　しかし、文彦さんが口にした理由も遥さんのそれと同じだった。

「で、でも、俺はバイトをやってみたいんです。まだ早いって言いますけど、でも早くから社会経験を積んどくのもいいことじゃないですか？」

　俺はなんとか許可してもらいたくて、そんな一いつ般ぱん論的なアプローチも試みる。

「…………お前の言っていることは一理あるし、その姿勢も立派で感心する。息子が社会に出ようとするのを、父親として後押ししてやりたいという気持ちも当然ある」

「！　だったら──」

「…………だが、残念ではあるがやはり許可はできん。バイトに時間を取られ、さらに勉強も今まで通りこなすとなると、どうしても無理が出る。睡すい眠みん時じ間かんが削けずられるようなことにもなるかもしれん。そうなればお前の健康にも関わる。それはいかん」

　文彦さんは「それに」と続ける。

「…………なにより問題なのは、お前が一時でも俺達の目の届かないところに行くということだ。言い方はアレだが、保護者というのは子供を監かん督とくする義務がある。それでなくとも俺達は、お前を和かず也やから預かっている身だ。無責任なことはできん」

「う……」

「…………俺達は、ここでお前を無事に、かつ健すこやかに育てる義務がある。それが、お前がここで暮らすための最低限の決まりだ」

　親父おやじの名前まで出されて、俺はさすがに言葉に詰つまる。

　本来家族でも何でもない俺が月つき城しろ家の一員として暮らすために、大人おとなである文彦さんや遥さんは大きな責任を負っているのだ。そのことに言げん及きゆうされると、俺はもうそれ以上何も言えなくなる。

「…………自分の手で金を稼ぎたいというお前の気持ちは、同じ男としてよくわかる。そういった考えを持ったお前を、……あれだ、息子として、実に誇ほこらしく思う」

　俺が黙っていると、文彦さんは少し咳せき払ばらいしながらそう続けた。

「…………だが、やはりまだ早い。焦あせらなくとも、いずれお前も社会に出て仕事に就くことになる。それまでは、……その、大いに、……あれだ、父親を、……こう、頼たよるべきだろう、うむ……。欲しいものがあるなら遠えん慮りよなく言え。小遣いが足りないならもちろんアップもする。……息子の頼みだからな」

　そして、なぜか俺から視線を逸そらしながらそう言って、文彦さんは足早に自分の部屋へと行ってしまった。

　俺はその大きな背中を黙って見送るしかなかった。

　こうして、二人のケンカを止めるための名案は、俺の興奮とは裏腹にあっけなく頓とん挫ざしてしまう結果となった。

　だが、それでも諦められるほど、軽い気持ちではないのだ。目の前に、妹達のケンカを止める手段があるというのに、それを見送るなんて……！

　俺は、なんとかならないかと頭を悩なやませる。

　その日、俺は夜よる遅おそくまでこの問題を考え続けることになるのだが、簡単に解決策が思いつくほど、この世は甘くないのだった……。




　　　　▼




「御堂くん……、御堂くんってば」

「……ん？」

　ふと、誰かに名前を呼ばれていることに気がつく。

　俺は自分の思考から戻もどってその方向へと振ふり向むいた。

「……葉山さん？　どうかしたの？」

「それはこっちの台詞せりふ──……って、これじゃ昨日の再現だよ御堂くん」

　そう言われて、俺はまた自分が昨日と同じように、放課後の教室でぼんやりと考え事をしていたことを自覚する。……我われながら進歩がない。

「ごめん……。葉山さんもまた友達と？」

「う、うん。それで気がついたらまた御堂くんがいたから……」

　ちょっと恥はずかしそうに目を逸らしながら言う葉山さん。本当に、これじゃ昨日の再現そのままだ。ただ、もどかしさは昨日よりも随ずい分ぶんと強い。

「そ、それで、今日はどうしたの？　昨日は元気に帰ってたけど……」

「あ、うん、まあ……」

「菫と椛のケンカを止める方法が見つかったって言ってたよね？」

　そう、確かにそう言った。だが、見事に頓挫してしまったんだ。

　俺は昨日相談した手前もあり、葉山さんに事情を説明する。

　俺の考えを実現するためにバイトをする必要があるんだけど、文彦さんと遥さんから許可してもらえなかったことを、詳くわしく。

「そんなことがあったんだね。……でも、おじさんとおばさんの言ってることは、やっぱり正しいかな……」

「俺もそう思うよ。文彦さんも遥さんも、俺を心配してくれたうえで正しいことを言ってるんだ。反論のしようもないよ」

「……でも、御堂くんは諦めてないんだよね？　だから悩んでるんだよね？」

　葉山さんにそう言われて、俺は「まあね……」と歯切れ悪く肯こう定ていする。

「二人の言ってることは正論だけど……、俺はやっぱりどうしても諦めきれない」

「……ねえ御堂くん、一つだけ訊きいてもいいかな？」

「うん？」

「……どうして、そんなに必死になるの？　やっぱり……、菫と椛のためだから……？」

　どこか恐おそる恐るといった感じの葉山さんの質問に、俺は苦く笑しようしながら答える。

「ああ、菫と椛は俺の妹達だからな。二人のためなら何でもするさ」

「妹……」

「……それと二人は俺の恩人でもある。今俺がこうやっていられるのも二人のおかげだ。だから、簡単に諦めるわけにはいかないんだ」

「…………二人のことが、大切なんだね」

　その言葉に、俺は自分が恥ずかしいことを口走ってしまったことに気がつく。

　本心ではあるけど、他人に向かって口にするようなものじゃなかったから、俺は照れくさくて何とも答えられなかった。

「……やっぱり、そうなんだ……」

「葉山さん？」

　だが、葉山さんは真しん剣けんな顔で何かを考え込んでしまった。

　俺が呼びかけても返事はなく、しばらくしてハッとした様子で顔を上げると「な、なんでもないよ」と顔を赤らめながら笑った。

「え、えっと、つまり御堂くんとしては、なんとしてもアルバイトをしたいってことなんだよね？」

「ああ。……でも、文彦さんと遥さんの許可がな……」

「そのことなんだけど、……もしかしたら御堂くんの力になれるかもしれない」

「え？」

　俺は葉山さんの言葉に弾はじかれたように振り返る。

「御堂くんさ、……あの、わ、私のマネージャーをやらないかな？」

「へ？　マネージャーって……？」

「あ、あの、順番に説明するね？　私がプロゲーマーをしてるっていうのはもう御堂くんも知ってると思うけど、プロだから一応マネージャーさんがいるの。といっても、それってサラさんのことなんだけど」

　サラさん……というと、先日葉山さんの家に来た、あのリリアのお付きの人か。

「本当は別に必要ないんだけど、リリアちゃんが私のことを心配して『付き人は絶対にいるのだ！』ってきかなくて。だからサラさんが私のマネージャー代わりをしてくれてるんだけど、近々用事ですごく忙いそがしくなるそうなの」

「それで、その代わりを俺に？」

「う、うん。さっきも言った通り、マネージャーさんがいなくても私は全然大だい丈じよう夫ぶなんだけど、リリアちゃんがとにかく私一人で仕事するのを心配して、マネージャーなしなんて絶対ダメってきかなくて……。じゃあサラさんが忙しい間は誰だれか雇やとおうかって話にもなったんだけど、今度は『どこの馬の骨かわからないやつに美み咲さきの面めん倒どうを見させることなんてできるかなのだ！』って……」

「そう言ってる姿が簡単に想像できるな……」

　あのワガママ娘むすめめ……。それがスポンサーなんだから余計に性た質ちが悪い。

「それで私もサラさんもどうしようって困ってたんだけど──……でも、もし御堂くんがサラさんの代わりに私のマネージャーになってくれたら、問題は全部解決するんじゃないかなって今思ったの」

「というと？」

「リリアちゃんもこの前御堂くんに会ったからもう顔見知りだし、知らない人をマネージャーにするわけじゃないからきっと納得してくれる──ううん、納得させられると思う。それに、もちろんお仕事だからバイト代は払はらってもらえるし、そしたら御堂くんの方の悩みも解決するんじゃないかな？」

　俺はそれを聞いて「あ……！」と光明がさしたような気分になった。

「で、でも待てよ。結局はバイトだから、文彦さんと遥さんを納得させられるかが……」

「それは、大丈夫だと思う。おじさんとおばさんは、御堂くんが目の届かないところにいくのがダメだって言ったんだよね？　でも私は親しん戚せきで御堂くんとも知り合いだから、私のお仕事のためにもって言ったら了りよう承しようしてくれるんじゃないかな？　それに勉強が疎おろそかになるっていうのも、マネージャー代行の期間は一週間くらいだから、一時的なものだって言って説得できると思う。私からもおじさんとおばさんにお願いするから」

「お、おお……！」

　一いつ瞬しゆん、俺は目の前の葉山さんが女神かなにかに見えた。

　……確かに、それならいけるんじゃないか!?　文彦さんと遥さんを説得できるかもしれない！　葉山さんのためでもあるし、しかも葉山さん本人が口くち添ぞえしてくれるとなれば、おそらく二人とも許可してくれるに違ちがいない！

「ありがとう葉山さん！　本当に助かるよ！」

「う、ううん、御堂くんの力になれたら、私もうれしいから……」

　俺が心の底からの感謝を述べると、葉山さんは照れたような笑えみを浮うかべた。

　……いや、本当に何度お礼を言っても言い足りないくらいだ！　バイトはもちろん精せい一いつ杯ぱいこなすとして、葉山さんにはまた今度個人的なお礼をしないといけないな！

「よし、そうと決まれば善は急げだ！　早く帰って遥さんに話をしよう！」

　俺は興奮しながら、そう言って葉山さんを促うながす。

　葉山さんは「うん」とやっぱり笑顔で頷うなずいてくれたが──

　……一瞬だけ、その笑顔の陰かげにどこか緊きん張ちようしたような色合いが見えたのは、きっとテンションが上がりすぎた俺の気のせいに違いないだろう。




　　　　▼




「お兄ちゃん、なんか今日はすごくご機き嫌げんだよね」

「そうですね、何かあったのですか？」

　その日の夕食の席で、食事を終えた二人が俺の方を見ながらそんなことを言ってきた。

「んー？　まあなー」

　そして俺は、言われた通りのご機嫌な様子でそう返す。頬ほおは自然に緩ゆるむし、声も自分でも弾はずんでいるのがわかる。

　なんでこうなってるのか──それはもう言わなくてもわかるよな？

　あの後、葉山さんと一いつ緒しよに帰宅した俺は、遥さんにマネージャーのバイトの件で許可をもらうべく再度お願いをしたんだ。

　当然、遥さんは最初は昨日と同じ理由で難色を示したが、バイトの内容、葉山さんのためでもあるということ、そして期間限定だからと説明し、さらに葉山さん自身からのお願いもあって、ついには許可してくれたのだ。

　さらに帰宅した文彦さんも同じように説得。その時はもう葉山さんは帰っていたが、今度は遥さんが味方になってくれて、ついに文彦さんの許可も取り付けた。

　こうして、俺は名実ともにバイトができるようになったってわけだ。

　これがうれしくないわけがない。顔が勝手にニヤけちまうのも仕方ないって話だぜ。

「いや、それにしても許可してもらってありがとうございます。文彦さん、遥さん」

「まあ、あそこまでされちゃ仕方ないわよね」

「…………今回だけだ。それから気をつけるように」

　改めてお礼を言うと、二人は食後のお茶を飲みながらそう答えてくれた。

「え、なになに？　何の話なの？」

「お母さん達は何か知っているんですか？」

　そんな俺達を見て、二人は身を乗り出す。

「…………隼人がアルバイトをするという話だ。期間限定だが」

「ええ、それも美咲ちゃんのマネージャーですって」

「「……え？」」

　だが、文彦さんと遥さんの言葉を聞いた二人は、なぜか固まってしまった。

　どうしたんだろう？　と俺が首を傾かしげていると、

「な、ななななな……！　なんですかそれは!?」

「ど、どどどどどういうことなのお兄ちゃん!?」

「うわっ!?」

　突とつ然ぜんすさまじい剣けん幕まくで二人が迫せまってきて、俺は思わず椅い子すから転げ落ちそうになる。

「ど、どうしたんだよ二人とも!?」

「それはこっちの台詞せりふです！　み、美咲のマネージャーとはどういうことですか!?」

「そ、それにアルバイト!?　そんなのあたし達、全然聞いてないよ!?」

　……そ、そりゃまあ言ってなかったからな。

　あくまで目的は二人のケンカを止めるためだ。それに必要なものを買うためにバイトを始めるってわけなので、もちろん二人には本当の理由は言えない。バイトに行くってことも、二人にはサラッとだけ言ってとぼけてしまおうと考えていたんだが……。

「な、なんで二人とも、そんな慌あわててるんだ!?」

　だが、二人の反応は想定外だった。何か言われるかもしれないとは考えてたけど、まさかこんな激しいリアクションが返ってくるとは思ってなかった。

　……な、なんか二人とも必死というか、顔も愕がく然ぜんとした感じになってるし、どうして俺がバイトするってだけでそうなるんだ……？

「そ、そんなの慌てるに決まってるじゃないですか！」

「そうだよ！　そもそもなんでみさ姉がそこに出てくるの!?　マネージャーとか、全然意味がわからないんですけど!?」

「と、とにかく落ち着け二人とも……！」

　俺は二人をなだめつつ、こうなった経けい緯いを説明する。

　もちろん真の目的は伏ふせておいて、バイトしようとしたら文彦さんと遥さんに反対されて、それを葉山さんに相談したらこうなったってことだけを明かす。

「お、お金が必要ならどうして相談してくれなかったんですか！」

「あたし達も貯金はしてるから、お兄ちゃんのためならいくらでも出すよ！」

「どこの世界に妹の貯金にたかる兄貴がいるよ!?」

　あり得ないだろそんなの！　逆はいくらでもあっていいけどさ！

「……ちょ、ちょっと待ってください。では、そのマネージャーのアルバイトの件は美咲から提案されたということですか？」

「あ、ああ、相談したらそう言ってくれて、すごく助かったんだが……」

「お、お姉ちゃん、それって……！」

「ええ、おそらく……！」

　二人は真剣な顔で向かい合って何やら小声で話し合い始めた。

　時折「……この機に乗じて」とか「……間ま違ちがいないよ！」なんて言葉が漏もれ聞こえてきたが、一体なんの話をしているのかは見当もつかない。

　さらには唸うなったり、頭を抱かかえたり、しきりに頷き合ったりしている二人。

　やはり意味不明な反応だが、いい雰ふん囲い気きじゃないってことだけはわかってしまう。

「お兄さん！」

「な、なんでしょう!?」

　やがて、二人はキッと俺の方を睨にらみつけてきたかと思うと、どこかもどかしそうな感じで口を開いた。

「わ、私はアルバイトなどいけないと思います！　学生の本分は勉強ですから、そこが疎かになってはいけません！」

「い、いや、その話はもう決着済みで……。このバイトは一週間くらいの期間限定だから勉強には影えい響きようは出ないんだって」

「あ、アルバイトとか危ないよ！　お兄ちゃんが変なトラブルに巻き込まれたりしたら、その……、そんなの家族として容よう認にんできないよ！」

「だからそれも、葉山さんは知り合いだからそういう心配はないだろ？　仕事内容もわかってるし、葉山さんのためにもなることだから、いいじゃないか」

「むむむ……！」

「ぐぬぬ……！」

　……なんでそこで悔くやしそうな顔になるんだ。

「……く、こんな巧こう妙みような構図を描えがくとは、悔しいですがさすが美咲です……！」

「……そんなこと言ってる場合じゃないよ。このままじゃみさ姉ねえの思い通りに……！」

　そしてまた二人でなにやらブツブツ話し合う二人。

　……よくわからないんだが、一つだけハッキリとわかることがある。

　それは、菫と椛は俺がバイトすることをよしとしてないって事実だ。

「と、とにかく！　私達はお兄さんがアルバイトをするのは反対です！」

「そ、そうそう！　そういうのは、あれだよ、まだ早いよ！」

　こうして面と向かって言われてしまったので、もはや疑う余地はない。

　どういうわけか、菫と椛は俺がバイトすることに反対らしい。おそらく家族として、俺のことを心配してのことなんだろうが……。

　とはいえ、それ自体はすごくうれしいしありがたいことだけど、はいそうですかと頷くわけにはいかない。だってこのバイトは、他ならぬお前達のケンカを止めるために始めることだからだ。

　それを面と向かって本人達に言えないのはもどかしいが、とにかく妹達のためを思ってやることなので、いくら当の妹達から反対されたとしても、こればっかりは耳を傾かたむけるわけにはいかないのだ。

「むむむむむ……！」

「ぐぬぬぬぬ……！」

　俺が首を縦に振ふらずにいると、二人はやっぱり悔しそうに唸るばかり。

　……な、なんか涙なみだ目めになってて申し訳なく思えてきたけど、ここで折れてはダメだ。

　二人のケンカを止めるため、ここはいくら妹達に言われても押し通さなければ。

　やがて、いくら言っても俺が考えを変えないということが、二人にもわかってきたらしく、次し第だいに声のトーンが落ち着いてきた。

「……わかりました。お兄さんはどうしてもアルバイトに行くというのですね」

「あ、ああ、ようやくわかってくれたか」

　俺はホッと胸をなで下ろす。心配してくれてるのにすまないけど、これはお前たちを思ってのことなんだ。それを説明できないのはもどかしいが、妹達のケンカを止めるためなら、俺はなんだってするつもりだ。

「…………椛」

「…………うん」

　二人は俺の言葉を聞いて、静かに頷き合った。なにか無言で合意しているようにも見えたが、たぶん俺の考えを変えるのは無理だと結論を出したんだろう。

　そんなこんなで、その場でのアルバイトの話はそれで終わりとなった。

　結局、菫と椛は最後まで反対していたが、明日の放課後から葉山さんのところへバイトに行くという俺の意思は変わらなかった。

　……二人に反対されたのは残念だったけど、このバイトが終わった時には、二人ともちゃんと事情をわかってくれるだろう。

　俺はその時のことを期待して、今妹達を不ふ機き嫌げんな気持ちにさせてしまっていることについては、後ろめたさを感じつつも目をつぶるしかないのだった。




　そうして翌日の放課後。

「よし……っと」

　俺は学校から帰宅すると、制服から私服に着き替がえて葉山さんの家に向かう準備をしていた。当然、バイトのためだ。

　葉山さんは「すぐにはそんなお仕事もないから、別にまだいいよ」と言ってたけど、バイト代をもらう以上はちゃんとしないといけないから、早さつ速そく今日から行って仕事内容を確認しておこうと思ったのだ。

　だが、そうやって自室から出ようとした時だった。

「お、お兄ちゃん、いるかな？」

「椛？　もう帰ってたのか？」

　突然部屋のドアがノックされ、椛が顔を覗のぞかせてきたのだ。

　……普ふ段だんだったら部活の関係で帰宅するのはもっと遅おそいはずなんだが……？

「あ、うん、今日からテスト勉強期間で部活は休みだからね」

　そう言われて、俺は「ああ」と納得した。

　そういえば中間テストが近づいてるんだった。部活に入ってないから気づかなかったけど、テスト期間が近くなると当然部活も休みになるんだったな。

「それで、その……、お兄ちゃんに相談があるんだけど」

　そんなことを考えていると、椛が身体からだをモジモジさせながらそう言った。

「相談？」

「うん。テスト勉強なんだけど、ちょっと自信がなくて、お兄ちゃんに教えてもらいたいなって思って……」

　上うわ目め遣づかいで、ちょっと甘えるような声こわ音ねの椛。それはまるで俺におねだりをしてきているように見えて、俺は一いつ瞬しゆんドキリとしてしまう。

「あ、そ、そうか。わかった。じゃあバイトから帰ってきた後にでも──」

　けどすぐに気を取り直してそう答えようとしたのだが、椛はすかさず「そ、それじゃダメだよ！」と遮さえぎってきた。

「え、えっと……、そう！　あたしってば要領が悪いから、教えてもらってから自分で勉強し直さないと頭に入ってこないんだよ。だから、夜は自習時間に充あてたいから、今からお兄ちゃんに教えてもらわないとダメなの」

「え？　い、今からと言われても、俺はバイトが……」

「……もしテストで赤点とかとっちゃったら、お父さんとお母さんからすっごく𠮟しかられちゃう……。もしかしたら、そんな成績なら部活やってる場合じゃないって、水泳部もやめさせられちゃうかも……」

　シュンと俯うつむく椛に、俺は「う……」と胸が痛くなる。

　椛が水泳大好きだってことは俺もよく知ってるから、もしそんなことになったら目も当てられない。そうでなくとも、困っている妹からのお願いを断る兄貴なんてあり得ない話だ。……とはいえ、俺にはバイトが……。

「お兄さん、椛？　二人ともここにいたんですか」

「菫？　どうしてお前まで？」

　とその時、今度は菫がやって来たので、俺は驚おどろく。

　菫は生徒会長をしており、毎日生徒会の仕事で遅く帰ってくるはずなのだが。

「生徒会もテスト期間中は休みになるのか？」

「え？　え、ええ、まあそんなようなところです。はい。……こほん、ところで、二人で何をしていたんですか？」

「お兄ちゃんにテスト勉強を教えてもらおうと思って」

　椛は菫の方を振り返ってそう答える。

　その際、何やら二人は見つめ合ったまま、一瞬無言になったような気がした。

　今の不思議な間はなんだろう……？　と思ってた俺だったが、すぐにハッと気がついて青ざめる。

　……こ、こういうシーンはマズイ……！　大体こんな場合はもう一方に対たい抗こうして、それはズルイ！　自分にも！　ってなってケンカが始まるシーンじゃないか！

　菫は全国レベルの頭脳の持ち主で勉強を教える必要なんてないが、そんなことは関係ないんだ。とにかく俺に関係することは、なぜか抜ぬけ駆がけするのは許さないみたいな雰囲気になってるから、ここからケンカが勃ぼつ発ぱつする可能性は非常に高い……！

「……なるほど、そういうことですか」

「あ、あれ……？」

　だが、俺の警けい戒かいとは裏腹に、菫はさらりとそう言って流しただけだった。

　心配していた「椛だけズルイです！　私もお兄さんに教えてもらいたいです！」みたいな展開にはならず、俺は困こん惑わくする。

「それならば是ぜ非ひ、私からもお願いします。椛に勉強を教えてあげてください」

　それどころか、菫の方から積極的にそんなことを言ってきた、だと……？

　あまりにも予想外の反応で、俺は戸と惑まどってしまう。……い、いや、いいことなんだが。

「私が教えてもいいのですが、椛にはどうも不評で……」

「お姉ちゃんは頭がよすぎて、教えるのにはちょっと向いてないんだよね」

　……な、なるほど。わかる気がする。頭の回転が速すぎる人は、教えるのが下手へたなことが多いってよく聞くもんな。

「ええ、ですからお兄さんなら適任でしょう。早速今から始めてください」

「あ、いや、でもバイトが……」

「それから、お兄さんが椛に教えるのと同時に、私がお兄さんのお勉強を見ます」

「え？　俺の？」

　さらに意外なことを言ってきた菫に、俺は思わず目を丸くする。

「はい。椛のお勉強はお兄さんが見てくださるとして、お兄さんの方もテスト勉強はしないといけないでしょう？　お兄さんを預かる身で成績を下げたとなると、お父さんもお母さんも心こころ穏おだやかではいられませんよ」

「う……」

　反論できない。もちろんテスト期間だってことはわかってたし、バイトしつつもテスト勉強はしっかりしようと思ってたけど、そこに椛に教えることも付け加わると、確かにちょっとキツイかもしれない……。

「ですから、私がお兄さんのお勉強を見ます。直接教えるのは苦手でも、お兄さんの成績を分ぶん析せきして、苦手分野を絞しぼり込んだり必要な問題の傾けい向こうなどを特定することはできますから。早速、椛のお勉強と同時並行にやりましょう」

「そ、そいつはありがたいし是非お願いしたいんだけど、これからバイトで……」

「お兄ちゃん、お願い……」

　その時、椛がすがるように俺の服を掴つかんで、涙目でこちらを見上げてきた。

　普段の元気な椛ではなく、弱々しく俺を頼たよる妹。

　そんな姿を見た俺は瞬しゆん間かん的に、もうどうしても面めん倒どうを見なくちゃいけないという思考に切きり替かわってしまった。

「妹がこんなにお願いしてるのに、お兄さんは見捨てていってしまうのですか……？」

　さらに菫からそんな追い討ちが入り、俺はもはや選せん択たくの余地がなくなってしまう。

　……く、なんて見事な連れん携けい……！　だが、抗あらがえない！

「……わ、わかった。でも、ちょっと待ってくれ」

　俺はスマホを取り出して、葉山さんに電話をかける。

『あ、み、御堂くん？　どうしたの？』

　そしてちょっと慌あわてた感じで出た葉山さんに、俺は申し訳なさを感じながら言った。

「あの、バイトなんだけど、明日からにしてもらってもいいかな……？」

『え？　それはもちろん大だい丈じよう夫ぶだよ。もともと今日はお仕事も入ってないから、作業の確かく認にんくらいしかすることないし……』

「ごめん。急に用事ができて。……うん、じゃあそういうことで」

　俺は心の中で葉山さんに頭を下げながら電話を切った。

　本当に申し訳ないけど、今日は許してほしい。

「……今日のバイトは行かなくてよくなったから、これで勉強を教えられるぞ」

　俺がそう言いながら振ふり向むくと、

「……やったよお姉ちゃん……！　バイト行きを阻そ止しできたよ……！」

「……ええ、協力作戦は大成功ですね……！　明日以降もこの調子で……！」

　二人がなにやらうれしそうに、小声でヒソヒソ話し合っていた。

　椛なんて、さっきまで見捨てられそうな子犬みたいだったのに、今はまったくそんな雰ふん囲い気きがなくなっていた。

「……どうした？」

「え!?　あ、な、なんでもないよ！　ありがとうお兄ちゃん！」

「さ、さすがお兄さんです！　では早速お勉強会を始めましょう！」

　俺が声をかけると、二人は慌てた様子で振り向いた。

　……よくわからないけど、バイトをキャンセルした以上は、しっかり勉強会をこなさないといけないな。
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「……う、うーん、よくわからないなぁ。もっと詳くわしく教えて、お兄ちゃん？」

「か、完かん璧ぺきな対策をしようとすると、時間がまるで足りませんね。明日以降もしっかりとお勉強を続けないといけません！」

　結局、その日は俺の部屋で三人集まって一日勉強に費やすことになった。

　二人はその間「明日もよろしくね、お兄ちゃん！」とか「明日以降の方針も決めておきますね！」と、なぜかやたらと「明日」を強調していたように思えるが、実は俺は勉強をしながらまったく別のことを考えていた。

　……これなら、おそらく……。




　そうして次の日。

　俺は帰宅すると、昨日と同じように私服に着替えていた。

　もちろん、昨日はあんなことになってしまったけど、今日こそバイトに行こうと思って準備していたのだ。だが、

「お兄ちゃん！　今日も勉強を教えて！　昨日のだけじゃ全然足りないよ！」

「お兄さん！　今日もお勉強会を開きましょう！」

　その時、昨日と同じく椛と菫が部屋にやってきた。

　だがその表情は二人とも笑顔で、昨日見えた緊きん張ちよう感かんというか、どこか切せつ羽ぱ詰つまったような雰囲気は今日はなかった。

　俺はそんな二人を眺ながめながら、椛にある物を手て渡わたす。

「……なにこれ？　……ノートと、問題集……？」

「ああ、昨日の夜のうちにまとめといたもんだ。これをやれば大丈夫だよ」

「え？　え？　ど、どういうこと？」

　わけがわからないといった顔で目を見開く椛に、俺は説明する。

　実は昨日、勉強を教えていて思ったんだけど、椛は相当頭の回転が速い。

　教えたことはすぐに覚えるし、ポイントもすぐに把は握あくできる。むしろ、これでなんで俺に教えてもらわないといけないんだって疑問に思うほどだった。

　だが、兄貴として頼たのまれた以上は面倒は見ないといけない。当然だ。

　とはいえバイトも行かないといけないということで、俺は昨夜考えたのだ。俺がいなくても椛が勉強できるよう、要点をまとめたノートを作ろうと。

　それで昨夜はほとんど徹てつ夜やみたいになってしまったが、これで椛の勉強とバイトを両立できるだろう。苦労した甲か斐いはあったってもんだ。

「そ、そんな……！　だ、ダメだよ！　あたしはほら、頭があんまりよくないから！　お兄ちゃんに直接教えてもらわないと……！」

「なに言ってんだ。念のため遥さんに、お前の中学時代の成績を教えてもらったけど、運動部に入りながら上位キープだったそうじゃないかよ。それに、頭が悪いはずがないってのは、接してればわかるよ」

「う、うぐ……」

　俺の言葉に、椛は押おし黙だまってしまう。

「ま、待ってくださいお兄さん！　椛の勉強はそれでいいとしても、お兄さんの方はどうするのですか!?」

「それはバイトから帰ったら菫が教えてくれ。お前は、自分は教え方が下手だって言ってたけどさ、昨日教えてもらったところはすごくわかりやすかったぞ？　あの調子で教えてもらえば、そんなに時間をかけなくても後は自習でなんとでもなるよ」

「そ、それは……、お褒ほめいただいて光栄ですが……」

　顔を赤らめて、これまた黙ってしまう菫。

　とりあえず、昨日のことで俺が導き出した結論は、バイトをしながらテスト対策は可能ってことだ。実際そのための道筋も昨日のうちに立てといたから心配ない。これで問題なくバイトに行ける。

「じゃ、行ってくるな」

　そういうわけで、俺は今日こそバイトに向かおうと部屋を後にしたのだが、

「ま、待ってください！　えっとえっと……！　あ、痛い！　いたたたた……！」

「え？　どうした菫？」

　急に菫がそんなことを言ってうずくまってしまった。

「お、お姉ちゃん、どうしたの!?」

「じ、実は私、昨日から体調が悪くて……！　お兄さんが行ってしまわれると思った途と端たんに、急に容体が……！」

「でも昨日はそんな様子なかったけど……」

「な、何を言うのですか椛！　昨日から私は具合が悪かったでしょう!?」

「え？　……あ！　そ、そうだったね！　思い出した！　う、うん、確かお姉ちゃんは昨日から頭が痛いって──」

「……いや、でも菫が今押さえてるのは腹だぞ？」

　俺のその一言で、姉妹の動きが一いつ瞬しゆんピタッと止まる。

「……も、椛！　ちゃんと合わせてくれないとダメじゃないですか……！」

「……そ、そんなこと言われても、打ち合わせもなしに急にとか無理じゃん……！」

「あの、二人とも……？」

「はう!?　い、いえ、違ちがうんですよ!?　これはその……！　わ、私はお腹が痛いんですけど、椛は頭が痛いということで！　ね、ねえ椛!?」

「え!?　あ、そう！　あいたたたたー！　頭が痛いよー！　お兄ちゃんに看病してもらわないと死んじゃうよー！　だからバイトは行っちゃダメだよー！」

「……も、椛、いくらなんでもそれは直接的すぎます！　しかもあなた、演技があまりにもひどすぎるじゃないですか！」

「い、いきなり振ってくるからでしょ!?　無茶言わないでよ！」

「……二人とも」

　その時、俺が声をかけると二人はビクッと震ふるえて動きを止めた。

　そして恐おそる恐るといった感じで、同時にこちらに振り返る。

「……はぁ、具合が悪いってのはウソだろ……？　どういうわけか知らないけど、そろそろ時間だから俺は行くぞ。今日は昨日と違ってなんかイベントに出るって葉山さんが言ってたから、早く行かないと……」

「ちょ、ちょっと待ってくださいお兄さん！　と、とにかく行かないでください！」

「お、お兄ちゃん、行っちゃダメだよ！」

　二人が心底焦あせった様子でそう言ってきたので、俺はやっぱりか……とため息を吐つく。

　薄うす々うすおかしいとは思ってたけど、やっぱりこの二人は俺をバイトに行かせないためにこういうことをしてたわけなんだな……。

　その執しゆう念ねんには感心するが、かといって俺の方も諦あきらめるわけにはいかない。

　それに、実のところ昨日と今日の二人の振る舞まいを見ていて、俺はいよいよバイトに行かないといけないと強く思うようになっていた。

　なぜなら、二人は昨日も今日もまだ一度もケンカをしていなかったからだ。

　昨日の状じよう況きようも、いつもなら絶対にケンカになっていた場面。しかしそうならなかったのは、どうも二人が協力して俺を引き留めようとしているからなんじゃないかと思う。

　つまり、共通の目標ってやつだ。

　共通の目標があれば二人はケンカをしない──まさにそれは、俺がバイトにどうしても行きたいと思っている理由に関わることだ。

　それを二人は図らずも、昨日と今日で証明してくれた形になる。

　……やっぱり、俺の考えは正しかったってわけだ……！

　俺は、最後まで引き留めようとする二人を何とか振り切る。

　二人の愕がく然ぜんとした表情を思い出すとチクリと胸が痛んだけど、それでもこれが二人のためにできることだと信じて、俺は玄げん関かんのドアを開けるのだった。

「お兄さんは私達よりも美咲を選ぶのですか!!」

「そうだよお兄ちゃん！　そんなのってないよ!!」

「ただバイトに行くだけなのに人聞きの悪いことを言うなー!!」








なによりも大切な妹達









　そうして始めたバイトの日々は、特に何事もなく過ぎていった。

　もともとマネージャーといっても、仕事の内容はちょっとしたスケジュールの管理や、イベントに出で掛かける葉は山やまさんの付き人、それと細こま々ごまとした雑用くらいしかない。

「むー、隼はや人とお前、美み咲さきに変なことしてないだろうなー。もう毎日心配で心配でたまらないのだ！」

「毎日毎日様子を見に来ては、同じ台詞せりふを吐くなよな……」

　それ以外では、毎日葉山さんのことが心配だとやって来るリリアの相手くらいか。

　リリアは、自分はスポンサーなんだから美咲の仕事を管理するのは当然なのだとふんぞり返っていた。どのイベントに出るのかとかも、主にリリアの意向らしい。

　それはまあ金を出してるんだからいいとして、聞いたところによるとあのグラビア写真集もリリアが発案した仕事なのだとか。しかもその理由が、

「美咲の可愛かわいさを世の愚ぐ民みんどもに知らしめてやろうと思ったからなのだ！　それと、私が美咲の水着姿を見たかったから、仕事だったら美咲も断れないと思ったのだ！」

　あまりにも下らなすぎてめまいを覚えるレベルだった。

「お前それ、たとえ同性でも普ふ通つうにセクハラだからな。しかもパワハラでもある」

「わ、私はスポンサーだからいいのだ！　どーせお前も美咲の水着姿を見てハッスルしたんじゃないのかー？」

「り、リリアちゃん……！」

「でもダメだぞ！　美咲は私のものだから、隼人は指一本も触ふれちゃダメなのだ！　っていうか、お前がマネージャーやってるのは危険なのだ！　やっぱりスポンサー権限で今すぐ解かい雇こなのだ！」

「……リリアちゃん？　いい加減にしないと、私、怒おこるよ……？」

「ひうっ!?　み、美咲が怖こわいのだ！　こんな美咲初めてなのだ！」

「……ふわぁ、善意で協力してくださっている御み堂どうさまになんて言い方をするんですか。しかも私が忙いそがしくて代わりをしてくださってるのに、お嬢じようさまが出歩いたら私もついて行かざるを得なくなるではありませんか。本ほん末まつ転てん倒とうになるので早く帰りますよ」

「そ、そんな、サラは厳しいのだ！」

「元はといえば私が多た忙ぼうなのもお嬢さまのせいでしょう。ほら、行きましょう」

「うわーん！　隼人ー、助けてくれなのだー！」

　そう言って泣きながら俺に抱だきついてくるリリア。

　さっきまで俺のことをボロクソに言ってたくせに、妙みように距きよ離りが近いんだよな……。

　結局リリアはサラさんに引きずられながら帰って行ったわけだが、こういう光景が毎日繰くり返されたこと以外では、本当に大変なことは何もなかった。

　葉山さんの仕事は主に二つだ。

　一つは動画配信サイトでのライブ、もしくは動画の撮さつ影えい。

　もう一つはゲームのイベントへの参加だ。

　その二つとも基本的に葉山さん一人で問題はないのだが、それではバイトに来ている意味がないということで、動画の編集や機器の準備といった雑事は教えてもらいながら俺がやることになった。

　その分の時間は、葉山さんはゲームをプレイするのに使う。

　もちろん遊んでいるわけではなく、トレーニングのためだ。

　俺はプロゲーマーがこんなにもトレーニングのために時間を使っているとは思っていなかった。俺達が遊びのためにゲームをしているのとはまったく違う。ひたすら同じ動きを繰り返して、それを身体からだに染しみ込ませていったり……。

「ちょっとサボるとすぐにできなくなっちゃったりするからね」

　俺が訊たずねると、葉山さんは笑え顔がおでそう答えた。俺ならウンザリするような反復練習も、葉山さんは楽しそうにこなしていて、心底ゲームが好きなんだということがよくわかる。

　そういったプロゲーマーの裏側みたいなのも見たりしながら、俺はバイトの日々を順調にこなしていき、期限だった一週間は瞬またたく間まに過ぎていった。




　そんな日々の、とある夜。

「……もしもし、俺だ。定期連れん絡らく」

　俺はスマホに向かって、いかにも不愛想な声を出していた。

　こんな態度で電話をかける相手は一人しかいない。

『ああ……、変わりはないか』

　親父おやじもまた、いつもと変わらず抑よく揚ようのない声でそう言った。

　この声を聞いていると、息子相手の電話さえも仕事時間が削けずられてもったいないと言われているようで気分が悪くなるが、今いま更さら腹を立てることもない。

「ああ、別に。みんなよくしてくれてる」

『そうか……』

　俺が月つき城しろ家で暮らすにあたって唯ゆい一いつ課せられた義務が、この親父への定期連絡だった。

　といっても、話すことなどほとんどない。お互たがいに、文字通り『義務』で連絡をとっているだけだ。だから、大体はこんな会話ともいえないようなやり取りをしただけで、サッサと電話を切るところだが、

「……変化といえば、最近バイトを始めたくらいか」

　俺は、ふとバイトのことを口にしていた。

　最近は、こうやってもう一言くらい添そえることが多くなった気もする。

　この前、初めて言いたいことをぶちまけた影えい響きようかとも思ったが、あれくらいで親父との関係が変化するわけもないし、期待もしていない。

『バイト？』

「ああ、欲しいものができたから臨時でな」

『文ふみ彦ひこ達に頼たのめなかったのか』

「自分の手で稼かせぎたかったんだよ」

　俺がそう言うと、親父はまた『そうか……』と言って黙だまってしまった。

　今回の電話はこのくらいかなと思って、俺は電話を切り上げようとしたが、

『……入用なものができたら文彦達に頼め。そのために金も渡わたしてある。もしできないなら俺に言え。遠えん慮りよはいらん』

　いきなり親父がそんなことを言ってきたので、俺は思わず面食らってしまった。

　親父にそんなことを言われたのは初めてだ。

「……遠慮なんてしねーよ。金額の問題じゃねーんだ」

　俺は、今更そんな父親面づらを見せたことに反感を声にのせながらそう言った。

　親父はまた『そうか』と返し、それでその日の定期連絡は終わった。

「……なにが遠慮だ」

　俺はスマホをベッドに投げ出しながら、顔をしかめる。

　今まで一度たりともあんな父親らしいことは口にしてこなかったくせに……。

　俺はクソ親父に遠慮なんてしたことはない。好きに使えとクレジットカードを渡されてはいたが、生活費以外には極力使わなかったのだって、遠慮じゃなくて反発からだ。

　……けど、そう言えば俺はこれまで一度も親父に何かをねだったことはなかったな。

　そう考えれば、あんな台詞を初めて聞いたのも当然かもしれない。それが親父には遠慮してるように見えてたのだろうか？

「……やめやめ、あんなやつのことをあれこれ考えても無む駄だだ」

　俺はそこで思考を切り上げる。親父のことを考えるなんて無駄なリソースだってわかりきってるはずなのに、なにやってんだか……。

　俺はベッドにごろりと横になって、ぼんやりと天てん井じようを見つめる。

　俺の今の家族は月城家のみんなだ。家族の間に遠慮なんてのは無用のもの。だから俺はみんなに遠慮なんてしてない……はずだ……。

　なんでそんなことを考えているのか自分でもわからない中、とりとめのない思考が頭の中に漂ただよう。

　俺はモヤモヤしたなにかを振ふり払はらうように、そのまま枕まくらに顔を埋うずめて、部屋の明かりを消した。




　　　　▼




「今日で終わりかー。ほんと、あっという間だったな」

　そうして最終日。

　俺はスタジオで、スケジュール表を眺ながめながら感かん慨がい深げにそう呟つぶやいた。あ、スタジオってのはリリアが葉山さんの家の近くに用意した、動画撮影用の部屋のことだ。

「ご苦労さまでした。御堂くんが来てくれて本当に助かったよ。いろいろ雑用なんかもしてもらって……」

　すると、ＰＣの前に座ってコンボのトレーニングをしていた葉山さんが、笑顔で振り向きながらそう言った。

「それくらいしないと、マジで仕事がなかったからな。何もせずにバイト代をもらうってのはやっぱり後ろめたいし」

「最初に言ったように、マネージャーさんがいなくてもやろうと思えば一人でもできることだからね。リリアちゃんは心配性だから」

「それはまあ、ここ数日で嫌いやってほどわかったよ。でもあれは心配性っていうより、リリアが葉山さんのことを大好きなだけなんだろうけどさ」

「う、うれしいけど、ちょっと困ることもあるからね……」

　苦笑する葉山さん。でも、嫌がっている様子は全然ない。葉山さんも基本的にリリアのことは好きなんだろう。ただ、それを上回る困ったやつだってだけで。

「あ、で、でも、御堂くんに来てもらって本当によかったって思ってるよ。御堂くんのおかげでゲームに集中できたし、そういう意味ではリリアちゃんに感謝、かな」

「大した仕事はしてないけど、そう言ってもらえるならありがたいよ。……っと、葉山さん、そろそろ時間だから出ないと」

　俺はそう言って、スケジュール表に目を落とす。

　葉山さんは今日これからファンタジック・レイダーズの大会に参加することになっているのだ。店てん舗ぽで開かい催さいするゲームのイベントで、その付き人をするのが俺の最後の仕事だ。

　その場所までは電車で向かう。俺達は駅に行くため、葉山さんの家を後にする。その帰り道からは多忙を潜くぐり抜ぬけたサラさんが葉山さんのマネージャーに復帰するため、俺はそこでお役やく御ご免めんになる。直帰する予定なので、忘れ物がないようにしないといけないな。

「あ、そういえば」

　そうして駅までの道を歩いていると、葉山さんがふと思い出したといった感じで口を開いた。

「……あの、変なことを訊きくかもしれないけど、御堂くんがバイトしている間の菫すみれと椛もみじはどうだったかな……？　なんか御堂くん、初日にちょっともめたみたいなことを言ってたような気がしたけど……」

「あー……」

　その問いに、俺はなんともいえない気分になる。

　結論からいうと、菫と椛はあの後もずっと俺をバイトに行かせないよう必死だった。

　毎日毎日、俺がバイトに行く時に二人してやって来て、あの手この手で引き留めようとしてくるのだ。

　俺はその度たびになんとか二人を振り切ってバイトに行き、帰宅しては不ふ機き嫌げんなことこの上ない顔で睨にらまれるというのを繰り返していた。

　……今日なんか、二人ともほとんど泣きそうな顔で引き留めてきたんだよな……。

　そのことを思い出すとマジで胸が痛む。

　けど、それも今日で終わりで、バイト代が入れば目的のプレゼントが買えるのだ。

　そうしたらきっと、今までの泣き顔も一気に笑顔で塗ぬり替かえられるに違ちがいない。

「まあ、なんとか上手うまくやってるよ」

　俺はそういった期待を込めつつ答える。

　すると葉山さんは「そっか」と言っただけで、その話はそれで終わってしまった。

　……もしかして、心配してくれていたんだろうか？

　その後、俺達はどちらからともなく無言になってしまい、奇き妙みような沈ちん黙もくが訪れた。

　チラリと葉山さんの方を見ると、歩きながらもどこか遠くを見つめているような感じがして、俺はちょっと不安になる。

「葉山さん。……葉山さんってば」

「……え？　あ、な、なにかな？」

「なんかぼんやりしてたみたいに見えたから。歩きながらボーッとしてたら危ないよ」

「あ、ご、ごめんね。……ちょっと、そう、大会のことを考えてたから！」

　少し慌あわてたようにそう答える葉山さん。

　俺はそれを聞いて「なるほどなー」と納得する。プロゲーマーにとって大会での戦績は超ちよう重要だろうから、集中していたのかもしれないな。

　いや、もしかしたら少し緊きん張ちようしてる可能性だってある。プロゲーマーＭＩＳＡＫＩの腕うではまさに神レベルだが、だからって大会なんて場で緊張しないとは限らない。

　……だとしたら、その緊張をほぐすのもマネージャーの仕事なのかも。

「やりたいことを思う通りにやればいいよ」

「え？」

　俺がそう言うと、葉山さんは弾はじかれたようにこちらを振り向いた。

「悔くいのないように、やりたいことや、やらないといけないことを何も考えずにただやればいい。それで結果は出てくる」

「御堂、くん……？」

「大会を前に緊張してるんだろ？　大だい丈じよう夫ぶだって。葉山さんの腕なら余よ裕ゆうだよ。たとえもしそれで負けたとしても、葉山さんは全力でやったんだから何も悪くない。本当に力を出し切ったんなら、結果が出なくても、それは葉山さんのせいじゃないよ」

　俺は素す直なおに頭に浮うかんだ励はげましの言葉を口にする。

　俺なんかの言葉でプロゲーマーＭＩＳＡＫＩの力になるかはわからないけど、これで少しでもリラックスしてくれれば幸いだ。そう思っていたのだが、

「……え？　大会？」

「ん？」

　なぜかキョトンとした顔になってしまう葉山さん。

　……な、なんか考えてた反応と違うんだが。

「……ど、どうしたの御堂くん、突とつ然ぜん……」

「いや、俺はただ、葉山さんが大会を前に緊張してるのかと思って、だからマネージャーとして支えないといけないと……」

　言いつつ、俺はもしかして勘かん違ちがいをしてたのかもしれないと思い始める。

「そ、そうだったんだ。その、ありがとう……。でも、あのね、大会については別にそんなに心配してないというか……」

「え？　そ、そうだったの？」

　そしてそれが葉山さんの口から確定してしまったことで、俺は急激に恥はずかしくなる。

　……ひ、一人で空回ってしまった。

「ボーッとしてたのはまた違うことで……。あ、そ、それは別にいいんだけど……！　でも、御堂くんに励ましてもらって、ちょっとドキッとしちゃったかな……。以前に励まされた時と、まったく同じ雰ふん囲い気きだったから……」

「以前？」

　俺はそんなことを言う葉山さんに首を傾かしげる。……以前って、なんのことだ？

　すると葉山さんはそんな俺を見てクスリと笑いながら、

「覚えてない？　前の学校で、御堂くんは今とまったく同じ言い方で私のことを励ましてくれたんだよ？」

「そんなことあったっけ……？」

「うん。その時の私は家庭のことでちょっと悩なやんでて……、そのことを御堂くんに言ったら『家族相手に遠慮なんかしなくていい。思ったことをすればいい。それでダメだったとしても、それは葉山さんのせいじゃない』って言ってくれて」

「……あったような、なかったような……」

　ぶっちゃけ、あんまり覚えてない。

　とある放課後に、葉山さんと二人で何か話をしたことはあった気もするが……。

「あったんだよ。それで私、御堂くんの言葉に勇気づけられて、思い切って両親と話をして……。それで、まあいろいろあったけど、ちゃんと和解できたんだよね」

「それは……、よかった」

　俺は全然思い出せないが、葉山さんが家族と和解できたってことだけは無条件によかったと思える。俺の言葉がその力になれてたとしたら、そんな光栄なことはない。

「うん。……だから、今その時と同じ感じで励まされたからビックリしちゃった。ああ、御堂くんは変わってないんだなって」

「……まあ、そいつは勘違いだったみたいだけどね」

　俺が恥ずかしくて視線を逸そらすと、葉山さんは笑って「それでもうれしかったよ」と言ってくれた。

「……うん、なんだかいろいろ吹ふっ切きれたみたい。おかげで大会も上手くできそうだよ」

「それならよかった」

　うれしそうな笑え顔がおの葉山さんを見ていると、俺が恥はじをかいたのもあながち無駄じゃなかったようで安心した。

　そんなやり取りをしつつ、俺達は電車に乗って大会が開かれる店舗へと向かった。

　その店はゲーム屋でありながら、結構大きな規模のイベントも開けるホールを備え付けているところだった。

「おお……、ゲーム大会の会場ってこんな雰囲気なのか……！」

　俺はその会場を見回しながら感かん嘆たんの声を上げる。

　会場の中心には巨きよ大だいなモニターが設置され、その左右にはそれぞれ対戦するチームが座る場所がＰＣと一いつ緒しよに用意されており、それらを正面から見られるように観客席が設けられていた。

　動画では何回か見たことがあるが、リアルで見るのは初めてだ。実際にその場にいないと感じられない独特の空気感みたいなものがある。これまでの葉山さんに付つき添そって行った先はサイン会とかインタビューだけだったので、いよいよプロゲーマーとしての姿が生で見られるかと思うと、一ファンとしてテンションが上がってくる。

「こんなところで観客に見られながらゲームするとか、俺なら緊張でまともにプレイできなそうだな……」

「私も最初は少し緊張したけど、慣れたらそうでもないよ。いつもと同じでゲームに集中するだけだから」

　そんな会話を交わしつつ、俺達は選手の待機場所へ向かう。

　ＭＩＳＡＫＩは特別扱あつかいなのか、用意されていた部屋は個室だった。

　葉山さんは気にしていなかったみたいだけど、俺は他の選手がいなくてホッとした。俺が大会に出るわけでもないのに、なんだか緊張してしまう。

「今日はソロ戦の大会だから、参加人数自体はそんなに多くないよ」

　ファンタジック・レイダーズはいくつかの多人数戦のモードがあるが、人気なのは四人ずつのチーム戦か、もしくはソロ対戦だった。

　ＭＩＳＡＫＩもチームを組んで出ることはあるが、メインの活かつ躍やくの場はソロ対戦だ。超難度の動きで相手を翻ほん弄ろうして見事な勝利を収めるのがＭＩＳＡＫＩの人気の秘密だった。

「じゃあ行ってくるね」

　やがて大会は始まり、葉山さんは控ひかえ室しつを出ていった。

　この時点になると、俺にはもうやることがない。

　マネージャーは、後は選手が勝つのをここで祈いのって見ているだけだ。

　俺は控室のモニターを食い入るように眺ながめる。

　……どうか、負けないでくれよ……！　と、心の中でエールを送る俺だったが、結果からいうとそんなものは必要なかった。

　なぜなら、葉山さんは俺が心配する余地などないとばかりに、圧あつ倒とう的な実力で大会を勝ち進んでいくこととなったのだから。




　　　　▼




「よしっ!!」

　俺は思わず立ち上がり、モニターの前でグッとこぶしを握にぎり締しめる。

　優勝決定戦でも、葉山さんはなんの危なげもなく勝利を収めた。

　振ふり返ってみると、なんで俺は心配なんてしてたんだって思えるくらいの完勝だ。

「いやー、これでますます人気は上がるだろうなー」

　俺はその結果に、まるで自分のことのように喜んでいた。

　割れんばかりの拍はく手しゆの中、トロフィーを受け取っている葉山さんを眺めながら、俺は満足してうんうんと頷うなずく。バイトの最終日をこういう最高の展開で迎むかえられたのは幸せだ。

　万が一負けてたら、絶対スッキリした気分でバイトも終えられなかっただろうし。

「まあ、ＭＩＳＡＫＩにそんな心配なんてあり得ないか……」

　あの圧倒的な実力を見せられたら、ＭＩＳＡＫＩが負けるなんてことは考えられないことだった。まさにあれが全国レベルのトップランカーってやつなんだろうな。

「……ふぅ、なんか肩かたの荷が下りたって感じだな」

　俺は椅い子すに座り直しながらそう呟つぶやく。

　なにはともあれ、これで無事にバイトは終しゆう了りようだ。

　後はおいおいやって来るサラさんにバトンタッチすれば、それで全て完かん了りよう。

　バイト代をもらって、急いで目的のものを買いに行く。そしたらこの一週間、いろいろ気を揉もませた妹達にようやく報いることができるってわけだ。

　俺はそんなことを考えながら、控室で葉山さんの戻もどりを待っていた。

「…………いやに遅おそいな」

　だが、しばらく待っても葉山さんは戻ってこなかった。

　モニターの中ちゆう継けいはとっくに終わっており、それはつまり大会も既すでに終了しているということを意味する。トイレにでも行ってるのだろうかと考えたが、それにしたって時間がかかり過ぎているような気がする。

　俺は控室を出て、葉山さんを捜さがしに行くことにした。まさか迷まい子ごになんてなってるわけないよな、とその時はそんな軽いことを考えていたのだが、

「…………のかっ！」

「………………だよ」

　不意に、どこかから微かすかに声が聞こえてきて、俺は足を止めた。

　……誰だれかと誰かが言い争っているような……？

　しかも片方は、葉山さんの声のように聞こえたが、まさか……!?

　俺は嫌いやな予感がして、気づいたらその声の方に駆かけ出だしていた。

　廊ろう下かを曲がると狭せまい休きゆう憩けいスペースのような場所があり、そこには二人の人間がいた。

　一人は、やはり葉山さんだ。

　そしてもう一人は──ここからでは後ろ姿しか見えないが、短い髪かみに葉山さんよりも一回り大きな身体からだの男で、そいつが葉山さんを壁かべ際ぎわに追おい詰つめているじゃないか。

「葉山さん！」

　俺はその光景を見た瞬しゆん間かん全速で走り出し、その男を葉山さんから引ひき離はなすように、自分の身体を二人の間に滑すべり込ませた。

「何をしている！　俺はマネージャーだ！　ＭＩＳＡＫＩから離れろ！」

　そして葉山さんを背にしながら、目の前の相手をキッと睨にらみ付ける。

　心臓はバクバクと激しく鳴っていたが、俺はそれ以上に葉山さんを守るという意識で頭がいっぱいだった。今の俺はマネージャーだ。変な男に絡からまれているＭＩＳＡＫＩを守るのは、まさに俺の役目だった。

「み、御堂くん!?」

　背中から、葉山さんの驚おどろいたような声。

　……大丈夫だ。俺が何としてでも守るからな！

「……ん？　ミッサー、誰こいつ？　マネージャーって？」

「……へ？」

　けど、そんな意気込みで目の前の男を睨みつけていた俺だったが、その男がなぜかとぼけたリアクションをしてきたじゃないか。

　……って、待てよ？　なんかこいつ、よく見たら……？

「ち、違ちがうの御堂くん。この子は私の知り合いで、さっきまで一緒の大会に出てたプロゲーマーのミューちゃんで……！」

「ミュー……ちゃん？」

　俺は今度こそ、マジマジと目の前の人物を見つめる。

　ベリーショートでボーイッシュな髪かみ形がた。俺と同じくらいの背せ丈たけ。だけど、目はパッチリしていてまつ毛も長く、何よりさっきこの人の口から出た声は……お、女の子？

「ミッサー、なになに!?　こいつ彼氏!?　キャー！」

「ち、違うよミューちゃん！」

　キャイキャイと楽しそうに話している二人を見て、俺は脱だつ力りよくする。

　……ど、どういうことだ……？




「……つまり、ゲームのことでただ盛り上がって話してただけで、絡まれてたわけでもなんでもないと……」

「あー、アタシのことを変なファンの男か何かと勘かん違ちがいしたってことか！　なーるほど！　ま、アタシ身体は大きいし、後ろ姿はよく男に間ま違ちがわれるからなー！」

「御堂くん、ミューちゃんに失礼だよ……」

「す、すいませんでした……」

「あっははは、いーよいーよ！　アタシ声もでかいし、言い争ってるように見えたんだよね！　ちゃんとミッサーを守って、いいマネージャーじゃん！」

　そう言ってあっははと笑いながら、俺の背中をバンバンと叩たたくミューさん。

　俺は恥はずかしくて、ひたすら俯うつむいているしかなかった。

　あの後、二人の話を聞いた俺は、それでようやく状じよう況きようが把は握あくできた。

　葉山さんとミューさんの二人は大会が終わった後、ゲームの話で盛り上がって、ついこの休憩スペースで話し込んでいたらしい。

　やがて大会で葉山さんに負けたミューさんに熱が入ってきて、コンボのやり方を教えてくれと頼たのみ込んでいたそうだ。

　そこにタイミング悪く俺がやって来て、ミューさんの後ろ姿を見て変なファンの男に絡まれていると勘違いし、間に入った……と。

　もちろん二人は言い争いをしてたわけじゃなく、昔からの知り合いで、友達同士の気安いお話をしていただけにすぎないのだが──……まあ、いろんな要素が絡まって、さっきみたいなことになってしまった、と……。

「じゃあねミッサー！　メッセ送るから、またオンしようねー！」

　俺が平謝りする中、ミューさんは豪ごう快かいに手を振りながら上じよう機き嫌げんで去っていった。

　全然気にしてる様子がないのは、俺にとってはせめてもの救いだった。

「……なんというか、失礼しました……」

　ミューさんがいなくなった後、俺は改めて葉山さんに頭を下げた。

「う、うん、ミューちゃん本人が気にしてなかったからいいんじゃないかな」

　葉山さんは苦く笑しようしながらそう答えたが、その後に視線を逸そらしながら「それに……」と続けた。

「み、御堂くんは私を守ろうとしてくれたんだよね……？　それは勘違いだったけど、でも、わ、私はうれしかった……かな……」

　そう言って、かああぁと顔を赤らめる葉山さん。

　俺はマネージャーとして当然の仕事をしたまでだが、そんな反応をされるとなんだかくすぐったい気分になって、自分の顔も熱くなるのを感じた。

「あ、いたのだ！　美咲ー！」

「こちらにおられたのですね美咲さま。それと御堂さまも」

　とその時、そんな声がしたかと思ったら、リリアとサラさんが急に現れたので俺も葉山さんも驚いて振り返った。

「控室にいらっしゃらなかったので捜していたのですが、先ほどそこでミューさんとお会いしまして」

「二人はここにいるって聞いたのだ。隼人お前、こんなとこで美咲に何してたのだー！　変なことしてないだろうなー！」

「な、何言ってんだ。ちょっと休憩してたんだよ休憩」

「う、うん、そうだよリリアちゃん」

　俺も葉山さんも気き恥はずかしさが残っていて、思わずそう誤ご魔ま化かしてしまう。

　リリアはそれに気づかず、すぐに俺から興味を失って葉山さんに抱だきつくと「優勝おめでとうなのだー！　さすが私の美咲なのだー！」なんて言いながら、葉山さんの胸にグリグリと顔を埋うずめた。……エロガキめ。

「御堂さま、マネージャー代行の件、ありがとうございました。おかげで大いに助かりました。これはお約束していた報ほう酬しゆうです。どうぞ、お受け取りください」

「あ、ど、どうもありがとうございます！」

　その時、サラさんからバイト代の入った封ふう筒とうを受け取り、俺は深々と頭を下げる。

　このためにこの一週間、引き留める菫と椛を振り切ってまでバイトをしてきたのだ。

　……これで、考えてた物が買える……！　早さつ速そく帰りに買いに行こう！

「ふん、これでお前の役目も終わりなのだー！　美咲は今から私と一いつ緒しよに帰るんだから、隼人はサッサと行っちゃえなのだー！」

「お嬢じようさま、お世話になった御堂さまになんて口をきくのですか。それに、まだ帰れませんよ。これからお嬢さまと私は、大会の主しゆ催さい者しやさまに挨あい拶さつに行かないといけません」

「え？　な、なんでなのだ？　そんなのめんどくさいのだー！」

「面めん倒どうなのは私も同じです。早く帰って寝ねたいのですが、これもスポンサーの務めです。美咲さま、行ってまいりますのでもうしばらくお待ちいただけますか」

　サラさんはそう言って、葉山さんにくっついていたリリアの首根っこを問答無用でひっつかむと、そのまま「うわーん！　美咲ー！」と泣なき叫さけぶのもかまわず強引に引きずっていってしまった。

　……サラさんって相変わらず眠ねむたげな顔で表情の読めない人だけど、言動はものすごく力強いからそのギャップにちょっと戸と惑まどうんだよな。

「さ、さて、じゃあ俺はそろそろ行くよ。葉山さん、バイトの件、本当にありがとう。すごく助かった」

　それはともかく、俺は改めて葉山さんにお礼を言う。

　今回の件は、あらゆる意味で葉山さんの力ちから添ぞえがなかったら無理だったからな。

「あ、う、ううん。私の方こそ御堂くんがマネージャーをしてくれて、すごく助かったから……。すごく、うれしかった……」

　すると葉山さんは少し俯きながら、呟つぶやくようにそう返した。

　なんだかその言葉に妙みように力がこもっている感じがしたが、なにはともあれ葉山さんにもそう言ってもらって、今回のバイトは大成功だったってことだな。

　俺は満足しながら「それじゃ、また」と言ってその場を去ろうと思ったが、

「あ……！　ま、待って御堂くん！」

「え？」

　その瞬間、なぜか葉山さんに呼び止められた。

　振ふり向むくと、葉山さんはどこか緊きん張ちようした様子でギュッと手を握にぎりしめていた。

　……なんだ？　と訝いぶかしく思っていると、やがて葉山さんはまるで意を決したとでもいうかのような勢いで顔を上げて、俺を真っ直すぐに見み据すえた。

　その顔は、今にも爆ばく発はつしそうなほど真っ赤かだった。

「み、御堂くん……！　まだ、帰るのは待ってくれないかな……！」

「え？　ど、どうして？」

「あのその……！　み、御堂くんって『ファンタジック・レイダーズ』の大ファンだって前に言ってたよね？　このゲームが好きなんだよね……？」

「あ、う、うん。俺もソフトは持ってるし、やりこんでる程度には……」

「そ、それでね……！」

　葉山さんはそこで、小さく深呼吸をした。

「……じ、実はね、私、メーカーさんのＰＲのお仕事もやってて……！　そ、それで、今度出る続編の試遊版を渡わたされてるんだ……」

「え？　それってつまり、ファンタジック・レイダーズの２ってこと？」

「う、うん……。ほ、本当は秘密なんだけど……」

　そう頷うなずく葉山さんに、俺は驚くと同時に興奮していた。

　大人気ゲームであるファンタジック・レイダーズの続編に関しては、いろんなところで断片的な情報が出ているくらいで、まだ正式には発表されていない。

　それが、まだ試遊版とはいえ存在しているなんて──しかもそれを葉山さんが持っているなんて。ファンとして興味をそそられないはずがなかった。

「……で、でも、御堂くんはファンだって言うし……。そ、その、この一週間、いっぱい助けてもらったから、そのお礼に言ってもいいかなって……！」

「す、すごいじゃないか！　いいなー！　やっぱＭＩＳＡＫＩクラスとなると、そういうのも先にプレイできるんだな！」

「……み、御堂くんもやってみたい……？」

「そりゃ当然だよ！　今でも最高に面おも白しろいのに、さらに進化するんだろ!?　いや、今から正式なリリースが楽しみだなー！」

「……じゃ、じゃあ……、今からうちにプレイしに来ない……？」

「え？」

　一瞬、俺は何を言われたのか、すぐには理解できなかった。

　葉山さんの言葉が、あまりにも意外すぎたからだ。

　一部の人だけに秘密裏に配られた試遊版のプレイに俺を誘さそうのもそうだが、それを今からというのもよくわからない話だった。

「……ほ、本当はダメなんだけど、御堂くんならいいかなって……！　リリアちゃんやサラさんにも秘密にして、ふ、二人きりで……！　ど、どうかな……？」

　よくわからない──が、それは同時に、とても魅み力りよく的な話だった。

　大人気ゲームの続編を、大人気プロゲーマーである葉山さんと一緒にプレイできる。

　それも、誰だれにも邪じや魔まされない環かん境きようで、二人だけの秘密の内に、だ。

　葉山さんは真っ赤な顔で、どこかすがるような目を俺に向けていた。

　……いや、葉山さんじゃない。ＭＩＳＡＫＩが、だ。

　あの美少女すぎるプロゲーマーのＭＩＳＡＫＩが、俺も大ファンのＭＩＳＡＫＩが、俺だけにそんな特別なお誘いをしてくれているのだ。

　だったら──

　返事は、こうするに決まってるじゃないか。




「あ、ごめん。今からは無理だよ」




「……え!?」

　俺の言葉に、葉山さんは大きく目を見開いて呆ぼう然ぜんとする。
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「いやー、そのお誘いはすごくうれしいし俺も続編はメチャクチャやりたいんだけどさ、今からはちょっと無理なんだ。やらないといけないことがあるからさ」

「……や、やらないといけないことって……？」

「ほら、バイトを始める前に葉山さんに相談した時、チラッと言ったと思うんだけどさ、妹達のケンカを止めるために必要なものを買おうとして、俺はこのバイトを始めたんだよね。だから、バイト代が入った今は最優先でそいつを買って、すぐにでも菫と椛に渡したいんだよ」

「…………」

　俺の説明を、葉山さんは無言で聞いている。

　俺はさらに続けて、

「だから、ごめん。試遊版の話はすげー魅力的なんだけど、妹達のことがあるから今からは無理なんだ。だから、よければその話を菫と椛にもしてさ、また今度四人で遊ぼうぜ。まあ、二人が興味あるかどうかはわからないけど」

　そう言って、軽く笑った。

　あの二人には、そういう試遊版があって先に遊べるってことがどれほどスゴイことか、説明してもピンとこないかもしれないなぁ……、なんて思いながら。

「……葉山さん？」

　だがその時、葉山さんがさっきからずっと無言なのに気がついた俺は、不思議に思って首を傾かしげながら声をかける。

「…………そっ、か……」

　すると、やがて葉山さんはふぅ……と息を吐はいて、どこか脱だつ力りよくしたように肩かたを落としながら、ポツリとそう呟いた。

　……なんだろう、どことなくスッキリしたような、それでいて寂さびしそうな……？

「…………ほとんど告白のつもりだったんだけどな……」

「……？　何か言った？」

「ううん、なんでもないよ御堂くん。そういうことなら、引き留めちゃってごめんね」

　葉山さんはそう言って、いつも通りのふわりとした笑えみを浮うかべた。

　さっきまでの不思議な雰ふん囲い気きは、今はもう感じられなかった。

　ただ、その笑顔がやっぱりどこか寂しそうに見えたのは、俺の気のせいなのだろうか？

　……うーん、よくわからないけど……。

「いや、こっちこそ誘ってもらったのにごめん」

　とりあえず、今は妹達のことが最優先と切きり替かえて、俺は改めて謝罪しながら踵きびすを返そうとするが、

「あ、御堂くん、何度もごめん。その前に一つだけ訊きかせて」

　その時、再度葉山さんに呼び止められた。

「……御堂くんは、菫と椛のことをどう想おもってるの……？」

「……どうって」

「お願い。それだけ、御堂くんの口からハッキリと聞かせて……？」

　真っ直ぐ俺を見据えながらそう訊たずねる葉山さん。

　なぜ今そんな質問を、とは思ったけど、俺は葉山さんの真しん剣けんな雰囲気に、気づけばこう答えていた。

「……なによりも大切な家族だよ。少なくとも、俺はそう思ってる」

「家族……。それだけなの？」

「どういう意味？」

「それだけで、こんなにも二人のために一いつ生しよう懸けん命めいになれるものなの？」

　……ああ、そうか。

　葉山さんが訊きたいことが、なんとなくわかった気がする。

「ああ、なれるよ。俺はなれる。だって、俺にとって家族ってのは、この世で一番大事なものだから」

　俺はハッキリとそう言って、それから──と、続ける。

「その大事なものを俺にくれたのが、他でもないあの二人だからな。……だから、俺は妹達のためなら、どこまでも一生懸命になれるんだ。まあ、一種の恩返しみたいなもんさ」

「恩返し？　そう言えば前も恩人だって言ってたけど……」

　言ってしまって、俺はしまったかなと一いつ瞬しゆん思った。

　だけど、なんとなく葉山さんには言ってもいいような気がしたし、何より一度口に出した言葉は、その続きを止めさせてはくれなかった。

「そう、恩返し。前にもチラッと言った通り、あの二人は俺の恩人なんだ。今こうやって俺がここにいられるのも、あの二人のおかげだ。……前の学校にいた頃ころの俺には、家族なんてあってないようなものだったけど、そんな寒い世界の中でも何とか生きてこられたのは、あの二人との思い出があったおかげなんだ。そして、今はまたこうやって家族として迎むかえ入れてくれている……」

　葉山さんは既すでに、俺が昔月城家で暮らしていた時期があったことや、俺がどうして今この街にいるかっていう事情も大体知っている。

　ただ、それについての詳くわしい経けい緯いを語ったことはこれまでなかった。

　あえて語ることでもないと思っていたけど、ちょうどいい機会なのかもしれない。

「だから、俺はあの二人には返しきれない借りがあるんだ。そいつを少しでも返すため、あの二人のためになることなら何でもするつもりなんだよ。今はそれが、二人のケンカを止めることなんだけど……、そうでなくても、俺は二人の望むことならなんだってしてやりたいと思ってる、もちろん、家族としてね」

「そう、なんだ……」

　葉山さんは俺の話を聞いて、すーっと大きく息を吸い込んだ。

　少し困ったような微笑ほほえみを浮かべながらも、どこか納得したような雰囲気。

　だけど、俺はさらにこう続けた。

「……まあでも、それはちょっと前までの話かな」

「え？」

「ああ、いや別に、今でも基本的にはそう思ってるよ。二人は恩人で、二人のためなら何でもするってつもりには変わりない。……けど、二人の望むことをなんでもしてやるってことについてはどうなんだろうって、実は最近疑問に思ってたんだ」

「……それは、どうして？」

「それが必ずしも二人のためになることなんだろうかって思って……。二人のためを考えたら、ただ我わが儘ままを聞くだけじゃダメなんじゃないかって……。だから、今回のバイトの件も、二人が引き留めるのを振ふり切ってやってきたんだ。それまでの俺だったら、きっと二人のお願いを聞いてバイトも中止してたんだろうけど、考え方を変えてね。……けど、でもそれはそれでちょっと心苦しかったりして、実は悩なやみが残ってた」

　……それが二人のためだって言い聞かせてきたけど、心の中ではしこりみたいなのが残ってたのが確かだ。

「その言い方だと、今はそういう悩みはなくなったの……？」

「まあね。葉山さんのおかげかな」

「私の？」

　驚おどろく葉山さんに、俺は苦く笑しようする。

　厳密にいえば、葉山さんの言葉で思い出したおかげ、なんだが。

「さっき家を出る前にさ、俺が昔葉山さんに言ったことについて語ってくれたでしょ？」

「あ、う、うん」

「俺はすっかり忘れてたけど……、その中で『家族相手に遠えん慮りよなんかしなくていい。思ったことをすればいい。それでダメだったとしても、それは葉山さんのせいじゃない』ってあったよね」

「……うん。私、その言葉にすごく勇気づけられて……」

「そのことなんだけど……、ごめん。実はそれ、葉山さんを勇気づけるために言ったことじゃないんだ。単に、自分の願望を口にしただけなんだよ」

「え？　え？　ど、どういうこと？」

　目を白黒させる葉山さんに、俺は申し訳なさを感じながら説明する。

「さっきも言ったように、その時の俺は自分の冷え切った家庭のことでずっと心が沈しずんでた。その時の俺がクールに見えたってのは、たぶんずっとふさぎこんでただけだと思う。そんな中で葉山さんが家族のことで悩んでるって聞いた俺は、自分のことを棚たなに上げて、自分ではやりたいけどできないことを葉山さんに言ったんだよ。家族相手に遠慮するな、思ったことをすればいいと葉山さんに言いながら、俺は自分の親父おやじ相手にそんなことできなかったし、するつもりも勇気もなかったんだ」

　それは、実にカッコ悪い告白だった。情けないにも程がある。

　……けど、事実は事実だ。いつまでも誤ご魔ま化かしておくわけにはいかない。

「そ、そうだったの……？　で、でも、私がその言葉にすごく支えられたのは本当のことだから……！」

「それでなんとかなったのは俺のおかげでも何でもなくて、葉山さん自身に勇気があったからだよ。うまくいったのはよかったと思うけど、俺はさっきも言った通り、自分ではできないことを他人に説教してただけだ。しかも、それが回り回って今の自分にも届いたって言うんだから、結構な笑い話だと思う」

「……え？　それって、どういうこと？」

　キョトンとする葉山さん。

「俺が葉山さんに語った内容は、俺の単なる願望だった。現実の冷え切った家庭から目を逸そらして、俺は理想の家族像ってやつをずっと抱いだいてたんだ。理想の家族はお互たがいに遠慮せず、言いたいことも好きに言い合うけど、でも決して絆きずなは壊こわれない……ってね。葉山さんの話を聞いて、そんな単なる願望が葉山さんの支えになってたのかって申し訳ない気分になったんだけど、それと同時に、ああ俺はそう言えばそういう理想を抱いてたなってことも思い出したんだ」

　その時に、こうも思った。

　じゃあ今はその理想通りになってるだろうか？　とも。

　冷え切った家庭を脱だつ出しゆつし月城家で暮らすようになって、俺は家族の温もりをみんなからたくさんもらった。それ自体はとても幸せなことだけど、じゃあそんな環かん境きようを得た俺は、以前の理想を実現できているのか、と。

「できてることもできてないこともあった。できてないことはこれから少しずつやっていけばいいと思った。……けど、今のこの時点のことを考えると、家族に対して遠慮しないってのはどうだろうって引っかかったんだ。最初に比べれば家族相手に言いたいこともちょっとは言えるようになったけど、それでもまだ俺は、家族に対して無意識のうちに何か遠慮してるんじゃないかって」

「……どうなの？」

「まあ、明らかにまだ遠慮してるよなってすぐに自覚したよ。だって、妹達に引き留められたにもかかわらずバイトを続けてることに、やっぱ後ろめたさみたいなものが残ってたから。……でも、普ふ通つうに考えて、そんなの別に後ろめたく思うようなことじゃないよな？　あいつらにバイトするなって言われる理由は何もないし。なのに後ろめたさを感じるってことは、あいつらの我儘をきかなかったことに申し訳なさを感じてるってことで、つまりそれは、俺の中にまだ遠慮ってのが残ってるってことなんだなって思ったよ」

　不思議なもので、そう自覚すると残っていた後ろめたさみたいなものはスッと消えていったのだ。そのきっかけが、まさか過去の自分の──しかも単なる願望を垂れ流しただけの言葉だったのは、笑い話というしかない。

　……もしくは、言葉ってのは発する方よりも、受け取る方がどう受け取るかってのが重要だってことなのかもしれないが。

　なんにせよ、葉山さんからその話を聞いた時に、俺の中に沈んでいた『なにか』が少し軽くなったのは確かだった。

「まあ、そういう意味では恩人ってのも、やっぱどこか他た人にん行ぎよう儀ぎなのかもしれないよな。事実そうだから、この見方をすぐに捨てるわけにはいかないんだけどさ。……でも、いずれそういったものを全部取とっ払ぱらって、ただ一言大事な家族だって言えるようになれば、その時は本当の意味で真の家族になれるのかもしれないな……」

「真の家族？」

　葉山さんがそう訊きき返してきたので、俺はハッと我われに返る。

　……思わず話の流れで口から出ちまった……。

　他人にはこんなの意味がわからないだろうし、なによりそういうことを考えてるんだって思われたらちょっと恥はずかしい。

　でも、一度言った以上は仕方がない。もう十分恥はじはかいてるんだから、もう一つくらい付け加えたところで何も変わりはしないだろう。

「……ああ、まあ、あれだよ。いろいろ長々と語っちゃったけど、葉山さんの質問の答えにシンプルに答え直すとすると──」

　俺はそこで一度言葉を切ってから、ゆっくりとこう続けた。

「俺は、二人といつか真の家族になりたいと思ってる。そのために、あいつらのためになることならなんでもする。ただし、変に遠慮して我儘をきいたりはしない。言いたいことは言い合うけど、でもお互いのことをずっと大事にし合うような、そんな関係になりたいと考えて──……って、これじゃ全然シンプルじゃないな」

　俺はそう言って自分で笑った。

　そして「要するに一いつ緒しよに理想の家族を築き上げていきたいと思ってる」と言って、葉山さんの問いかけに答えた。

「…………」

　葉山さんはそれを聞いて、しばらく黙だまったまま目を見開いていたが、

「……そっか、つまり御堂くんは『いいお兄ちゃん』なんだね」

　と言って、今度はどこまでも明るく笑った。

　俺も、つられて笑った。

「ごめんね、引き留めちゃって。時間、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そうしてしばらく笑い合った後、葉山さんは時計を見上げながら言った。

「……あっと、そろそろ行かないとヤバいか。……えーと、質問の答えはこれでよかったのかな？」

「うん、ありがとうね御堂くん。それじゃ」

　俺はそれを聞いて「じゃあ、また」と言ってから、今度こそ帰ろうと葉山さんに背中を向けて歩き出した。

　その時、ふと葉山さんが何か呟つぶやいたように聞こえたが、俺は振り返らずにそのまま立ち去った。

　家では妹達が待っている。早く、目的のものを買って帰らないといけないのだ。




「……今回は、私の負けだね……」




　　　　▼




「ただい──うおっ!?」

　そうしてすっかり日も落ちた頃ころ。

　俺は買い物を終えて帰宅し、意い気き揚よう々ようと玄げん関かんのドアを開けたのだが、その瞬しゆん間かんに思わず驚きのあまり後ずさってしまった。

「ううう、お兄さん……」

「お兄ちゃんのバカ……」

　なぜなら、そこには菫と椛がなぜか正座をして待ち構えていたからだ。

　しかも涙なみだ目めで、いかにも恨うらみがましい視線を送ってくるので、そのあまりの負のオーラに怯ひるんでしまった。

「な、何やってんだ二人とも……」

「私達よりも美咲を選んだお兄さんをお出で迎むかえしているのです……」

「お帰りお兄ちゃん……。むむむ……」

　……な、なんて重いお出迎えだよ。しかも理由がほぼ言いがかりだ。

　これ、つまりあれだ。要するに、二人はまだ引き留めるのもきかずに俺がバイトに行ったことに拗すねているというわけか……。

　口から思わずため息が漏もれたが、しかしすぐに頭を切きり替かえて、

「……ほら」

　俺は、持っていた袋ふくろを二人に手て渡わたした。

「……？　お、お兄さん？」

「な、なにこれ？」

　ぷくーっと頬ほおを膨ふくらませていた二人だったが、それを受け取ると戸と惑まどったような顔でこちらを見返してきた。

　そこで、俺はようやく今回のバイトを始めた経けい緯いを明かす。

　内心、ちゃんと受け取ってもらえるだろうかとドキドキしながら。

「お前らにプレゼントだ。そいつを買うための金を稼かせぎたかったから、これまでバイトをしてたんだよ」

「「え!?」」

　俺がそう言うと、二人は信じられないといった表情で大きく目を見開く。

　二人同時に慌あわてて袋を開けると、そこから出てきたのは、

「……これは、お兄さんが持ってるのと同じ……？」

「こ、これってゲーム機だよね？　携けい帯たい用の。……それに、こっちはソフト？　ファンタジック・レイダーズ……って」

「そうだ。そいつを一人ずつに買いたくてな」

「ど、どうしてですか!?　な、なぜこんな……！」

「そ、そうだよ！　そんなこと、お兄ちゃんは一言も……！」

　理由がわからないといった感じの姉妹に、俺はこうなった経緯を説明する。

　……と言っても、実に単純な話だ。

「もちろん、お前らのケンカを止めるためだよ。最近は特にケンカがひどかったしな。どうしたらいいかって悩なやんでた時に、ふと葉山さんの家で二人がゲームしてた時に、それまでしてたケンカをピタッとやめて協力してたことを思い出したんだ」

「あ、そ、それは……」

「みさ姉ねえを倒たおそうとした時の……」

「それで、二人に共通の目的になるようなものがあればケンカも止まるんじゃないかって思ってな……」

「だ、だからこれを……？」

「あたし達のために……？」

「それに、これだと三人でプレイできるだろ？　家族で一緒にゲームってのも、俺自身が憧あこがれてたことだしちょうどいいかなって思ってさ。……だから、その、買ってきたってわけだよ」

　俺はなんとか淡たん々たんと言おうと努めたが、やっぱり少しずつ動どう揺ようが出てきてしまった。

　なにせ、これが家族への初めてのプレゼントなのだ。

　もし「こんなのいらない」なんて言われたらどうしようと、心の中で俺は戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。そんなことになったら多分立ち直れない。

「…………」

「………………」

　菫と椛はゲーム機の箱を持って、呆ぼう然ぜんとした様子で突つっ立たっている。

　……ど、どうなんだろう？　やっぱり、いくらケンカを止めるためだといっても、女の子にゲーム機のプレゼントってのは的外れだったんだろうか……？

　俺はそんな風に、二人の反応を緊きん張ちようしながら待っていたのだが、

「うわっ!?　な、なんだ!?」

　次の瞬間、急に身体からだに衝しよう撃げきが走って、俺は慌てる。

　見ると、菫と椛が俺の胸に思いっきり抱だきついていたのだ。

「お兄さん……！　お兄さんお兄さんお兄さん……！」

「お兄ちゃん！　お兄ちゃーん！」

　しかも、二人とも思いっきり泣きじゃくりながら俺にしがみついてくるじゃないか。

　俺は一いつ瞬しゆん、やっぱりダメだったのか、妹達を俺自身が泣かせてしまったのかと血の気が引いたのだが、

「ありがとうございます……！　お兄さん、ありがとう……！」

「ごめんなさいお兄ちゃん……！　お兄ちゃん……！」

「……お前ら？」

　二人が泣きながらも必死な様子で感謝と謝罪の言葉を口にしていることに気がついて、どういうことだと困こん惑わくする。

「……ぷ、プレゼントは受け取ってもらえるのか？」

「何を言ってるんですか……！　お兄さんからのプレゼントを受け取らないはずがないじゃないですか……！」

「しかも、あたし達のためにわざわざバイトをして買ってくれたんでしょ……？　こんなの、うれしくないわけないじゃん……！」

「……なのに、私達は何も知らずにお兄さんを非難してたなんて……！　申し訳ありませんお兄さん……！」

「ごめんなさいお兄ちゃん……！　ありがとうお兄ちゃん……！　うえーん！」

「あ……」

　その言葉を聞いて、俺は強こわ張ばっていた身体から力が抜ぬけていった。

　不安はスーッと消えていき、代わりに心の中に温かい感かん触しよくが広がっていく。

　……受け取ってもらえた。俺からのプレゼントを、家族に。

　そう考えただけで、全てが報われたような気がした。

　同時に、妹達が泣いているのを見ていると、俺もなんだか視界が潤うるんできた。

　だけど、俺は泣かない。こういう時は、笑うべきだ。

「……そっか、よかった」

　言いたいことはいっぱいあるはずなんだけど、口から出た言葉はそれだけだった。

　笑ったつもりだったけど、上手うまく笑え顔がおになってるかはわからない。

　妹達も泣きじゃくるばかりで、言葉が出てこない様子だ。

　それでも、今は十分だった。

　こうやって抱だき合あっているだけで、細かい言葉はいらないと思えた。

　これだけで、今までのわだかまりのようなものが消えていくんだから、家族っていうのはスゴいものだ。

「……お兄さん、大好きです……！」

「……お兄ちゃん、大好き……！」

　嗚お咽えつの合間から漏れるそんな言葉を確かに聞きながら、俺は心の中でこうつぶやくのだった。

　……これで、俺も少しは真の家族ってやつに近づけただろうか、と……。




　その後、しばらくしてからようやく落ち着いた俺達は、これまでのことを改めて話しながら俺の部屋へと向かった。

　そこで早さつ速そくプレゼントしたゲーム機を起動し、ファンタジック・レイダーズをみんなでプレイすることになった。

　そして菫と椛はあの時と同じような見事な協力をし、ケンカなどすることなく、どこまでも仲のいい姉妹の姿を見せ、俺を大いに満足させてくれたのだった。

　こうして、二人のケンカは収まり、月城家に平へい穏おんな時が戻もどった。

　めでたしめでたし。




「……って、なる予定だったのに……」

　俺の脱だつ力りよくした呟つぶやきが室内に漂ただよう。

　──ドスッ！

　──ドカーン！

　……ついでに、そんな平穏とは程遠い音も。

「何をするのですか椛！　どうして私のキャラに矢が刺ささってるのですか！」

「お姉ちゃんこそ！　どっちに向けて魔ま法ほう撃うってるわけ!?　なんであたしのキャラが黒くろ焦こげになってんの!?」

　さらには、菫と椛の言い争いの声まで。

　……なんで、なんでこんなことになってんだ!?

「二人とも、マジでいい加減にしろよ!?　なんで味方を攻こう撃げきし合ってんだよ！」

　俺はついにたまりかねてそう叫さけんだ。

　あの後、落ち着いてからみんなで俺の部屋に向かった──これは本当だ。

　それから早速ファンタジック・レイダーズをプレイした──これも、本当。

　……だが、その後は俺の思おもい描えがいていた展開にはならなかった。

　三人で協力プレイを始めたのはいいが、なぜか戦せん闘とうを始めた瞬しゆん間かん、敵を放っておいていきなり二人で争い始めたのだ。

　その様子は、まさに葉山さんの家で見せたあの仲間割れの光景とまったく同じ。

「だ、だって、あたしがお兄ちゃんのサポートをするって言ってんのに、お姉ちゃんが邪じや魔まするから！」

「それはこっちの台詞です！　お兄さんを支えるのは私だと言っているのに、椛が勝手に行動するから……」

　しかも、争ってる理由までもが完全にそのままで、まるであの時の状じよう況きようの再現だった。

　……俺が求めてる再現はそっちじゃないのに！

「だあもう！　なんでだよ!?　お前ら、あの後ちゃんと協力してただろ!?　息の合った連れん携けいとか見せてただろ!?　あの姿はどこいったんだよ！」

　俺は泣きそうになりながら絶ぜつ叫きようする。

　そうこうしている間にも敵は迫せまり、俺はなんとか一人で抑おさえていたもののすぐに限界が来て死亡。当然争い合っていた菫と椛も無事お亡くなりになり、パーティーは壊かい滅めつ。みんなしてロビーへと戻った。

「…………」

　俺は無言で顔を上げ、二人の方を見る。

　すると二人はリアルでもしばらく睨にらみ合った後、やがて俺の方を振ふり向むくと、至し極ごく真ま面じ目めな顔でこう言い放った。

「……申し訳ありませんお兄さん。椛との協力というご期待には添そうことはできません」

「……うん、もちろんあたし達は必要な時には力を合わせるけど、そうじゃない時はそうじゃないんだよ」

「特に、お兄さんを巡めぐってとなると」

「みさ姉の脅きよう威いがなくなった今、協力なんてあり得ないよね」

　うんうんと頷うなずく二人。

　そうは言いながら、なんでそんなところだけ息が合ってるんだ……？

「……い、意味がわからん。あの共きよう闘とうの精神はどこへ行ったんだよ……！」

　俺は半ば頭痛のしてきた頭を抱かかえながら、かろうじてそう訊たずねる。

　すると二人はまた顔を合わせた後、しばらくしてから同時にこちらを振り返り、

「「それはそれ、これはこれ！」」

　そんな、これまでの苦労を一瞬で無にするようなことを言い放ったのだった。

　俺は、その場にガクリと崩くずれ落ちる。

　そんな俺など気にした風もなく、もう一度ゲームをしようと服を引っ張ってくる姉妹。

　そうこうしている間にも、次こそは自分が俺をサポートすると再び言い争いを始めた二人は、やがてバッとこちらを振り返って、こう言い放った。




「「（お兄さんは）（お兄ちゃんは）どっちを選ぶの!?」」




　そうして、結局俺がバイトまでして買ったゲームは新たな争いの火種となり──

　俺が姉妹のケンカに翻ほん弄ろうされる日々は、これからも続いていくのだった。








エピローグ









「あ、みんな、いらっしゃい」

　とある休日のこと。

　俺達はまた、この前と同じように葉は山やまさんの家に遊びに来ていた。

　葉山さんの部屋でみんなでゲームをしようという話になり、

「いいね、また対戦しようよ。みさ姉ねえをやっつけてあげるんだから！」

「お兄さんからの愛のこもったプレゼントのおかげで、私達は沢たく山さん練習できましたから。もうハンデなど必要ありませんよ」

　椛もみじと菫すみれは得意げな顔でそんなことを言った。

　……プレゼントに愛がこもってたのはその通りだが、そいつを思いっきり踏ふみにじったのは誰だれだよ……、と俺は心の中で呟く。

「御み堂どうくんからのプレゼントって、あのバイトの……？」

「そうそう、お兄ちゃんがわざわざバイトまでしてくれて、あたし達にプレゼントしてくれたんだよ」

「ええ、私達のために、わざわざです」

　葉山さんの質問に、いかにも自じ慢まんげに語る姉妹。

「ふーん……」

　葉山さんはその話を、特に表情を揺ゆらすことなく聞いていて、

「じゃあ、お望み通り対戦しようか」

　やがて、そう言ってゲームを起動し始めた。

　またこの前と同じように二対二のチーム戦モードを選んだ葉山さんだったが、そこでふと俺の方を振り向いて、

「あ、ごめん御堂くん。ちょっと私一人でやらせてもらっていいかな？」

　そんなことを言ってきたので、俺は「え？」と訊きき返す。

「つまり、私対菫と椛の一対二ってこと」

「そ、そりゃ別にいいけど、なんでまた？」

「……ううん、練習したって言ってたから、どんなものなのかなって思って」

　葉山さんは笑顔でそれだけ言って、さっさと対戦を開始してしまった。

　菫と椛は「一人で立ち向かってくるとは」とか「ちょうどいいじゃん。手加減はしないよ」なんて意気込んでいたが──……勝負は一いつ瞬しゆんで決まった。

「な、なぜ……!?」

「うそ、何その動き……！」

　愕がく然ぜんとする菫と椛。

　結果は葉山さんの圧勝──いや、完勝だった。

　すさまじい動きを見せた葉山さんは、開始数秒で二人を圧あつ倒とう。文字通りの秒殺だ。しかも一切ダメージを負わないパーフェクトゲーム。

　それはまさしくプロゲーマーＭＩＳＡＫＩの名に恥はじないプレイだったが、……あれはどう見ても本気の動きだった。なんでこんなお遊びの場で……？

「は、葉山さん……？」

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、葉山さんはどこか緊きん張ちようした様子で静かに息を吐はいた後、俺の方にではなく姉妹の方に振り返った。その表情は笑え顔がおだ。

「……私の勝ちだね。二人には『お兄ちゃん』がついてるかもしれないけど、私は一人の女の子としてこの『真しん剣けん勝負』に向き合ってるから。……二人は強敵だけど、でも、私も絶対に負けられないんだ。ごめんね」

「え？　それはどういう……」

　俺は葉山さんの言ってることがいまいち理解できなかった。

　……そんな、練習したとはいえ素人しろうとの二人に、プロゲーマーが大人おとなげないんじゃないだろうか……、と思っていたのだが、

「「…………っ!!」」

　なぜか、それを聞いた菫と椛がハッとした様子で息を吞のんだのだ。

「美み咲さき、それは……！」

「みさ姉、それって宣戦布告……！」

「……あはは、どうだろうね」

　愕然とした様子の姉妹に、葉山さんは軽い笑みで返す。

　それはいいんだけど、俺はやっぱり会話の意味がわからない。

　……なんでみんなゲームの対戦でそんな真剣な感じになってるんだろう。気のせいか、場の雰ふん囲い気きも張りつめているような……。

「……そうですか。それなら望むところです。私達も負けるつもりはありません」

「……うん、ハッキリしたんならわかりやすいよね」

　やがて二人は、どこか不敵な笑みを浮うかべながら再戦を要求した。

「いいよ、何度でも受けて立つから」

[image: ]

　葉山さんは、それを笑顔で承しよう諾だくし、再び対戦が始まった。

　……なんか俺がナチュラルにハブられてるんですが……。

「くっ、負けられません……！　いきますよ椛！」

「わかってる！　そこだよお姉ちゃん！」

　それはともかく、次の対戦ではさっきのような秒殺とはいかず、二人ともなんとか持ちこたえていた。

　それはまさしく、俺が夢見た姉妹の協力する姿だったのだが、なんだか今は素す直なおに喜べないのはなぜだろう……？

　俺は首を傾かしげながらも、ゲームに参加してないはずなのに妙みような息苦しさを感じながら、みんなの対戦を見守るのだった。

　ちなみに、

　俺が心の中でどっちを応おう援えんしているかは、おそらく言わなくてもわかる、よな……？








あとがき









　こんにちは、恵え比び須す清せい司じです。

　毎回このあとがきの書き始めをどうすべきか、かなり時間を費やした割には結局変わり映ばえのしないものに落ち着いてしまう私。

　今回こそは何か気の利きいた感じにしようと思いましたが、小こ一時間悩なやんでなにも思い浮うかばなかったので、やっぱり自分はあとがきが苦にが手てなんだなぁと再々自覚したところだったりします。




　それはともかく『両手に妹。どっちを選んでくれますか？』第二巻はいかがだったでしょうか？

　今回は菫すみれと椛もみじの従姉妹いとこが登場します。

　けどその従姉妹は実は隼はや人とのかつてのクラスメートで、しかもなんだか随ずい分ぶんと親しげな雰ふん囲い気きだったりします。

　今まで隼人を巡めぐって姉妹喧げん嘩かに明け暮れていた二人でしたが、思わぬライバルの登場に焦あせり、ついには共きよう闘とうすることに……？　というのがこの巻のザックリした内容です。

　今いま更さらあとがきであらすじを説明するのはどうなんだ？　と思われるかもしれませんが、あとがきから読み始めるという読者の方もいらっしゃいますので、私はそこで油断してネタバレなどを書かないように気をつけていたりします。

（……まあそういう方の中には、ネタバレを見てから安心して本編に移行するという考えの人もいらっしゃるようで、そういう方にとってはこの配はい慮りよ（？）は完全に余計なお世話になっているわけですが……）

　なにはともあれ二巻では一巻とはまた違ちがった姉妹、および姉妹喧嘩の様子を描えがいたつもりですので、楽しんでいただけたならそれに勝る幸せはありません。




　ところでこの巻ではプロゲーマーというキャラが出てくるわけですが、私自身動画サイトなどでゲームのプレイ動画を見るのが結構好きだったりします。

　そういう動画を見て「面おも白しろそうなゲームだなぁ」と思って購こう入にゆうし、結果として大いにハマッたゲームもある一方、動画を見ただけで満足したりするものもあって、ゲームは自分でやるものであると同時に見て楽しむものでもあるんだなと、今更ながらに再確認しているわけです。

　そんな中でも一番視し聴ちよう時間が多いのは、やっぱり自分が今ハマっているゲームのプレイ動画ですね。

　スーパープレイはもちろん、私では考えつかないようなユニークなプレイをしている方の動画などを見ると、自分もそれをやってみたいと思ってまたゲームをする意い欲よくが湧わいてくるのがうれしいところです。

　……まあそれで原げん稿こうを書く手が止まることがたびたび、しばしば、頻ひん繁ぱんに、起こったりするんですが……。




　それはともかく最後に謝辞を。

　今回もまた素晴らしく可愛かわいらしいイラストを描いていただいたポップキュンさん、この本を世に出すにあたって尽じん力りよくしていただいた全すべての方々、そしてなにより手に取って読んでくださった読者の皆みなさまに、改めて感謝いたします。ありがとうございました。

　それでは、またどこかでお会いできる機会があることを願って──
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